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　神を見失ったとき、世界は動き始める








◆◆◆






　そこは神の祝福を受けたかのような、美しい庭園だった。丈たけの低い常じよう緑りよく樹じゆが綺き麗れいに刈かり込まれ、迷めい路ろを形かたち作づくっている。

　その中を、黒髪の少女が走っていた。

　この体は、ずっと病やまいで寝ついていたのではなかったのか。なのにどうして、羽が生はえてでもいるかのように軽くなっているのだろう。

　迷路の先に、黒髪の美しい少年がいた。少年は本を手にしていて、それを差し出している。受け取ろうとした瞬しゆん間かん、本はバラバラになり、鳥になったかのように風に乗って四し散さんしてしまった。

　その中の一枚だけが、少女の前にひらひらと落ちてくる。そこには銀色の髪をした、魔法使いの絵が描かれていた。

「私を助けて……」

　そう呟つぶやいた瞬間に目覚めて、すべては夢だったと乙おと女めは知る。病やんだ少女ではなく、健康な乙女がそこにいた。








◆◆◆






　神が眠りについた八百年前までは、この地に明確な国の境きよう界かいはなかった。大きな集しゆう落らく、小さな集落などが、各地に点々と存在していただけだ。

　神の教えによって人々の暮らしが豊かになるにつれ、集落の指導者が富と権力を増すようになった。彼らの子孫が、やがて領地を統一管理するようになり、国、及び王族なるものが生まれたのだ。

　北に位置するハッシュウィルは、僅わずかな漁民が暮らすだけの寂さびれた地域だった。それが鉄てつ鉱こう石せきや宝石を産出するようになり、俄にわかに国としての体制が整ったのだ。

　採さい掘くつ権けんは王が握にぎっている。鉱夫たちは、高額な宝石を掘り出しても、自分のものにはできない。正直に提出しなければ、ただちに首が飛んだ。

　リンゴ一個を王の庭園から盗むのとは違う。その石一つで、何カ月分もの麦を買えるのだ。宝石を盗むということは、すなわち国家反逆罪となっていた。

　そのせいで厳きびしい統制が必要だからだろう。ハッシュウィルでは国軍を増強し、軍人は国内でも常に相当な力を持ってきた。

　海風が強く、冬には極ごつ寒かんとなる大地では、農業を営いとなむのは厳しい。だからなのか、ハッシュウィルの男たちは、炭たん坑こう夫ふになるか軍人になる道を選ぶ者が多かった。

　けれど今の王の治ち世せいになってから、事情は少しばかり変わってきている。王は塩えん害がいを克こく服ふくし、農業生産性を高めて、すべての人々が豊かな食料に恵まれるようにと改革を始めたのだ。

　とてもいいことなのに、誰だれもが称しよう讃さんするわけではない。特に弱体化を余よ儀ぎなくされた軍関係者は、強い不満を王に抱いだいている。

　温暖な気候のおかげで、豊かで平和な国ゴシュラムに育ったミーナには、ハッシュウィルのそういった事情はよくわからないままだった。

　それが体内に神を宿した途と端たん、まるで優秀な学者に教えられたかのように、すんなりと呑のみ込めたのだ。

　ハッシュウィルの皇太子、アレク主しゆ催さいの宴うたげにミーナは出席している。けれどその体は、金色の髪をした姫のものではない。

　銀色の髪の若者、カイルと名乗る別人のものだった。

　ウラルの神様の力は、人間の理解を超こえている。寄き生せいされた人間は、神様と意識を共有し、尚なおかつ自由に姿まで変えてもらえるのだ。

　女から男に変わっただけではない。通常の何倍も、武術の腕は強くなっていた。それは素す晴ばらしいことなのだが、弱点が一つある。

　神様の力とするために、絶たえ間なく何かを食べていないといけない。神様は大食いなのだ。

『お腹なかが空すいたわ。早く何か食べたいのに、イライザったら、人に挨あい拶さつするばかりなんだもの』

　ミーナの心のぼやきは、神様にしか聞こえない。だが神様も、今は力となる食べ物を口にするより、ミーナに客と次々握あく手しゆさせ、彼らから情報を得るのに忙いそがしかった。

『もう少しだ。イライザが誰だれと組んでいるのかわかれば、対処の仕方も変わってくる』

『そうね』

　神様は不思議な力を持ってはいるが、万ばん能のうではない。常に何かの生き物に寄き生せいしていないと生きられないから、行動範囲も限られている。そのため何カ国もの問題を、一度に解決するなどできないのだ。

　今回も発ほつ端たんは、ゴシュラムの隣国シェルランドの内紛だった。シェルランド王は、毒どくを盛もられたせいなのか病やまいに伏ふし、まともな統治もできない。后きさきの兄であるバイロン公こう爵しやくは、王の実弟であるオーガスト公爵亡なき後、その息むす子このエバンズの爵位を奪うばい、実権をすべて手中に収めようとしている。

　まずはその問題を解決しなければいけないのに、バイロン公爵に毒薬を提供したハッシュウィルの無敗軍団の生き残り、イライザに近づいたために、事態はますますややこしくなっているのだ。

　イライザはハッシュウィルのヒョードル伯はく爵しやくと婚こん姻いんし、伯爵夫人という別の顔を持っている。そしてイライザは、先王アタカンの息子であるイアンを養子にしているのだ。

　イアンが健康な野心家だったら、とうにハッシュウィルは派は手でな内紛を起こしていただろう。ところがイライザの望むように、イアンは育たなかった。

　毒薬作りの天才であるイアンは、病弱で人嫌いだ。日中は眠っていて、夜中に起き出すような生活をしている。そのせいで城から出たがらない。

　だからイライザは、宮中に連れて行くことができる、イアンの代役の若者を捜さがしていた。

　銀色の髪をしていて、多少のことでは動じない男。ミーナが変身しているカイルは、まさにそんな若者だったから、イライザの望みにぴったり合がつ致ちしていた。

　今夜の宴には、カイルではなくイアンとして出席している。ここにはカイルのことも、イアンのことも知っている人間はいない。そう思ってミーナは安心していた。

　イライザはカイルのことを気に入っているようだ。もう少しで、イライザが誰と組んでいるのか見抜けるだろう。そうなったらミーナは、やっとカイル役から解放されるのだ。

『ああ、おいしそうなご馳ち走そうがあるわ。この国は魚ぎよ貝かいが豊ほう富ふって、本当なのね。海え老びがあんなに……』

　料理が用意されている卓たくを見ていたミーナだったが、自分の役目を思い出し慌あわてて作り笑いを浮かべて客のほうを見る。

　そしてミーナの動きは止まった。

　なぜか宴の会場には、双子の兄のマリスとラウル、それに幼おさななじみのジュリアとその弟のジュリアス、さらには治ち療りよう師しのクラウドの姿まであったのだ。

『どうしよう……今夜の客って、ゴシュラムの一行だったのね』

　ところがさらに厄やつ介かいなことに、シェルランドに戻ったはずのエバンズまでもが、ここにいたのだった。

　エバンズに見つかってしまった。最初はエバンズも、よく似ているだけなのかと戸と惑まどっただろう。だがすぐに、イライザの側そばにいるのはカイルだと気付いたようだ。

　足早に近づいてくると、怒いかりを込めて言ってきた。

「そういうことか……最初から仲間だったのか」

「……」

「王女を攫さらったのも、おまえだったんだな」

　とんでもない誤解だが、ここで解とくこともできない。するとイライザが横から口を挟はさんできた。

「この子は、先王アタカン様の嫡ちやく子し、イアン・ヒョードルですわ」

「カイル……まさか、やっと会えたのに」

　そう、やっとまた会えたのだ。二度とエバンズには会えないかもしれないと、悲しい思いを味わっていたミーナだが、何をどう説明することもできなかった。

「イアン・ヒョードル？　そう名乗るなら、それでもいいだろう、だが、私は騙だまされないぞ。こんな不正が許されるはずはない」

　そうだ、許されない。だからこそ、こうして変身して神様の手伝いをしているのだ。

「私に近づいたのも、いろいろと探るためだったのか？」

　違うのだ、あれはミーナが愚おろかで、黒くろ騎き士しに会おうなんてしていたからだ。盗とう賊ぞくたちによって死にそうな目に遭あったが、神様に助けられた。そのため、今は神様と共に動いている。

　そんな事情を、どうやって説明しようかとミーナは焦あせった。

　ここでエバンズの手を取って、神様の力を借りてこれまでの事情を伝えることはできる。けれどそんなことをしたら、エバンズはミーナをすぐに元の姿に戻して、ゴシュラムに連れ帰ろうとするだろう。

　あと少し、もう少しのところまで来ているのに、何もかも壊してしまうことになる。

　そのとき、ジュリアがやっとミーナに気がついた。

　ジュリアとクラウドだけは、カイルがミーナの変身した姿だということを知っている。ジュリアは驚いた顔をしてミーナを見つめると、周囲の様子を窺うかがいながら近づいてこようとした。

　ところが側にいるのがイライザだと気付いて、ジュリアの足は止まる。












　イライザは、そこにいるジュリアがゴシュラムの女騎士であることには、まだ気付いていない。エバンズがいきなり現れたから、誰かがエバンズの不ふ審しんな様子に気がつかないかと、そちらばかりを警けい戒かいしている。

　今のうちなら話ができると思ってジュリアに近づこうとしたが、エバンズに行く手を塞ふさがれてしまった。

「答えろ、王女をどこに隠かくした？」

『ここにいるわ。あなたの目の前にいるのに』

　ミーナの心の声は、残念なことにエバンズには届かない。

「おまえは、人の心を繰あやつる魔術でも学んだのか？　私に真実を聞かせてくれたと思ったけれど、あれは幻まぼろしだったのかな」

　幻なんかじゃない、神様がカイルの姿を借りて、エバンズに真実を伝えたのだ。せめて伝えられた真実だけは、疑わずに信じていて欲しい。

「なぜ何も言わない？」

　苛いら立だったのか、エバンズはミーナの腕を強く摑つかんでくる。

　するとミーナの脳内に、エバンズの怒りが流れ込んできた。それはミーナがこれまで一度も向けられたことのない激しい怒りで、危あやうくミーナは泣きだしそうになってしまった。

　それでも救いがあったのは、エバンズの中に怒りと同じくらい強く、ミーナのことを心配する気持ちがあったからだ。

「ここに剣がないのが残念だ。ただちに決けつ闘とうを申し込みたいくらいだが、他国の、しかも貴族の身分になっているとはな」

「……今は……何も、言えない」

「だったら、いつになったら言えるんだ」

　まるでミーナの窮きゆう地ちを救うかのように、そのとき、ダンス音楽が始まった。ミーナは急いでエバンズの側を離れると、とりあえずイライザの手を取ってダンスの輪の中に入っていく。

　そしてジュリアにも、同じようにダンスの輪に入ってくれと伝えようとしたら、すでにジュリアは皇太子のアレクに腕を引かれて入ってきていた。

「あっ！」

　そこで気がついたのは、とんでもない失敗だった。

『どうしよう、わたし、男性としては踊おどれないわ』

『心配するな。何も考えず、案か山か子しにでもなったつもりでいろ。俺が代わりに踊ってやるから』

　途端にミーナの体は、勝手に動きだして踊り始める。イライザの手を取っているから、そこから苛立ちが伝わってきた。

　イライザもまさかここにエバンズや、ゴシュラムの王子たちが来ているとは思わなかったのだろう。初歩的な失敗をしてしまい、どうやってこの窮地を乗り切るか、そればかりを考えている。

　突然、イライザの意識が揺ゆれた。見るとこちらの様子をじっと見つめている、壮そう年ねんの男の姿があった。

『ロイヤー将軍？』

　ぼんやりとその名前が浮かんだと同時に、曲が終わるとイライザはミーナと繋つないでいた手を離した。

「適てき当とうに相手を見つけて、踊っていなさい。ゴシュラムからの客人には、できるだけ近づかないように」

　そうしたいところだが、そうもいかない。ミーナは急いでジュリアの元へと向かう。

　次の曲では、皇太子も相手を変えると思った。ところがアレクは、ジュリアの手をしっかり握りしめたまま、さかんに話しかけている。

『えっ？』

　ジュリアは明らかに当とう惑わくしている。そして救いを求めるように、ミーナに視線を向けてきた。

『マリス兄様も、ラウル兄様も、気を利きかせたらどうなの。ジュリアが困ってるじゃない。助けてあげればいいのに』

『もし困ってなかったらどうする？　相手は皇太子だぞ。ジュリアだって、ハッシュウィルの王おう妃ひになりたいかもしれない』

『絶対にないわ』

　とは言うものの、絶対とは言い切れないのが悲しいところだ。ジュリアはああしてドレスなど着ているととても美しい。騎士として強くなるよりも、女性としての美しさを称讃される生き方のほうが心地ここちいいと思い始めたかもしれない。

『確かめてくる』

　ミーナは決意を固めると、ジュリアに向かって一直線に進む。そうしている間も、ミーナ、いや、イアン・ヒョードルが、自分の手を取ってくれないかと望むレディたちの視線が痛いほどだった。

「どうも、皇太子殿でん下か。イアン・ヒョードルです」

　とりあえずミーナは笑顔で名乗る。するとアレクは、明らかに嫌いやそうな顔になって、ミーナを睨にらみつけてきた。

「これはどうも、ヒョードル准じゆん伯爵、いや、叔お父じ上うえとお呼びするべきだったかな」

　アレクの言葉に、ジュリアが驚いたように目を見開いていた。

　ふかふかの敷しき物ものの上に座り、温めたミルクに蜂はち蜜みつを垂たらしたものと、焼き菓が子しを用意して、ジュリアといろいろと話したい。

　いつもそうしていたみたいに、ゆっくりと話したかった。

　神様とのように、簡単に心を通わせることはできないし、意見が違ってぶつかることもあるけれど、それがまた話す楽しみに繋がるのだ。

　ほんの数日離れていただけなのに、もう何年もジュリアと話していないような気がする。一番の友であり、姉し妹まいのように大切に思ってきたジュリアだったら、ミーナの苦しみをきっとわかってくれるだろう。

「そちら美しい隣国のレディと、僕も踊りたいのですが」

「……ヒョードル准伯爵と踊りたがっているレディなら、大勢いるだろう？」

「異国の方と、話してみたいので、ぜひ」

　アレクが合図を出さないので、次の曲が始まらない。広間に立つ人々は、そわそわと落ち着きがなくなってきた。たった一曲だけで、ダンスの時間が終わってしまうなんて、普通はありえないことだ。

　何があったんだと、いよいよざわめいてきたので、アレクは楽団に合図を送った。

　ミーナはアレクの許可も得ずに、ジュリアの手を取って踊りだす。するとジュリアの中に渦うず巻まく猛もう抗こう議ぎが、一気に押し寄せてきた。

『ミーナ様、神様と一緒にいるからって、何をしてもいいってことじゃないんですよ。みんながどれだけ心配したと思ってるんです？　捕つかまった先から逃げ出せたのなら、どうしてそのままあたしたちに連絡してこないんです』

　ジュリアはむすっと押し黙り、口をへの字に結むすんだままなのに、しっかりと言いたいことは伝わってきた。

『話したいことは山ほどあるわ。だけど今は難しい。イライザのところにいるの。イライザたちが誰と組んでいるのかはっきりしたら、対策を考えるわ』

　ミーナの考えが伝わったのだろうか。ジュリアはまたもや驚いて、目を丸くしている。

「話さなくても、わかるんですね？」

「便利でしょ。このまま……続けて」

　いつもなら踊るのはとても楽しいことなのに、今は自分の体で踊っているとはとても言えない。まるで繰り人形のように、勝手に体が動いているといった状態だ。

　ふと、ミーナは射いるような強い視線を感じた。見ると、老ろう齢れいの貴婦人と踊っているアレクがすぐ近くにいて、ミーナを睨みつけていた。

『アレク殿下に気に入られたみたいね』

『あたしのことは、どうでもいいです』

　ジュリアは真まっ赤かになって怒おこっている。ありがたいことに、神様の力を借りて心を通わせている間は、噓うそはつけないのだ。そこでミーナは、さらにジュリアの本心を知りたくて、意地悪な質問を続けてしまった。

『ハッシュウィルの王妃になりたい？』

『まさか！　ふざけないでください』

　そのときジュリアの視線は、なぜか踊らずに広間の隅すみにぼうっとただ立っている、クラウドに向けられていた。

『あら……だったら、クラウドが婚こん約やく者しやだと言えばいいのに』

『えっ！　ええっ？』

　そこで取り乱したジュリアは、思わずミーナの足を思い切り踏ふんでいた。

「ご、ごめんなさい」

「いや……平気、痛くないから」

　こんな状況だというのに、ミーナは敷物の上で寛くつろいでいるような、平和で楽しい気分になっていた。ジュリアは恋になんて興味がないのだろうと思っていたが、そうでもなかったのかと知って嬉うれしかったのだ。

『とりあえずそういうことにしておけば、殿下の関心も消えるんじゃない？』

『最初からそう言えばよかったのかしら。今からそんなこと言っても、嫌だからわざと言っているようにしか思えないでしょ』

『恥ずかしかったから、隠していたってことにすればいいのよ』

　ミーナは思わず微笑ほほえんでしまう。クラウドは爵位もない治療師だけれど、ジュリアより腕が立つのは確実だ。自分より強い男の前だと、ジュリアだって素直になれるに違いない。

『あたしのことはどうでもいいです。それよりミーナ様、いつまでそんな危ないことを続けるつもりなんですか』

『大丈夫、そろそろ見えてきたから』

　イライザはロイヤー将軍と、何やら話し合っている。その名前が浮かんだ途端に、イライザの中に緊張感が生まれたから、間違いなく将軍が裏にいる大物だろう。

『イライザは軍に働きかけて、ハッシュウィルで叛はん乱らんを起こそうとしているんだわ。援えん軍ぐんとして、ウラルとゴシュラムは無理だから、シェルランドを狙ねらったの』

　もやもやとしたものが、一気に晴れてきた。どうやら神様も、納得する答えだったらしい。

『本物のイアン・ヒョードルは、毒薬使いのとんでもない男よ』

『毒薬？』

『強大な軍がなくなったから、イライザはイアンに毒薬を大量に作らせ、それで戦力を補おぎなおうとしているんだわ』

　まだ話していたいのに、曲が終わってしまった。そのまま続けてジュリアと踊ろうとしていたら、ミーナは後ろから肩を摑まれた。

「イアン・ヒョードル准伯爵、どうやらこの宴の目的がわかっていないようだな」

　アレクが眉み間けんに皺しわを寄せて迫せまってくる。

「俺、いや、私が、隣国の賓ひん客きやくをもてなすために行った宴だ」

「すみませんでした。異国の話を聞きたくて、つい」

「話？　話なんてしてないじゃないか。じっと見つめ合うばかりだっただろ」

「えっ？」

　脳内ではしっかり話していたつもりでも、傍はたからは見つめ合っているようにしか見えなかったのかもしれない。これはまずいと思って、ミーナは曖あい昧まいに笑って誤ご魔ま化かす。

「だけど殿下、おかしな気持ちはありませんよ。レディ・ジュリアは、すでにゴシュラムの方と婚約なさっているそうですから」

「婚約？」

　アレクはそこで、問い詰めるようにジュリアに視線を向ける。

「え……ええ、まぁ、幼い頃からの約束なので」

「何だ、子供の頃の口約束か。そんなもの、何の意味もない」

　せっかくジュリアが上う手まく話を合わせてくれたのに、アレクはすぐに自分勝手な解かい釈しやくを加えてしまう。

「イアン・ヒョードル准伯爵、金持ちの婚姻相手を探しているんだろう？　だったら、さっさと他のレディと踊るといい。この人は……俺、いや私の大切な客だからな」

「もう少し、踊ったら駄だ目めですか？」

「初めてこの城にやってきたのに、いい度ど胸きようだ。もしかして叔父上は、大公の地位でも、狙っているのか？」

「とんでもありません」

　やはりここは引くしかない。ジュリアを未み練れんありげに何度も振り返りながら、ミーナは諦あきらめてイライザの元に戻った。

　イライザは将軍と二人、顔を寄せ合って話している。その姿は、いかにも大人の恋の駆かけ引きを楽しんでいるかのように見えるが、実際に話し合われているのは、恐おそろしい陰いん謀ぼうだろう。

　ミーナが戻ってくると、二人はさりげなく離れた。そして将軍は、宴に来たばかりだというのに、もうどこかに行こうとしている。

「殿下を挑ちよう発はつするなんて、どういう神経をしているんだろうね。見かけは可愛かわいいボウヤなのに、とんでもないことを平気でする」

　イライザにちくりと言われて、ミーナは頭を下げた。けれどジュリアと話したかったとばれるより、アレクを挑発していると思われたほうが助かる。

「で、気付かれたのかい？」

　今度はミーナに顔を寄せて、イライザは訊きいてくる。

「気付かれたって？」

「元はオーガスト卿きようの従者だって、あいつらに気付かれたのかって、訊いてるんだよ」

「確かめようとしたら、殿下に邪魔されてしまったから」

「まあいい。どっちにしろ、オーガスト卿に見つかった。今更、足あ掻がいてもどうしようもない。こうなったら、やつらが騒ぎだす前に、こちらも動きだす。帰るよ」

　イライザはもうここには用がないというように、広ひろ間まの出入り口に向かって歩きだす。

「えっ、もう？　まだ何も食べてないよ」

「何がっついてんだ。行くよ」

「待って。パンだけでも持ってくる」

　ミーナは急いで料理が並んでいる卓に走った。

　レディのするべきことではないが、何しろ神様は大食いだ。しかも力がなくなったら、変身を続けることもできなくなってしまう。

『ついでにワインも飲んでくれ』

　神様のお願いにも、必死さがこもっていた。

『これからどうするの？』

『イライザの仲間が将軍だってのはわかった。もう少し下したっ端ぱかと思ったが、意外に大物だったんで、ただいま作戦検討中だ』

　ミーナは一人で頷うなずきながら、まず鳥のもも焼きに食いつく。ワインを水代わりにしながら、急いで食べていたら、背後にひっそりとクラウドが立っていた。

「何をしているんですか？」

　傍はたから見たら、ダンスもせずにひたすら食べているイアンの行動を不審に思って、質問しているように見えるだろう。

　けれどクラウドは、ミーナの秘密を知っている。どうして変身してイライザと行動を共にしているのか、それが知りたくて訊いてきたのだ。

「レディ・ジュリアの婚約者なんだって？」

　ミーナは、それだけでわかれというように、踊っている、いや踊らされているジュリアのほうをそれとなく目で示しめした。

「いや……」

　まだ食べ物で汚よごれていないほうの手で、ミーナはそれとなくクラウドの腕を握った。そして何とか上手く伝わるように、思し念ねんを集中した。

『ジュリアの婚約者のふりをして。そうしないと、本当にハッシュウィルのお后きさきにされてしまいそう』

「……」

　ハッシュウィルのお后にされるのは困ると、クラウドの意識にも浮かんでいる。クラウドもジュリアのことを気に懸かけているのだと知って、ミーナは嬉しかった。

『敵は毒薬を使うの。解げ毒どく剤ざいを用意したほうがいいわ』

『どんな毒かによって、使う解毒剤も違いますよ。それよりミーナ様、いつまでそんな姿でいるつもりなのですか？　体に何か、悪い影響はないのですか？』

『神様と一緒だから、大丈夫』

　肉を食べ終え、ワインを続けて何杯も飲むと、ミーナはそこに置いてあるナプキンにパンやチーズを包んだ。それを胸むな元もとに抱くと、ミーナは再びクラウドの腕を握る。

『わたしは大丈夫だって、それとなく兄様たちに伝えて』

『どうやって伝えろというんです？　神様の奇跡を教えてもいいんですか？』

『それは……もう少し待って』

　兄たちに知られたら、途端に彼らは何らかの行動を起こす。そのためにすべてが無茶苦茶になってしまうのは、やはり避さけたかった。けれどそれではクラウドにしてもジュリアにしても、ミーナが無事だと、説明しようもないだろう。

『もう行かなくちゃ……』

「一人で、何もかもやろうとしないでください。俺たちがここまで来ているんだから、頼ってくれていいんです」

　クラウドはそのまま言葉にして、思いを伝えてくる。

『ありがとう、クラウド。ジュリアをよろしく……』

　食べ物を持ち逃げする姿なんて、情けないばかりだろう。これではレディたちも、きっとがっかりしたはずだ。

　だが、そんな周囲の思おも惑わくになど構かまっていられない。ともかく今は、イライザがこれからどう出るのかを調べ、次にするべきことを決めないといけないのだ。

　急いで外に出ると、もう車寄せにイライザの馬車が近づいてくるところだった。馬車を目指して走っていたら、目の前に突然、きらっと光る剣けん先さきが突きつけられた。

「逃げるつもりか」

　エバンズが、いつの間にか剣を手にして待ち構えていた。

「いや、その……」

　エバンズとは決して戦いたくはないが、このままでは斬きられてしまいそうだ。それほどエバンズからは、強い怒りが感じられる。

　けれど身を守るための剣すら、今のミーナは持っていなかった。

「その物騒なものをお仕し舞まいになったら？　ここはハッシュウィルの城内ですよ」

　そのとき、馬車を待っていたイライザが近づいてきた。その周りには、明らかに軍人だと思われる数人の男たちが、警けい護ごするかのように立っていた。

「貴き殿でんらは、この女の正体を知っていて、守っているのか？」

　エバンズの問いかけに、男たちは答えない。正体を知っていても、知らないふりをしているのは明白だった。

「ここで騒ぎを起こしたら、宴まで開いて皆様を歓迎した殿下に対しての非礼だと、お考えにはならないのかしら？」

「何が伯爵夫人だ。この女め狐ぎつねが」

　剣先がイライザに向けられた瞬間、ミーナは走ってエバンズから離れた。

「落ち着かれたら、オーガスト卿きよう。私は、逃げも隠れもしませんわ。おっしゃりたいことがあるなら、ヒョードルの邸やしきにいらっしゃれば？　ただし、お一人でね」

　馬車が到着し、イライザはすぐに乗り込んでしまう。ミーナも急いで飛び乗ろうとしたら、エバンズの剣が一瞬でマントの一部を切り裂いていた。

「私の息子に、あまり乱らん暴ぼうなことはしないでくださらない？　腹いせに金色の姫を、いたぶりたくなったら困るでしょ？」

「やはり……隠していたのか」

「姫とマリカを助けたかったら、お一人でどうぞ……お待ちしておりますわ」

「マリカ？　それは誰だ」

　なぜここで、イライザはいきなりマリカの名前を出すのだ。その真しん意いがわからないまま、ミーナは馬車に飛び込み、とりあえずはエバンズの剣から逃れた。

「知りたければ、今夜中にでも……また、お目にかかりましょう」

　イライザがそれだけ言うと、怒りのあまり地面を剣で突き刺しているエバンズをその場に残して、馬車は走りだしていた。

『やっと、会えたのに』

　奪ってきたパンを齧かじりながら、ミーナは大きなため息をつく。それを見てイライザは笑った。

「剣を突きつけられて脅おどされたというのに、食べるのはやめないんだね。腹が据すわってるボウヤだよ。イアンと大違いだ。あの子はほとんど食べないからね。最近は酒と薬漬づけ、あのままじゃ、長く生きられない」

　イアンの存在がなくなったら、イライザたちは困るのだ。ハッシュウィル王と皇太子を追い払い、先王の息子であるイアンを王座に就つけるはずが、いなくなられてはまずい。

　叛はん乱らんの決行が近いから、イライザたちは健康な代役を前面に押し出したのだ。ミーナがイアンのふりを続けている限り、命を奪われる危険はない。そう思って安心していたが、今度はエバンズに命を狙われそうだ。

「おれが偽にせ物ものだって、ばれちゃったよ。黒騎士様は、みんなに言いふらすだろうから、もうこの作戦はやっていけないよ」

「そんなことないさ」

　イライザには余裕がある。エバンズにばれたと知っても、たいして驚いた様子はない。

「どうしてそう思うの？」

　答えないかと思ったら、イライザは簡単に答えた。ここは正直に話して、ミーナの不安を消してやろうと考えたのだろう。

「簡単さ。あの生き真ま面じ目めなオーガスト卿は、金色の姫が攫さらわれたのは、すべて自分のせいだと思ってる。自分の命を捨ててでも、姫を助けたいだろう。そのためには何でもやるさ」

「……」

　ミーナのせいで、再びエバンズが傷つくことになったら嫌だ。何としてもミーナが無事だと伝えたいけれど、この姿で何を言っても、エバンズには聞いてもらえないだろう。

「人ひと質じちがある限り、オーガスト卿は使える駒こまだ。問題は、ゴシュラムの呑のん気きな王子たちだが……オーガスト卿が余よ計けいなことを言わなければ、何もわからないままさ」

　エバンズが言わなくても、もうミーナがジュリアに伝えてしまった。けれどこうなると、何も気付かない愚かな一行と思わせておいたほうがいいのかもしれない。

『何だか、どんどんおかしなことになっていくわね。神様、静かだけど、一人で作戦会議中なの？』

『ワインの余よ韻いんに浸ひたってる』

『それは……よかったわね』

　神様がすべて飲んでしまうからなのか、ワインをいくら飲んでもミーナが酔ようということはない。もっともミーナには、酔うほどワインを飲んだ経験などなかったから、酔ったらどうなるのかもわからなかった。

『エバンズは、ハッシュウィルに姫ちゃんがいると思ったんだろう。それでみんなを先導してきてくれたのはいいが』

　どうも神様から伝わってくる言葉は、いつもに比べて歯は切ぎれが悪い。何かミーナが知らないことを知っているようだ。

『黒騎士様にも弱点があるから、それが心配なのね』

『ああ、そうなんだ。人質と聞くと、エバンズはじっとしていられないだろう』

『だったらもうこんな作戦はやめて、逃げ出せばいいわ』

『軍がどこまで叛乱に関わっているのか、それを知りたいが、そうだな、もう姫ちゃんの力を借りなくてもやっていけそうだ』

　　珍めずらしいことに、神様からは弱気な感じが伝わってくる。

『本当にそう思ってるの？』

『いやあ、ハッシュウィル王のラスタが、もう少し素直に俺の言うことを聞いてくれればいいんだが。それにしてもラスタには、どれだけ味方がいるんだろう？』

　どんなに神様が真剣に忠告しても、ハッシュウィル王が何か対たい抗こう策さくを講こうじてくれるとは思えなくなっている。それが神様の弱気の原因のようだ。

『わたしの力だけじゃなくて、もっと人間の力を借りるべきよ。このままでは、神様が大嫌いな戦いが、また始まってしまうのよ。それでもいいの？』

『うーん、そういう真まっ直すぐなところは、父親譲ゆずりだな』

　神様の言葉が、ミーナに続く言葉を思い浮かばせた。

『そうよ。神様の言葉を素直に聞いてくれて、一番行動力のあるわたしのお父様に、ここは頼るべきよ』

『またゴート王に頼るのか』

　意外なことに、神様はミーナの父、ゴート王に対して不安を感じている。それはゴート王がますますゴシュラムを強大化させ、近隣諸国への支配力を増していくのではないかという不安だった。

『お母様がいるわ』

　ミーナは脳のう裏りに父母の姿を思い描く。今頃父は、心配のあまり寝ね込こんでいるかもしれない。けれど母だけは、神様を信じているから揺ゆらがないはずだ。

『お母様なら、どんな強大な国になっても、お父様やお兄様を独どく裁さい的てきな支配者になんてさせないから安心して』

『そうだな。やはり、俺だけでは限界がある。それは認めないといけないな』

　奪うばってきたものは、ほとんど食べてしまった。けれどミーナには、満足感がない。ふと狩猟小屋でエバンズと過ごした日が蘇よみがえる。

　あのときもこの姿で、カイルという若者として接せつしていたからだろうか。エバンズには遠えん慮りよがなく、狩った獲物を料理して仲良く食べるのが楽しみだった。

　エバンズはカイルを盗ぬす人びと出身の若者だと信じ、自分の力で更こう正せいさせようと思っていたのだ。一緒にいた数日の間に、エバンズはカイルを自分の従者として、信頼するようになっていただろう。

　なのに結果的には裏切られたのだ。

　カイルに決闘を申し込みたいほど、怒ったのも頷ける。

『可か哀わい相そうな黒騎士様。母国のシェルランドでも、酷ひどい裏切りを経験しているのに、またここでカイルに裏切られたと思ってるんだわ』

　エバンズのことを思うと、ミーナは胸が潰つぶれるほどの辛つらさを感じた。

　エバンズの伯父であるシェルランド王は、病に伏せっている。その病は、エバンズの両親の命を奪ったのと同じ毒によってもたらされたものだ。

　王の後ご妻さいの兄であるバイロン公爵が、イライザと組んですべて企たくらんでいたのだ。なのにその憎むべきイライザと、仲間だと思っていたカイルが一緒にいたら、どれほど傷ついただろう。

『心配しなくていいよ、姫ちゃん。いずれ俺が、誤解はすべて解くから』

『このままでは……黒騎士様があまりにも可哀相で……』

　ここで泣きたいけれど、ミーナはエバンズのために泣くことも許されない。狭い馬車の中では、隠れて泣くこともできないのだ。

『姫ちゃんに想おもわれて、エバンズは幸せだよ』

『そうかしら。わたしのせいで、どんどん黒騎士様が不幸になっていくような気がするけど、違う？』

『今は、エバンズにとって、試し練れんのときなんだ。それを乗り越えた後に、エバンズの本当の成長がある。彼は……いずれシェルランドの王か宰さい相しようになる男だから、学ぶことは多ければ多いほどいい』

　バイロン公爵が失しつ脚きやくすれば、王を助けるのはエバンズの役目だ。まだ幼い王子が成人するまで、あるいはエバンズが王位に就くかもしれない。

　そうなるとますますエバンズは、遠い存在になってしまう。それともエバンズは、これから先ミーナと共に歩きたいと思ってくれるのだろうか。
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　いつの間にかミーナの姿が広間から消えた。ジュリアはダンスが終わった途と端たんに、慌あわただしく広ひろ間まを歩き回ったが、どうしても見つけることができなかった。

　慌てるジュリアの背はい後ごに、そっとクラウドが近づいてくる。

「彼なら……伯はく爵しやく邸ていに帰った」

「えっ、帰ったって、どうして引き留めてくれなかったの？」

「何か考えがあるんだろう。ともかく安全そうだったから」

「安全？　何が安全なの？　敵のまっただ中に飛び込んでいるのよ」

　ジュリアは焦あせるが、クラウドはいつもどおり落ち着いていた。そしてさりげなくジュリアに、じっとこちらを見つめているアレクのことを示しめす。

「彼が……婚こん約やく者しやのふりをしろと。余よ計けいなことなら、そう言ってくれ」

「い、いいえ。余計なことじゃないわ。このままじゃ本当に、お后きさき候こう補ほにされてしまいそう。何で、あたしなんかがいいんだろ」

　クラウドが婚約者だと思ったら、途端に恥はずかしくなってきて、ジュリアの顔は赤くなる。クラウドをまともに見られなくて思わず俯うつむいてしまったが、アレクの視線を意識して慌てて顔を上げて笑顔を作った。

「また曲が始まったら、殿でん下かに捕つかまっちゃう。クラウド、踊おどってくれない？」

「……踊れないんだ」

「えっ……」

　すまなそうな顔をされたが、貴族たちが参加するような祝しゆく宴えんとは無む縁えんのクラウドだ。踊ってくれと言われても、そればかりはどうすることもできない。

「ジュリアスはどこかしら。ジュリアスかラウル様と踊ろうかな」

「それより、エバンズが戻らない。様子を見てきてもいいか？」

「あたしも行く」

「いや……」

　二人が親しげに話していると見えたのだろうか。アレクが引き攣つったような笑みを浮かべて近づいてきた。

「いやあ、知らなかったよ。貴き殿でんは、レディ・ジュリアの婚約者なんだって？」

　クラウドをじろじろ見て、アレクは困ったといった顔をした。

「幼おさない頃にした約束なんだろ？　ゴシュラムでは、そういった婚約でも、誓せい約やく書しよとか書くのかな」

「……そういったものはありませんが、お互たがいにそのつもりでいるので」

「そうか、誓約書はないのか。だったらレディ・ジュリア、あなたはまだ自由なんだな」

　熱い視線を向けられて、ジュリアの笑顔も強こわばる。

　アレクはそろそろ后を迎むかえたいと思っているが、自国の人間を誰だれ一人として信用できないのだという。それは気の毒どくだと思うが、だからといってジュリアに求婚しそうな勢いなのには困ってしまう。

　踊っている間中、そんな話ばかりだ。ジュリアはミーナのことが心配でたまらないというのに、さっさと諦あきらめてくれないものだろうか。

「殿下、私のような者に、身に余る好意を示していただき、とても光こう栄えいなことと思っております。婚約者のクラウド共々、今こ宵よいの饗きよう応おうに感謝いたします」

「そんなに堅かた苦くるしく構かまえなくていいよ。それより、そろそろ次の曲がまた始まる。踊っていただけないかな？」

「申し訳ありません。ダンスはあまり慣れていなくて……」

「そんなことはない。まるで、鳥のように軽かろやかに踊っていたじゃないか」

　クラウドが苛いらついているのがわかる。エバンズをすぐにでも捜さがしに行きたいのだ。

「アレク殿下……彼は、熊くまをも倒すんです」

　突然ジュリアは、とんでもないことを口にした。

「んっ？　熊？」

「はい。以前、集落に熊が紛まぎれ込んで、皆が困っていたときに、彼が倒しました」

「狩人かりゆうどなのか？」

「いえ、治ち療りよう師しなのに、彼は、とても強いんです。ゴシュラムでは、強い殿との方がたが乙おと女めの理想ですので」

　アレクにはとても熊は倒せないだろう。だから、ここは素直に引いてくれとジュリアは願う。さすがにアレクも、そこまで言われては、自分の好意が迷めい惑わくがられていると気がつくはずだ。

「なるほどね。レディ・ジュリアの歓かん心しんを買うには、熊を一頭、倒さないといけないわけだ。だったら俺は、軍を指揮して派は手でに熊狩りでもやるかな」

「そういうのは、本当の強さとは言えません。自分の手でやらないと意味がないです」

　しまった、言いすぎたかなと思ったがもう遅い。アレクを傷つけてしまっただろうか。そんな大変なときに、やっとラウルが来てくれた。

「ご歓かん談だん中ちゆうに失礼……先ほどの銀色の髪をした若者は、どういった方なのですか？」

　アレクが嫌いやがるような話題を、わざわざラウルは口にする。

「イアン・ヒョードル准じゆん伯爵だ」

　アレクは怒おこったように答えた。

「先王、アタカン祖じ父い様さまの息むす子こで、俺には叔お父じになる」

「えっ？　ええっ、そんな王子がまだいたんだ」

　何も知らないラウルは、本心から驚いている。

「ラウル様……」

　できれば二人だけで話したい。そう思ってラウルの袖そでを引いたが、アレクはまだジュリアの側そばを離れない。そうしている間に、クラウドはすっとその場を離れて、エバンズを捜しに行ってしまった。

「あっ、次の曲は、ジュリアと踊っていいですか？　いつも練習相手になってやってるけど、よく足を踏ふまれましてね。殿下も本当は踏まれ続けて足が痛いんじゃないかと、実はずっと心配していたんですよ」

　一気に喋しやべっていたラウルは、そのままジュリアの手を取ってダンスの中に入っていった。

　アレクが意い図として選曲でもしたのか、相手が変わることのないダンスばかりだ。そのせいで一度踊りだしたら、しばらくは二人きりで話せる。

「ジュリア、もててるな。こんなにもてたことは、ないんじゃないか？」

　踊りだした途端、ラウルはにやっと笑って言ってくる。ゴシュラムではジュリアがこんなに踊り続けるなんて、滅めつ多たにあることではないのだ。いつもは嫌々宴うたげに参加し、ラウルとマリスとだけ踊って、さっさと引っ込んでしまう。

　ゴシュラムの若い貴族の中には、ジュリアをダンスに誘える勇気ある男は少ない。踊っている間中、まず笑うことはないし、話もしないでぶすっとしている。それだけでなく、数多く足を踏まれるからだ。

「何があったんだ？　何だかクラウドと隠かくれてこそこそ話していたみたいだけど」

「ええ……」

「イアン・ヒョードル准伯爵？　主しゆ賓ひんの僕たちに挨あい拶さつもしないで、パンを摑つかんで大急ぎで出て行ったが、あいつ、本当は何者なんだ？」

「一緒にいた貴婦人を見ましたか？」

「ああ、見たよ。派手な印象の貴婦人だったが」

　ゴシュラムの武術大会の後で、イライザたちの来らい襲しゆうを受けたというのに、やはりラウルもあの乱戦の中で戦っていたのが、あの貴婦人だと気付かなかったのだ。

「今はヒョードル伯爵夫人と名乗ってますが、あれはイライザ、盗とう賊ぞく団だんの頭目です」

「えっ、あのドレスを引き裂さいて、短剣を取り出した女？　えっ、ええ、噓うそだろ。みんなは女だと言ってたけど、僕は女装した男なのかと思ってた」

　ラウルは慌てて広間にイライザの姿を捜す。けれどとうに出て行った後だった。

「イアン・ヒョードルと名乗っているのは、オーガスト卿きようの元従者で……実は、いろいろとあるようですが、彼は我々の味方です。ミーナ様は無事だと言ってました」

「……ふーん、可愛かわいい若者だから、珍めずらしくジュリアが気に入ったのかと思ったら、違うんだ。それでオーガスト卿の様子もおかしかったんだな」

　いつも騒さわいでいるばかりのように見えるが、ラウルは情報収集と分析能力に長たけている。これだけのことを聞いただけで、もうイアンに興味が集中したようだ。

「ミーナはどこにいるって？」

「それは……教えてもらえませんでした」

「案外、近くにいたりしてね」

　ラウルはさらりと言っているが、ジュリアはどきっとして派手にラウルの足を踏んでしまう。ラウルは顔を引き攣らせ、うっと呻うめいた。

「ご、ごめんなさい」

「いいよ、慣れてる」

　こうしている間、マリスはどこにいるのだろう。クラウドと一緒に、エバンズを捜しに行ったのだろうか。その姿は広間から消えていた。

　皆が消えてしまったのに、ジュリアスはちゃんと老ろう齢れいの貴婦人と踊っている。男らしさに欠けるけれど、優しい雰ふん囲い気きが受けるのか、ジュリアスはいつでも高齢者には可愛がられるのだ。

「マリス様は……どこかしら」

「ねぇ、ジュリア。僕の名前はね、昔、母上が神様と一緒にいたときに、変身していたときの仮の名前、ラウル・メイデンからつけたんだ。知ってた？」

「えっ？」

　また派手に足を踏んだ。ラウルは大きく首を振って、いかにも矢に射いられた戦士のように苦しんでみせる。

　けれどその顔は笑っていた。

「神様はずるいよな。どうして、女の子のところばかりに行くんだろ」

「あ、あの……それは」

「隠さなくてもいいよ。あれはミーナなんだろ？」

　やはりラウルには、隠しておくのは難しいようだ。不自然な動きや会話で、何もかも推すい理りされてしまう。

　ならばいっそ隠さずに、話してしまったほうがいいとジュリアは判断した。

「そう思っていても、オーガスト卿には言わないでください。事態がますます混乱してしまいます」

　まさかミーナだとは知らずに、従者として一緒に暮らしていたとなったら、エバンズも驚き混乱するだろう。もし真実を告げるなら、やはりその役目はミーナ自身が担になうべきだ。

「いいよ、オーガスト卿には黙だまっているから。だけどミーナは、いつまであんな危ないことを続けるつもりなんだ」

「わかりません。あたしも、できることならやめさせたいんですけど、ミーナ様は、ご自分で思ったように行動なさるから」

「そうだな。オーガスト卿は、本当のミーナを知らないから、実じつ態たいを知ったら失望するだろうな」

　どうやらエバンズを見つけたようだ。マリスとクラウドが、二人して支ささえるよう広間に戻ってきている。

「そうだ、クラウドとの婚約祝いわいをしないとな」

「あれは……その」

「いいじゃないか。こういった機会がないと、どっちも言いだせないままだろうから」

「そんなふうに見えるんですか？」

　ジュリアには、これまで全まつたくそんなつもりはなかった。ミーナに振り回されたおかげで、クラウドを頼ったが、それで以前より親しくなっただけだ。

「子供の頃は、いつも一緒にいただろ？　ジュリア、他の男だと変に闘とう志し剝むき出しになるのに、クラウドの前では素直だ。やっぱり熊を倒せるくらいの男じゃないと、ジュリアは満足しないんだな」

「また、それ」

　アレクもそんなふうに納なつ得とくしてくれればいいのだが、そうはいかないのだろうか。

「アレク殿下は、誰も信用できないみたいで、お気の毒です」

「そうだな。剣を手にして向かってくる敵だったら、誰にでも見えるけれど、見えない武器、毒を隠し持っているんだ。そりゃあ、誰も信じられなくなるだろう」

　気の毒だとは思うが、だからといってジュリアはアレクのためにこれ以上、何かをしてあげることはできない。

　やはり一番いい方法は、叛はん乱らんを企たくらむ人間の正体を暴あばくことなのだ。そうやって考えると、ミーナのしていることも正しく思えて、責めることはしたくなかった。

　曲が終わると、ラウルはそのままジュリアと手を繋つなぎ、マリスやクラウドのいる場所へと連れていく。

「もう殿下と踊らなくていいよ。ジュリアは、僕たちの大切な仲間だってことを、ここははっきりさせておこう」

「ラウル様……ありがとうございます」

　お調子者のラウルだけれど、やはりこんなときには頼りになる。これ以上、アレクに迫られたら、ジュリアもつい暴ぼう言げんを吐いてしまうか、最悪、殴なぐってしまいそうだったからだ。

「クラウド、婚約者と踊らないのか？」

　ラウルはクラウドの側そばにジュリアを連れていくと、わざと二人の手を繋がせる。こういうところがなければ、もっといい人なのにと、ジュリアはため息をついた。

「ラウル殿下、俺は、踊れないので」

　クラウドはそこでそっと手を離した。けれどラウルがまた手を繋がせてしまう。

「婚約者らしくしろよ、クラウド。ジュリアを助けるためには、必要なことだ」

　そのいきさつを知らないマリスは、怪け訝げんそうな顔をして訊きいてくる。

「えっ？　いつ婚約なんてしたんだ」

　他のややこしい問題には、明めい確かくな答えを出せるマリスだが、こういった問題になると気が回らない。ラウルはすぐにマリスに顔を近づけ、その耳みみ元もとで詳しい事情を囁ささやいた。

「そうか、そんなに熱心に誘さそわれているのか。だけどジュリア、両国の友好のためにも、君がハッシュウィルに嫁とつぐことに、私としては異論はないのだが」

「えっ？　そ、そんな、困ります」

　ジュリアは慌てる。せっかく皆で助けてくれようとしているのに、マリスだけは違う考えを持ったようだ。

　そこにまたアレクがやってきて、ジュリアの傍かたわらに立った。　

「こんなところで、作戦会議か？　我が国のレディたちが、隣国の王子と踊りたがっているようだが」

　さすがにアレクも、無視されるのは耐たえられないのだろう。不ふ機き嫌げんそうにしているのを見て、ジュリアは慌てた。

　ミーナが無事なのはわかったけれど、ハッシュウィルから逃げ出すときに、助けが必要になるかもしれない。そのためには、しばらくこの国に逗とう留りゆうしなければいけないだろう。だったらハッシュウィルの皇太子であるアレクを、敵に回すことだけは避けたい。

「歓迎の祝しゆく宴えんですから、踊りましょう」

　ジュリアはそこで、自みずから進んでアレクの手を取った。するとアレクは満面の笑みを浮かべる。

　けれどジュリアは、ここで本来の旅の目的をはっきりと告げるべきだと思った。そこでアレクの目をしっかり見つめて、本当のことを告げた。

「殿下、ここに来たのは、実は特別な目的があってのことです」

「それならもういい。どんなにゴシュラムの姫君が美しくても、俺は興味がないから」

「違うんです。我が国の王女、ミーナ様が攫さらわれました。この国、ハッシュウィルにいるのは確かです。首しゆ謀ぼう者しやは……わかっております」

「なぜ、最初からそれを言わない。こんなことをしている場合ではないだろう」

　アレクは踊ることをやめ、怪訝そうにジュリアを見つめてきた。

　最初から言わなかったのは、かなりおかしいと思われただろうから、できるだけわかりやすいように説明しようとしたが、上う手まく考えがまとめられない。けれどマリスやラウルに助けを求めることもなく、ジュリアは自分で思ったとおりに話してしまった。

「下へ手たに騒いでは、ミーナ様の命が危ないと思っておりました。ですが、武装してハッシュウィルに入ってきた以上、怪あやしまれるのは当然のこと。最初から殿下にすべてを話して頼るべきだったと、今は後悔しています」

「それで、この国でそんな不ふ埒らちなことをするのは、いったい誰なんだ？」

　アレクが踊るのをやめ、ジュリアを睨にらむように見ているので、周囲がざわつき始めた。そこでジュリアはダンスを続けるように、さりげなくアレクを促うながす。

　再び踊りだしたが、もうアレクの顔に華はなやいだ喜びはない。すっかり悲しげな表情に変わっていた。

　無理もないだろう。自国の誰かが、隣国の王女を誘ゆう拐かいしたというのだ。下へ手たをしたら、ゴシュラムとの戦いくさに発はつ展てんしてしまうような事態だ。

「首謀者は誰か知っているんだろう？」

「確かく証しようがなくて、殿下に何もお話しできない状態でしたが、先ほど、確証を摑つかんだようです」

「そうか……それで皆、そわそわと落ち着きがなかったんだな」

「盛大な祝宴を開いてくださった、せっかくのご厚こう意いを無駄にしてしまい、申し訳なく思います」

　正直に話せたことで、ジュリアの心も一気に軽くなる。だが軽くなった分、アレクの心は重くなってしまったようだ。

　再びアレクは踊るのをやめ、突然祝宴の終わりを宣言した。

「十分に楽しんだ。今こ宵よいの宴は、これにて終了だ」

　次期国王となるアレクの言葉は絶対だ。皆、踊るのをやめて、アレクに礼をしている。わざわざ呼び出されたのに、こんな短時間に祝宴が終わってしまったことを、集まった人々は不満に思ったことだろう。

　これではアレクの印象まで、悪くさせてしまったようだ。

　やはりここで、ジュリアが言うべきではなかったのだろうか。けれどもう言ってしまったのだ。口にした言葉を、言わなかったことにはできない。

「そんな大事な話もできないほど、我々は信用されていないということなんだな」

　冷たく言われて、ジュリアの顔から血の気が引いた。

　女性としてちやほやされるのが嫌で、誰にも相談せずに先に話してしまった。そのせいで取り返しのつかないことになりそうだ。

「殿下、どうか、お気を悪くなさいませんように。ゴシュラムで起こったことですから、私たちの力で解決したかったのです」

　だが、今更何を言われてもアレクの機嫌が戻ることはなかった。ジュリアを見ることもなく、アレクは足早に立ち去っていく。

　マリスとラウルが、慌てて側に駆かけ寄ってきたが、ジュリアは広間の中央で、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしているしかなかった。








◆◆◆






　ヒョードル伯はく爵しやく邸ていの屋や根ね裏うらで、ミーナは黴かび臭くさい毛布に包まれて横たわっていた。

　神様はイタチとともに出掛けてしまったので、危険なことに今は元の姿だ。扉とびらにはしっかりと内側からつっかい棒ぼうをして、誰だれも入れないようにしていたが、やはり不安だった。

　少しでも早く、エバンズに真実を告げたい。そうしてこの役目から、ミーナは解放されたかった。

　別人になれるというのは魅力的だ。だが、平和な状況で変身ごっこを楽しんでいるのとは違い、日々、剣先に立っているような緊張感が続いている。そんなものに慣れるほど、ミーナの精神は強きよう靱じんではなかった。

「お母様は、神様と一緒に国のために戦ったのよ。これくらいのことで、弱よわ音ねを吐はくなんて、情なさけないじゃない」

　自分で自分を励はげましたが、それで勇気が倍増するようなことはない。一人になると、不安は増すばかりだ。

　イライザは戻ってから、仲間と一緒に作戦会議をしている。その中に、ミーナは加えてもらえなかった。やはりそこまで信頼はされていないようだ。

　そこで神様はイタチに入り、こっそり作戦会議を盗ぬすみ聞きしに行っている。

「イライザはあのアレク殿でん下かを暗あん殺さつする気なんだわ。ジュリアに対してしつこかったけど、悪い人じゃない。何としても、殿下を助けなくちゃ」

　ミーナの国ゴシュラムでは、王に対して謀む反ほんを企たくらむ者なんていない。だから安心して、ゴート王は国を治められる。そしてよい治ち世せいによって、人々の暮らしはより豊かになっていくのだ。

　ハッシュウィルも良王が統とう治ちするようになって、国の生産性が上がってきているのに、このままではまた貧まずしい国に逆戻りしてしまう。

　イライザや軍部の人間たちは、失われたものを他国から奪うばうことで補おぎなおうと考えているようだが、そんな侵しん略りやくが許されるものではない。

　シェルランド王国を味方につけたつもりだろうが、他の近隣諸国、ウラル王国とザルツ王国、それにゴシュラムを敵に回して戦い、勝てると読んでいるのが謎なぞだ。

　まずはシェルランド王を助け出すことから始めるつもりだったのに、道はますます遠回りになっている。

「黒くろ騎き士し様に誤ご解かいされたままなのは辛つらいわ」

　ここにいるのは、あなたが捜さがしているミーナです。神様と一緒にいて無事だから、どうか安心してください。わたしのせいで、イライザたちの陰いん謀ぼうに巻き込まれないでと伝えたいのに、いったい神様は何をぐずぐずしているのだろう。

　イライザが将軍と組んでいるのはわかった。それだけでは、まだ情報が足りないというのか。では、いったい神様は何を知りたいのだ。

　いきなりドンドンと扉が叩たたかれた。あれは人間の力だ。イタチでは、扉を引っ掻かく程度の力しかない。

「やだ……どうしよう」

　この姿を見られたら、無事ではいられないだろう。監かん禁きんされるか、下へ手たをしたら殺されてしまうかもしれない。

「開けな。何してるんだ」

　イライザの怒声に交じって、扉を叩く音はさらに激はげしくなってくる。

　もう逃げられない。こうしていたら余よ計けいに怪あやしまれてしまう。ミーナは意を決し、頭から毛布を被かぶって、つっかい棒を外はずした。

「何だい、寝てたのか？」

　部屋の中は真っ暗だ。窓は閉じていて、イライザの手にした蠟ろう燭そくの灯あかりだけが、辺りを照らしている。

　ミーナは灯りを避さけるようにしながら、わざと低い声を出して答えた。

「寝てました。何か、用ですか？」

「……女おんな臭くさいな」

　イライザは部屋の奥まで進むと、いきなりベッドの上に灯りをかざして照らす。イライザは勘かんがいいから、気付かれてしまっただろうか。

「女を連れ込んだのかい？」

「まさか……そんなことはしないよ」

　何という嗅きゆう覚かくだろう。変身を解といたミーナから漂ただよう香かおりに、即そく座ざに反応したというのか。

「ずっとレディとダンスを踊っていたから、匂においが移うつったんじゃない？」

「そうか？　踊っていたのは、ゴシュラムの女だったが……」

　カイルがここにジュリアを連れ込み、何か情報を与えているとイライザは疑うたがったようだ。

　そのときミーナは、足あし下もとをすっと何かが通り過ぎたのを感じた。続けてもの凄すごい勢いで、ふわふわしたものが体を駆かけ上がってくる。

　次の瞬間、ミーナの体は変わっていた。

「心配なら、部屋中、探していいよ」

　ミーナは毛布を外し、畳たたんでベッドの上に置く。そしてイライザが納なつ得とくするまで、部屋中を歩き回るのを見ていた。

「おれは、そんなにバカじゃないよ」

　隅すみに積まれた古びた箱の上に座ったミーナは、イライザを安心させるように言う。

「このままいけば、おれは王様になれるんでしょ？　別に、権力なんて欲しくないけど、毎日、旨うまいものが食べられて、綺き麗れいなレディとダンスしていられるんなら、ずっと偽にせ物ものの王様でいたいな」

「……そう思うなら、おかしな真ま似ねはしないことだね」

「何もしてないじゃないか」

「ああ、今のところはお利り口こうだ」

　気のせいだったのかと納得したイライザは、室内の探たん索さくをやめてしまう。そしてミーナに、とんでもないことを命じてきた。

「今夜、オーガスト卿きようをここに呼んだ。取引をするから、こちらが依頼したことをちゃんとやり遂とげるかどうか、おまえが見届けるんだ」

「ええっ？　大丈夫かな。黒騎士はかなり強いよ」

　ミーナにとっては、とてもありがたい命令だ。そうしてエバンズと二人きりになったら、真実を告げて逃げてしまえばいい。けれど喜びを悟さとられないように、ミーナはわざと困ったような顔をする。

「もし反撃されたらどうすればいい？」

「大丈夫さ。こっちには人ひと質じちがいる」

「逃げたっていう姫様？」

「逃げてはいない。イアンが隠かくしているだけさ」

　イライザは、まだイアンがミーナを隠していると信じているようだ。

「それだけじゃない。あそこにいる黒髪の女は、オーガスト卿の妹だ」

「えっ……？」

　黒髪の女といったら、ミーナの世せ話わ係がかりをしてくれていたマリカのことだろう。

　あのマリカが、死んだと言われているエバンズの妹だというのか。

　イライザの言葉が、俄にわかに信じられなかった。エバンズは妹のエリザは六年前に死んだと言っていた。なのに生きていたというのか。しかもイアンの城で、六年も前から隠されていたのだろうか。

　とても信じられない話だ。けれどどこか品のいいマリカの様子から、どこかの貴族の姫君のようにも思えたのは事実だ。

　エバンズの妹と言われると、そんなふうにも思えてくる。

「へえ……そうなんだ……」

　記き憶おくを失ったマリカが、エリザだったという衝しよう撃げきに、ミーナは言葉を失う。

『神様、どういうことなの』

『薬を使って意識を失わせ、すべてを忘れるように、強い暗あん示じをかけたんだ。普通の人間にはそうやれないことを、あのイアン・ヒョードルって毒薬王子は、平然とやるのさ』

　マリカ、いやエリザを何としてでも助けたい。けれどイアンにそれを知られたら、エリザを殺してしまわないかと不安になる。　

「何を驚いてるんだい？」

「えっ……綺麗な人だったから、おれの嫁よめにしてもいいかなって思ってたんだよ」

「ゴシュラムの女はどうしたんだ？　おまえも気が多い男だね」

　イライザはバカにしたように笑っている。ミーナは作り笑いで応こたえながら、今すぐにでもハッシュウィルの城に向かい、そこに逗とう留りゆうしている仲間たちを集めて、エリザを助けに向かいたくなっていた。

「イアンは、オーガスト卿の妹を一目見て気に入ったんだろ。わざわざ、墓はか場ばを掘り返して連れてきたのに、そろそろ飽あきてきたのかね」

「墓場？」

「ああ、仮か死し状じよう態たいってやつにして、連れ出したのさ」

「飽きるって、そんな、おもちゃじゃないのに」

「おもちゃにできればまだましさ。男の機能がないのに、生なま意い気きに今度はまた金の姫が欲しくなったらしい」

　イアンのことになると、イライザは憎ぞう悪おを剝むき出しにする。親代わりとなって育てたのに、思うようにならないイアンに対して、かなり苛いら立だっているようだ。

「昔から、おかしなものばかり集めたがる子だったんだよ。オーガスト卿の妹を欲しがったとき、普通の男のようになったのかと喜んだが、とんでもない。まるで人形を集めるみたいに、側そばに置いておくだけだ。そういうのは、気持ち悪くないか？」

　それに関しては、ミーナも同意見だったから、こくこくと頷うなずく。

「女とは、ダンスしたり、ベッドに連れ込んだりするのが男ってもんだ。そうだろ？」

「そ、そうだね」

「気味の悪い男だが、悔くやしいことに頭の中に、毒薬の作り方を隠している。盗まれることを警戒しているのか、紙に書いて残したりしてないんだよ」

「……ああ、そ、そうか」

　そのとき、ミーナの中に恐おそろしい考えが浮かんでしまった。

　イアンを消し去ってしまったら、イライザたちの野望は押しとどめることができる。けれど消し去るということは、すなわち殺すということだ。

『駄だ目めよ、それだけは駄目。何て恐ろしいことを、わたしったら考えるのかしら』

　神様はミーナの気持ちを知っている。恥はずかしさでミーナが俯うつむいてしまうと、いつもより優やさしい声が脳内に響ひびいてきた。

『誰もが、一度はそんな思いを抱いだくものさ。だけど、実行するのはまた別の話だ。俺も、できることなら、二度と誰も死なせたくない』

　もし毒薬の作り方を書いたものが見つかったら、イライザは迷わずにイアンを殺す。親子のようにしていたときがあったとしても、冷れい酷こくなイライザはそんな感情に引きずられることはないのだ。

「またあの城に行って、毒薬の作り方について書いたものがないか、探してこようか？　おれ、盗みは得意だからさ」

「そうだな。そんなものが見つかったら、ついでにイアンも始し末まつしておくれ。この世に、イアン・ヒョードルが二人もいたらおかしいだろ」

「おれがやるの？」

「王になりたければ、やれるだろう？」

　しがない盗ぬす人びとでしかないカイルだったら、王になるためには何でもやるのだろう。そんなことはわかっているが、噓うそでもイアンを殺すとは言えない。自分で思いついた恐ろしい考えが、そのまま現実になるみたいで怖かった。

「そうだ……後でドレスと鬘かつらを届けるから、それを着て、さっきみたいに毛布を頭から被ってな」

「えっ？」

「オーガスト卿に、金色の姫がいるように見せないといけないだろ。おまえ、男にしては体もごつくないし、背もそれほど高くない。暗いところにいれば、姫に見えるさ」

「……」

　これはいったいどういう冗じよう談だんなのだろう。自分で自分のふりをしろと言うのか。

『そんなことしなくても、わたしに戻ればいいだけじゃない』

　だが、イライザの前でそれはできない。過去に無敗軍団としてゴシュラムやウラルの軍と戦ったイライザは、薄うす々うすだが神様のことを知っている。カイルがミーナの変身した姿だと、疑われたら最後なのだ。

「どうしよう。緊張して下手なこと言ったら、ばれちゃうよ」

「その心配ならないさ。猿さる轡ぐつわをして、手も縛しばる。おまえが間ま抜ぬけなお喋しやべりをすることはない。暗くら闇やみの中で金色の髪を見れば、それだけで囚とらわれの姫君だと思うだろ」

　最後にそれだけ言うと、イライザはやっと部屋から出て行った。

　ミーナは身を震ふるわせる。夜が深まってきて寒いのもあるが、それだけではない。イライザの中にある冷酷さが、ミーナを心の底から震え上がらせたのだ。

『今度は、黒騎士様に何を命じるつもりかしら？』

『恐おそらく、ハッシュウィル王の暗殺だ。エバンズは責任感が強いから、姫ちゃんを助けるためなら何でもやると思われているんだろう』

『神様……』

　何もかも打ち明けて、エバンズを自由にしてあげたい。ミーナがそう思ったと同時に、神様の声が聞こえてきた。

『そうだな。そろそろ正体を明かそう。そしてエバンズの妹と……イアンを助けよう』

「えっ？　あの毒薬王子を助けるの？」

　思わず声が出てしまったが、聞いているのはイタチくらいのものだった。

『そうさ。助けるんだ……』

　神様が何を考えているのか、ミーナには伝わってこない。けれど深い決意をしていることだけはわかって、ミーナは非ひ難なんめいたことを考えるのはやめておくことにした。

『どうやって助けるの？　わたしたちが助けたいと思っても、イアンは素直に受け入れないと思うけど』

『そうだな。問題は、どうやってイアンに近づくかだ。我々が押しかけたら、イアンは戦闘態勢に入るだろう。毒矢の攻撃は危険だ。俺でも、すぐに解げ毒どくしてやることはできないからな』

　それを聞いて、またミーナは震え上がる。今度ばかりは、神様がいるから大丈夫だなどと、安心してはいられないのだ。

『恐れることはないさ。イアンに、まだ少しでも良心が残っているなら、救いはある』

　果はたしてあの冷酷な毒薬王子に、良心などというものがあるのだろうか。荒こう涼りようとした風景の中にぽつんと建たつイアンの城を思い浮かべながら、ミーナはさらに増してくる寒さから逃れるように、古びた毛布を頭から被った。
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　エバンズ・オーガストは悩んでいる。マリスもラウルも信頼のおける人物だが、先ほど届いたこの手紙を見せるべきだろうか。

　イライザとカイルは逃げたと思っていたが、すぐにヒョードル伯はく爵しやく邸ていから招待状が届いた。こんな夜中に、一人で来いと書いてある。この手紙のことを誰だれかに話したら、金色の姫の命はないと脅おどしの文も書かれているから、やはり黙だまっているべきなのだろう。

　ここは一人で行くべきだと、エバンズは決意した。

　そもそもことの発ほつ端たんは、エバンズがイライザたち無敗軍団の生き残りと、一時とはいえ仲間になったからだ。

　イライザはエバンズを、世間知らずの愚おろかな男だと思っているのかもしれない。確かにそのとおりだ。以前のエバンズは、爵位を取り戻すために愚かなことをやっていた。

　あのゴシュラムの良王を、暗殺しようなどと本気で考えていたのだ。両親と妹を失い、爵位や邸やしきまで奪うばわれて、正常な判断を下すことができなくなっていたのだろう。

　けれどエバンズは、もう愚か者ではない。何が正しく、何が間違っているのか、わかるようになっていた。

　それでもこの誘さそいに乗るのは、愚かだからではない。愚かなふりをしてでも、ミーナを助けたかったからだ。

　　宴うたげから帰る人たちに交じって、エバンズはハッシュウィルの城を出る。城とは、入ってくる者は警けい戒かいするが、出て行く者には鷹おう揚ようだ。誰に詮せん索さくされることもなく、エバンズは招待状に示された地図を頼りに、ヒョードル伯爵邸に辿たどり着いていた。

　間違いなく来ると思われていたのだろう。門の側そばには貴族の邸の従者には見えない風ふう体ていの怪あやしい男がいたが、すぐに門を開いてエバンズを迎え入れてくれた。

　中ではイライザがすでに待ち受けていた。もうドレス姿ではない。男のような格かつ好こうをしているが、それが一番イライザにとっては楽な姿なのだろう。

「素直だな。一人で来たのか？」

　両腕を胸の前で組み、じっとエバンズを睨にらみながらイライザは訊きいてくる。エバンズに確認しなくても、後から誰もついてくる様子がなければ、一人だとわかりそうなものだ。

「ミーナ王女は、本当にここにいるのか？」

「ああ、いるとも。会わせてあげよう」

　エバンズの問いかけに、イライザは自信たっぷりに答えると、隣室の扉とびらを開いた。するとそこには、椅い子すに縛しばり付けられた、金色の髪の女性の姿があった。けれど部屋は暗く、すぐに扉は閉められてしまったので、あれが本当にミーナなのか確信は持てない。

「もっと近くで見せてくれ。話もしたい。あんな少し姿を見ただけでは、あれがミーナ王女かどうか、信じられないじゃないか」

　エバンズは抗こう議ぎしたが、部屋の扉の前には屈くつ強きような男二人が立ち塞ふさがり、勝手に中に入れないようにしていた。

「もっと見たいか？　だったら今すぐハッシュウィルの城に戻って、この矢で殿でん下かを射い貫ぬいておいで。そうしたら金色の姫を返してやるよ」

　イライザが取り出したのは、矢羽根が青く染そめられた三本の矢だった。矢や尻じりの部分は革かわ袋ぶくろに包まれている。どうやら毒どく矢やらしい。これなら致ち命めい傷しようでなく、かすり傷程度でも相手に大きな打撃を与えられる。

「貴重な矢だよ。無駄なく使いな」












「待ってくれ。あそこにいるのが、本物の王女かもわからないのに、そんな話は引き受けられない」

「あれが偽にせ物ものだっていうのかい？　だったら本物はどこにいる？　ハッシュウィルまで連れてきたのは、もうわかってるんだろ」

　畳たたみかけるように言われて、エバンズは返す言葉を失った。

　確かめさせないということは、女性が偽物だからだ。けれどどこかに本物を隠しているのは確かだとエバンズは思っていた。

「王女の無事を確かめるまでは、何もしないぞ」

「そうかい。だったら、この場で死んでもらうよ。何なら、王女と一緒に殺してやろう。公爵と王女を殺したいやつはいるか？」

　屈強な男たちが、イライザの言葉を合図にぞろぞろと集まってきた。元は兵士だった者も交じっているのだろうが、その姿はまるで山さん賊ぞく集しゆう団だんのようだ。

「この中に騎き士しはいないのか？　いないのだろうな。こんな卑ひ劣れつなことに、騎士だったら耐たえられないはずだ」

「ハッシュウィルに騎士はいない」

　剣を構えた男が、低い声で答えた。

「正義だの、至し高こうの魂たましいだのは、この国には必要ないんだ。力のある者が勝ち残る。それだけさ」

「そうか、自分たちは力があるつもりなのか。だが、どれだけの兵力があるというのだ？　シェルランドの軍など、あてにはならないぞ。まともな軍事訓練など、一度もやったことがないんだからな」

「盾たて代がわりにはなるさ」

　実戦経験のほとんどないシェルランドの兵を、最前列に置いて矢を受けさせるというのだろうか。いかにもイライザたちの考えそうなことでぞっとする。

「もう少し利り口こうになりな、公爵。ハッシュウィルの皇太子が死んだところで、あんたには何の痛みもないだろう？　それより、王女を取り戻してゴシュラムに恩を売り、華はな々ばなしくシェルランドに凱がい旋せんしたほうがましさ」

　ねっとりした嫌らしい声で、イライザがまた誘ってくる。

「それとも罪のない女と二人、ここで斬きり殺されたいか？」

　再び扉が開くと、そこには剣を突きつけられた、金色の髪の娘の姿があった。あれは絶対にミーナではない。外交のためにも、イライザはミーナをそんなに簡単に殺したりはしないだろう。傷つけても構わないような代役を、どこかから連れてきたのだ。

　ミーナの代役だろうが、ここで死なせてしまうのはあまりにも気の毒に思える。

「わかった……。引き受けるが、その王女の代役を、このまま連れていきたい。ここにいたら、殺されてしまうのは明らかだ」

「情なさけ深いね、騎士様は。ご推すい察さつどおり、そいつは偽物さ。いいだろう、連れていきな。ただし、本物はこっちの手中にあるってことは忘れるな」

　　縛いましめの縄なわは解とかれたが、エバンズは代役の娘に近づくことは許されなかった。

「監かん視しはつける。公爵がやらなければ、まずこの女が斬り殺される。次は王女だ。そして最後は……」

　そこでイライザは意味ありげに笑ったが、エバンズにその真しん意いはわからないままだった。

「この矢で、自分が射い貫ぬかれるとは思わないのか？」

　先せん端たんに毒を塗ぬられた矢を見つめたエバンズは、ここでイライザを倒すことを一瞬考える。けれどすぐに笑いが返ってきた。

「あたしを殺したところで、どうってことはない。代わりならいくらでもいる。もうすべては動きだしているのさ。誰にも止められはしないんだよ」

　果はたしてそうだろうか。まだ勝しよう機きはあると信じて、エバンズはイライザを倒したい誘惑をどうにか押しのけた。
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　娘はマントのフードを深く被かぶり、馬に乗せられてついてくる。もちろん一人ではない。馬上には屈くつ強きような男が同どう乗じようしていた。さらにもう一人、いかにも荒あらくれといった様子の男が、エバンズに併へい走そうして馬を進めていた。

「殿でん下かはもう休んでいると思うが……」

　何とか娘を自由にしてやりたい。そうすれば、二人の男を相手に戦える。そう思ったけれど、やはりミーナのことがあるので、ここは刃は向むかうこともできない。悩みながらもエバンズは、今夜の決行だけは何とか延のばそうと足あ掻がく。

「寝ね込こみを襲おそえばいいさ。殿下がどこで寝ているかは、すぐに教える。衛えい兵へいはいるだろうが、あんたなら楽に躱かわせるだろ？」

　そんなに簡単そうに言うのなら、自分たちでやればいいと思ってしまう。だが、自国の皇太子殺しという重罪は、さすがに自みずからの手では行いたくないのだろう。

　皇太子を暗あん殺さつすれば、当然エバンズも無事では済すまない。その場で処しよ刑けいされてしまうかもしれないのだ。暗殺に成功しても、ミーナが自由になる保ほ証しようはどこにもないというのに、このままではいいように利用されてしまうだけだ。

　ミーナの居い場ば所しよさえわかれば、皆と助け合って救い出すことができる。なのに居場所がわからないままだ。

　イライザの邸やしきにはいないだろう。いれば当然、イライザは脅おどしの効果を狙ねらって、ミーナ本人に引き合わせたはずだ。

「イアン・ヒョードルの邸か……」

　思わずその名前が口から出てしまった。

　偽にせ物もの好きなイライザは、カイルをイアン・ヒョードルに仕し立たてていたが、本物はどこにいるのだろう。ヒョードル伯はく爵しやく家の領地にある城だろうか。そこにミーナは囚とらわれているのかと考えたときに、背後でグェッと蛙かえるが潰つぶれたような声がした。

「エバンズ、もう一人は頼んだ！」

「えっ？」

　声が聞こえたと思ったら、馬上の娘は同乗していた男の首に腕を回し、ぐいぐいと締しめつけている。

「何やってんだ！　こいつ、裏切ったのかっ」

　もう一人の男は剣を抜き、仲間を助けようとしていた。それをエバンズは、慌あわてて邪魔する。

「殺すなよ、エバンズ。殿下へのお土産みやげだからな」

　馬上で男の首を絞しめていた娘の頭からフードが外はずれ、続けて金色の髪もずるりと落ちた。そして現れたのは、月の光を反はん射しやして輝く銀色の髪だった。

「カイル？」

　人ひと質じちと思っていた娘がカイルと知って、エバンズの心は少し軽くなったけれど、カイルはここでイライザを裏切ってしまっていいのだろうか。

　カイルはいったい何を考えているのだろう。どちらの味方なのかもはっきりしない。だがエバンズには、そんなことを考えていられる余よ裕ゆうはなかった。

　とりあえずは目の前にいるイライザの手下を、すぐにやっつけないといけない。しかも殺さずにというのは、簡単なようで意外に面めん倒どうなものだった。

「カイル、この裏切り者。イライザは銀色の髪の男に甘すぎるんだよっ」

　憎にく々にくしげに言うと、男は剣を手にしてカイルに襲いかかろうとしていた。するとカイルは、気を失った男とともに、馬上から落ちて剣の切っ先を躱した。

　エバンズは剣を鞘さやから抜かずに、そのまま手にして男に向かう。そして思い切り叩たたきつけた。

　剣を手にして、男も反撃してくる。けれど馬上の戦いだったら、エバンズの敵ではない。喉のど元もとを強く突かれて、呻うめく間もなく落馬していた。

　カイルはその間に、縄なわを手にして男の手足を縛しばっている。エバンズも馬から下りると、気を失って倒れている男の手足を、鞍くらに縛りつけられていた革かわ製せいの鞭むちで縛り始めた。

「カイル、何を考えている？　おまえはどっちの味方なんだ」

「説明するのはとても面倒なんだ。もうしばらく待ってくれ。こいつらを縛って、馬に括くくりつけてしまわないと」

　ドレス姿のカイルの口からは、まるで老ろう練れんの兵士のような言葉が出てくる。その姿に戸と惑まどっていると、カイルは縛る手を止めてにこっと微笑ほほえんだ。

「改めて自己紹介するよ。俺はウラル神。といっても正体は、遠い星から来た知的生命体だ。君らの言うところの肉体というやつを持たないから、この地の生き物に常に寄き生せいしている」

「……そんな戯ざれ言ごとを信じろと言うのか？」

「ああ、すぐに信じられるようになる。どれ、手伝うよ」

　カイルはずかずかと歩いて近づいてくると、エバンズを助けて男を縛り上げる。

「可か哀わい相そうにな。こいつ、イライザに惚ほれてたんだぜ。あんな怖いおばさんでも、そういう相手がいるのが不ふ思し議ぎだ」

　見かけはとても華きや奢しやなのに、カイルは楽らく々らく男を担かつぎ上げて、馬の上に二人共括りつけてしまった。

「しばらく寝かせておこう。いいか、城に行って、エバンズに起こされるまで、大人おとなしく寝ていろ」

　そう二人の耳みみ元もとで囁ささやくと、再びカイル、いやウラル神はエバンズの側そばに寄ってきた。

「馬を一頭貰もらう。俺は今から、ゴシュラムに行って、ゴート王に援えん軍ぐんを要よう請せいする」

「ゴート王に……」

「エバンズはハッシュウィルの王と皇太子を、援軍到着まで何としても守れ。ハッシュウィルの国軍は頼れない。何しろイライザたちを支えているのは、国軍の将軍だからな」

　ウラル神が早口で言う内容は、エバンズには信じがたいものだった。けれどイライザたちがあんなに強気なのは、将軍が背後に控ひかえているからだと思えば納なつ得とくできる。

「シェルランド王も救うと約束する。だから、もう安心していい」

「だが、ミーナ王女が囚われている」

「ああ、それなら問題はない。それより、イアンのところにマリカ、いや、エリザか。君の妹が囚われている。そっちをまず助けないとな」

「何だって？」

「説明するのは面倒だ。今、そっちに行くよ」

　そこでウラル神は手を伸ばしてきて、エバンズの腕を握にぎった。すると緑色の煙けむりのようなものがカイルの耳から出てきて、腕を伝いエバンズの中に侵しん入にゆうしてくる。

　それと同時に、エバンズは目の前にいたカイルの姿が、一いつ瞬しゆんでミーナに変身したのを見届けた。

「えっ？　どういうことだ……」

　粗そ末まつなドレスを着せられているが、これは紛まぎれもないミーナだ。ゴシュラムの城で見たし、大おお怪け我がをしたときにも助けてくれたから、エバンズがその姿を見み誤あやまることはない。

「ミーナ王女？」

「ごめんなさい。最初にお話ししておけばよかったのかもしれませんね」

　恥はずかしそうに俯うつむいているその姿には、もうカイルの面おも影かげはどこにもなかった。

　そうしている間にも、頭の中で様々な情じよう景けいが浮かんでいく。話すよりも正確に、これまでのことが伝わってくる不思議なことを、エバンズは体験していた。

　そしてこの経験は初めてではないことに、エバンズは気がつく。大怪我をしたとき、この体の中に入って助けてくれたのがウラル神だったのだと、ここではっきりと思い出したのだ。

「婚こん姻いんもしていないのに、と、殿との方がたと……同じ部屋で、その、夜を過ごしてしまいました。だけどあれは、神様も一緒だったから、二人きりってことではないでしょう？　ち、違うかしら」

　真まっ赤かになってミーナは、言い訳らしきことを口にしている。その姿を見ているうちに、エバンズは耐たえきれなくなって、ついにはミーナをしっかりと抱きしめていた。

「ご無事でよかった……。てっきり囚われているとばかり思っていました」

「神様は人使いが荒いんです。騙だますようなことをしてしまって、ごめんなさい。いつかお話ししなければと思っていたけれど、機会がありませんでした」

　ミーナは微笑みながら、エバンズを見上げている。その顔を見ていたら、不ふ覚かくにもエバンズは泣きそうになってしまった。

　ずっと一人で、愚かな戦いを続けてきたが、突然現れたカイルを一時は信じ、そしてまた疑った。けれどカイルは、エバンズを救うために用意されたかりそめの姿で、中にはミーナとウラル神が入っていたのだ。

　カイルという存在がすべて噓うそだったとしても、今なら許せる。そしてまた、ミーナも父のゴート王暗殺に加か担たんしていたエバンズを、許してくれているのが自然と伝わってきた。

「エリザが生きているのですか？」

「はい。わたし、イアン・ヒョードルの城で、彼女にお世話していただいてましたの。こうしてよく見ると、黒くろ騎き士し様に似てらっしゃるわ」

「エリザが……生きているのか。そんな……私は、棺ひつぎに入れられ、埋うめられるエリザを見ていたのに」

　そのときエバンズの脳内に、痩やせこけた少女ではなく、健康そうな娘の姿が浮かび上がる。優しげなその姿は、確かにエリザに思えた。

『イアンが薬を使って、何もかも忘れさせた。誘ゆう拐かいされた六年前までの記憶を、すべて失ってるんだ。エバンズのことも何も覚えていない』

「覚えていない？」

　脳内での会話に慣れないエバンズは、思わず返事をしてしまった。

『ああ、けれどそのせいで、何とか彼女は耐えられたんだ。もし何もかもわかっていたら、深い絶ぜつ望ぼう感かんに襲われて、海に身を投げていたかもしれないだろ』

「記憶をなくすなんて、なんて酷ひどいことをするんだ」

　そんなことができるのは、神か悪魔しかいない。だったらイアンは悪魔だろう。

『安心していい。体内から毒どくはすべて抜かれて、エリザはとても健康だ。大切に保ほ護ごされていたからな』

「なぜだ？　なぜ、そんなことを？」

　考えられるのは、イアンがエリザを妻つまにと望んだことだった。けれどウラル神は、そうではないと教えてくれる。

「よくわからないな。何で、エリザをそこまでして欲しがったんだろう？」

『嫉しつ妬とだよ、エバンズ。健康な肉体を持ち、男として完かん璧ぺきなエバンズに、イアンは嫉妬していた。だからイアンは、エバンズの愛するものをすべて奪うばいたかったんだ』

「私の愛するものを？」

『そうだ。エリザの記憶から、兄である君に対する愛を奪ったんだ。そして自分が、兄のように接している』

　脳内で交かわされる会話は、ミーナにまでは届いていない。そのせいでミーナは、小首を傾かしげてじっとエバンズを見上げている。

　いつまでもその腕にミーナを抱いていたことに気付いて、エバンズは慌ててミーナから手を離した。

「もしかしてミーナ王女を攫さらったのも、それが原因なんでしょうか？」

『そうだよ、エバンズ。まずいことに、武術大会の日にイアンもゴシュラムの城に来ていた。そこでイアンは、ミーナ王女がエバンズの前にハンカチを落とす瞬間を見てしまったってわけさ』

　だがイアンがミーナに関心を持ったせいで、ゴシュラムの人々が毒薬の被害を受けなかったというのが伝わってきた。

「それだけではないでしょう。もしかしたらその男イアン・ヒョードルは、イライザに踊おどらされて殺人をするのが、嫌だったのではありませんか？」

『ほう、そうだな。確かにそういうふうにも考えられる。エバンズ、君はやはり心こころ根ねの正しい騎士だ。道に迷ったことは反省し、よい領りよう主しゆになるといい』

　そうなれたらどんなにいいだろう。エリザを連れて領地に戻りたい。そして素す晴ばらしい庭園のあるあの邸を、もう一度取り戻したかった。

『今からゴシュラムに向かうが、エバンズ、ミーナ王女を責めないでくれ。どうしても人間の力を借りないといけなくなったから、俺が彼女を利用したんだ』

「責めるなんて……そんな」

　けれどエバンズは、まだ混乱している。カイルが最初からこの世に存在しなかったことが、どうしても信じられないのだ。

　エバンズの中から緑色の煙は出ていき、イライザの手下が乗っていた馬の耳から中に入っていく。その途端、エバンズは何とも言えない寂さびしさと心細さを感じた。

　ウラル神をその身に宿した者は、誰しも同じように思うのだろうか。だったらミーナも、今、同じような気持ちになっているはずだ。一度は離れたエバンズだったが、再びミーナに近づき、その手を握った。

「ウラル神は、今からゴシュラムに旅立たれるそうです」

「神様、行ってしまうのね。お父様とお母様に、わたしが無事なことを真まっ先さきに伝えて」

　ミーナは馬の体を撫なでながら、その耳元で囁く。すると馬は、ぶるっと鼻を鳴らして頷いた。

　そして馬に入ったウラル神は、そのままゴシュラムに向かって走りだす。

　改めてミーナと向き合ったエバンズは、どう声を掛けたらいいのかわからずに戸惑った。

「その……」

「あの……」

　二人は同時に声を出し、慌てて口を閉ざす。

「あなたから……」

「ミーナ王女から……」

　またもや同時に声を出してしまい、二人で笑いだしてしまった。

「不思議です。あなたがカイルだったときは、あんなに何でも話せたのに……同じ人だとわかっていても、その姿を見ると緊張してしまって」

「わたしもですわ。カイルだったときには、自由に話せたのに、今は……」

　こんなときには、ウラル神の力が欲しいとエバンズは心しん底そこ思った。

「あなたは私を助けるために、ずっとあの姿で、危険なことをしていたんですね」

「いいえ、元々はわたしが黒騎士様の正体を知ろうなどと思ったからいけないんです。それより、また誰かが後をつけてきたら困ります。急いでハッシュウィルの城に向かい、お兄様たちと合流しましょう」

「そうでした。急がないといけなかったのに、つい……」

　もっと話していたいが、それは馬上でもできることだった。エバンズは自分の馬にミーナを乗せ、気を失った二人の男を乗せた馬の手た綱づなを引いて併へい走そうさせながら、ハッシュウィルの城目指して進みだす。

　ミーナと話したいことは山ほどあったが、やはり一番気になっていたことを、エバンズは真っ先に口にした。

「エリザはどんな様子でしたか？」

「イアン・ヒョードルの城で、静かに暮くらしているようでした」

「惨ひどい目には遭あってないんですね」

「はい。身み綺ぎ麗れいにしていたし、健康そうでしたわ」

「よかった……何も覚えていなくても、平へい穏おんに暮らしていたなら救われる」

　けれどエバンズは、皆がエリザの秘密を知ってしまったら、イアンがどうするか不安だった。

　そのとき、ミーナのマントの懐ふところから、ちろっと茶色の獣けものが顔を覗のぞかせた。エバンズはすかさず短刀を抜いて追い払おうとしたが、ミーナは慌ててその獣をまた懐に引き入れていた。

「このイタチは友達なんです」

「イタチが？」

「しばらくの間、神様のために働いてくれていたんです。不思議ですよね。神様が一度入ったもの同士、その後は何だか自然に心が通うように思えるのだけれど」

　それならエバンズは、ミーナと心が通い合うのだろうか。一度そう思い始めると、ぎこちなさが消えて自然と話せるようになってきた。

「不思議だな。こんな小さな生き物に入ったかと思うと、馬にも入れるなんて」

「このイタチは、イアンの城にいたんですよ。もしかしたら毒を試すために使われて、死んでいたかもしれませんよね」

「そうか……そんな恐ろしいことをしていたのか」

　エバンズは矢立に入った、毒を塗ぬられた矢のことを思い出した。その途端に、これをどうすべきか自然とするべきことが思い浮かんだ。どうやらウラル神が、親切にも記憶の中に残していってくれたらしい。

「イライザから渡された毒矢をクラウドに渡して、解げ毒どく剤ざいを作ってもらおう」

「そうですね。クラウドだったら、きっと期待に応こたえてくれますわ」

「あなたには、素す晴ばらしい友人がいるんですね」

「ええ……大切な友人なのに、ジュリアにはいろいろと心配をかけてしまいました」

　不思議だ。こうして話していると、相手はやはりミーナ王女で、どこにもカイルの面影はない。やはりあれは、ウラル神が人の姿を借りて現れたものだったのだ。

　だがミーナには、カイルだったときの記憶がある。エバンズは自分の様々な部分を見せてしまったが、それでミーナに嫌われるようなことはなかっただろうか。

「私は愚かな人間でした」

「でしたらわたしもです。黒騎士様の正体を暴あばこうなんて、一人で奔ほん走そうしていました。神様がいなかったら、とうに死んでましたわ」

「ウラル神には、どんなに感謝しても足りない」

「ええ、だからこそ、神様の望む平和な世界をつくるために、わたしたちは努力しなければいけないんです」

　ミーナの言うとおりだ。恩を返すには、すべての問題を解決するしかない。まずはハッシュウィルの城に戻り、王と皇太子を助けるべきだろう。

　そして夜が明けたら、イアンの城に行き、エリザを助ける。

　一度は失った。だからこそ、二度と失いたくないとエバンズは思っていた。

「ミーナ王女、あなたの勇気を、私にも分けてください」

「勇気なんてありませんわ。何も考えずに、進んでしまうだけです」

「そんなことはない。ウラル神が一緒にいたとはいえ、あなたはイライザたちといても、恐れることはなかったんだから、強い心の持ち主ぬしです」

　一時、エバンズもイライザたちとともに行動していた。冷れい酷こくな彼らを見ていると、何度か怒いかりで冷静さを失いかけた。冷静でいなければ戦えない。もう二度と、自分を見失ってはいけないとエバンズは強く思う。

　そのためには、心の支えが必要だ。一時は何もかも失って自や棄けになっていたが、今はエリザが生きているということを知り、強い支えになっていた。

　それとこの勇気ある姫君に、もっと自分を認めてもらいたいという気持ちが生まれている。

　愚かなことをしたが、償つぐないはしっかりとしよう。その後で、もしミーナが今以上に親しみを感じてくれたらとエバンズは夢見る。

「恥ずかしいところも、見られてしまいましたね」

　エバンズは狩しゆ猟りよう小屋でのことを思い出して、つい口にしてしまった。

「いいえ、自然な感じで接してくださって、かえって嬉うれしかったです。兄たちを見ていて、殿との方がたの実じつ態たいは知っているつもりですけれど、わたしがこんな身分だから……たいていの人は、わたしの前ではぎこちなくなってしまうんですもの」

「それは、無理もないな。あなたは王女であるだけでなく、とても美しい。男だったら、緊張してしまいますよ」

　けれど今のエバンズは、ミーナに対して緊張感を抱いていない。むしろ親しみやすさが増していた。

「いつか落ち着いたら、私の城にあなたを招待したいです」

「まぁ、嬉しいわ。あのとても綺き麗れいな庭園のあるお城でしょ？」

「知っているんですか？」

「あら、おかしいわね。一度も行ったことがないのに。きっと神様が、心の中に庭園の風景を残していってくれたんですわ」

　ウラル神が去った後も、こうして何かが残っていくのだ。それは心を温かくしてくれるもので、エバンズは辛つらかった日々を乗り越えられたと感じた。

「黒騎士様……」

「いえ、もうその呼び名は……エバンズと呼んでください」

「そうでしたわね。では……エバンズ様、レディ・エリザを奪だつ還かんしにまいりましょう。そのときに、わたしは女だから行かせないなんて、決しておっしゃらないで」

「それは……」

　毒薬使いのいる城に、再び向かうというのか。それはいくら勇気ある姫君でも、無む謀ぼうな気がする。

　けれどミーナは、エバンズがどう頼んでも、自分の思ったようにするのだろう。

「今度こそ、自分の身は自分で守ります。決して足手まといにはならないと約束いたしますから、お願いです、わたしにも働かせてください」

「こんなとき、ウラル神だったらどうするんだろう。ウラル神が行くなと言ってくれれば、あなたは行かないと思うけれど、違うのかな」

「神様はそんな意い地じ悪わるなことは言いません。わたしを信じてくれると思います」

　ではエバンズも、ここはミーナを信用しなければいけない。そう思ったけれど、やはり不安だ。

「イアン・ヒョードルとは、どんな男なんです？」

「わたしには冷酷で残ざん酷こくなだけの男にしか思えなかったけれど、神様は違っていたみたいです。病弱で、誰からも疎うとまれて育てば……そうですよね、性格だって歪ゆがみますよね」

　エバンズはそこで、自分は真まっ直すぐに育った花なのだと感じた。それはミーナも同じだろう。けれどこの世の中には、伸びるべき茎くきが捻ねじれてしまって、地面に向かって咲くしかない花もあるのだ。

　美しい庭園を維い持じするためには、捻れた茎を持つ花は抜かれてしまう。誰よりも抜かれる花の気持ちを知っているのはイアンだろう。

「抜かれないために、毒のある棘とげを身につけたのかな」

　エバンズの呟つぶやきは、ミーナに理解されただろうか。すべてを話さなくても、伝わるのではないかと思えてしまう。

　こうして二人きりのときをもっと楽しみたかったが、ハッシュウィルの城がすでに視し界かいに入り始めていた。
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　やっと本物の自分が戻ってきた。しかも誤解は解とけて、ミーナはエバンズと二人、同じ馬に乗って皆の元に戻ってきたのだ。

　粗そ末まつなドレスだったが、ミーナはやはり自分に戻ったときにはドレス姿でよかったと思う。イライザの奇き策さくに最初は驚おどろいたが、そのおかげで自由になれたのだから、ここは感謝すべきだろうか。

　あれだけ猜さい疑ぎ心しんの強いイライザが、カイルのことはあっさり信じてしまったのだけは不思議だ。銀色の髪の男に弱いと言われていたが、果はたしてそれだけだろうか。やはり神様が一緒にいたから、それとなくイライザの疑うたがいを逸そらしてくれていたような気がする。

　神様がいなくなったと同時に、不安や寂さびしさが生まれた。それは小さな生き物でも同じなのだろう。イタチはミーナの懐ふところに入ったままで、たまに様子を見に顔を出すが、そのたびにミーナは優やさしく声をかけていた。

「大丈夫よ。もう何も心配しなくていいから。神様はいなくなったけど、わたしたちがいるわ」

　怯おびえるイタチを見ていると、イアンの城でのことが蘇よみがえる。短い間しかいなかったけれど、これまで感じたことのなかった寒さむ々ざむとしたものを感じた。

　あんなところにずっといたエリザを、本当に気の毒どくだと思う。生きていたと知らされたエバンズは、すぐにでも助け出したいと考えているだろう。

　このままではミーナを送り届けたら、一人で行ってしまうかもしれない。けれどそれはあまりにも危険だ。

　もう一人で悩み、戦う必要はないのだ。仲間がいることを忘れて欲しくないからこそ、ミーナは自身もエリザの救出に向かいたいと言ったのだ。

「ここを出て行くときには、怒いかりで全身が膨ふくれ上がりそうでした。それが今は、とても穏おだやかな気持ちになっています」

　城門が近づいてくると、エバンズは呟つぶやく。

「そのままずっと穏やかでいらして。間違っても、一人で敵地に乗り込むような、愚おろかなことはなさらないで」

「えっ？　い、いや、そんなことはしませんから」

　そうだろうか、ここでミーナが釘くぎを刺さなかったら、エバンズはやるつもりだったのだ。その狼狽うろたえぶりからわかってしまう。

「騎士は噓うそをつかないのでしょう？」

「はい、噓は恥はずべきことです」

「でしたら、今の言葉を信じます。エバンズ様も、わたしたちのことを、どうか信じてくださいね。お一人で何もかもやらないと、もう一度約束してください」

　少し強引だっただろうか。けれどこれぐらい念を押しておかないと、エバンズは一人で何もかもやってしまいそうだった。

「だが、あなたたちまで危険な目に遭あうかもしれない」

「いいえ、このまま黙だまっていたら、いずれはわたしたち皆の問題になるんですから」

　帰り着いたハッシュウィルの城では、門の衛えい兵へいが二人をまず引き留めた。

「賓ひん客きやくとなっている、エバンズ・オーガストだ。ゴシュラムの王女をお救いしたと、アレク皇太子殿でん下かと、ゴシュラムの王子たちに伝えてもらいたい」

「え？　それがゴシュラムの王女だって？　ずいぶんみすぼらしい王女だな」

　衛兵たちは笑っているが、その眼前にいきなりエバンズが剣を突きつけたので、慌あわてて身み構がまえた。

「他国の王族とはいえ、そのような口を利きくものではない。ただちに殿下に取り次げ」

　威い厳げんあるエバンズの態度に、衛兵たちもやっと事態を理解したようだ。一人が慌てて城内に入っていく。

「頼りない衛兵ね。これで本当に陛へい下かや殿下を守れるのかしら」

　いや、守れなくていいのだ。城を守る衛兵が役立たずのほうが、叛はん乱らん者しやにとっては好こう都つ合ごうなのだから。

　しばらく待たされてから、やっとこの城の侍じ従じゆう長ちようが、マリスとラウル、それにジュリアを伴ともなって現れた。

「ミーナ様！」

　真っ先に駆かけ寄ってきたのはジュリアだ。着替えたのかドレス姿ではなく、いつものように男装している。見慣れたジュリアの姿にミーナは安あん堵どした。

「ジュリア、心配かけてごめんなさい」

「本当にみんな心配してたんですよ。言いたいことはいっぱいあるけど……けど……お帰りなさい、ミーナ様」

　今にも泣きだしそうなジュリアにつられて、ミーナの涙るい腺せんも自然と緩ゆるんできてしまう。ここがゴシュラムの城だったら、二人して大泣きしてしまうところだろう。

　二人がしっかりと抱き合っていると、ラウルが興味津しん々しんといった顔で覗のぞき込んでくる。

「ミーナ、ウラル神はどこにいるんだ？　んっ？　そこにいるのはもしかして」

　ちろっと顔を出したイタチを見て、興味深そうに手を出したラウルだが、イタチは驚いてまた引っ込んでしまった。

「ラウル兄様、何の話かしら」

　ジュリアやクラウドが、ミーナと神様の秘密を話すとは思えない。だったら勘かんのいいラウルが、自分で推すい理りしたことを口にしているだけだ。そう思ってジュリアを見つめると、口をへの字に曲げながらも、何か言いたそうにしている。

　ラウルの前では、詳しい話はしないほうがいい。特別豊かな好奇心で、また新たな騒そう動どうを起こしそうだと訴うつたえているのではないだろうか。そう感じてミーナは、いつでも冷静なマリスに先に話すことにした。

「マリス兄様。オーガスト卿きように助けていただきました」

「ありがとう、オーガスト卿。深く感謝はしているが、どうして一人で行ったんだ。無事に助け出せたからいいけれど、貴き殿でん一人が危険な目に遭う必要はなかったのに」

　やはりマリスは、エバンズの行動を不ふ審しんに思っていたようだ。眉み間けんに皺しわを寄せて、怒ったように言っている。

「そんな言い方はなさらないで、マリス兄様。オーガスト卿は、イライザの邸やしきまで偵てい察さつに来て、たまたまわたしを見つけてくださったんですから」

　神様とともにいたことを、兄たちに話すのはやはり難しい。そのために刻ときを費ついやすのが今は惜おしかった。

　だからミーナはとりあえず誤ご魔ま化かしたが、エバンズもその真意を汲くんでくれたのか、何も言わずにいてくれる。

「それよりマリス兄様。わたし、イライザのところでとんでもない情報を手に入れたんです。陛下と殿下に、すぐにお伝えしたいのだけど」

　こうしている間も、どこかで内ない通つう者しやが様子を窺うかがっているかもしれない。ミーナは声を潜ひそめ、辺りの様子を窺う。

　誰だれも信用できないからと、ゴシュラムのレディであるジュリアに執しゆう着ちやくしていたアレクの気持ちが、今なら少しはわかる。こうしている間も、回かい廊ろうの柱の陰かげから、じっとこちらを見つめている目があるような気がしていた。

「夜も遅い。陛下と殿下は、もう休んでいるだろう」

　マリスは気き遣づかいを示しめしたが、ミーナは苛いら立だち、思わず声を荒らげてしまった。

「危険が迫っているのに、夜も遅いなんて関係ないでしょ」

「いったい何を知っているんだ」

「安全な場所で、殿下に話します。それより、馬に括くくりつけられているのは、盗とう賊ぞく団だんの仲間よ。早く、牢ろうに入れるように指示して」

　自分たちの侍従でもないのに、思わずミーナは命じてしまった。すると侍従長は、不ふ愉ゆ快かいそうにじっと馬上で気を失っている男たちを見つめる。

「盗賊団とは、いったい何者です？　この国で盗賊の被害など調べだしたら、何日かかっても終わらないと思いますが」

　明らかにここに連れてきたことを迷惑そうにしている。それを見て、ミーナの怒りに火が点ついた。

「あなたには、陛下と殿下、それにお后きさきや賓客を守ろうという気持ちがないの？　この城に、敵が押し寄せてきても平気なの？　それともあなた、この怪あやしい盗賊団の内通者なのかしら？」

　いきなり激しい怒りをぶつけられて、侍従長はむっとしていた。けれどミーナは、さらに続けた。

「わたしはこの男たちに攫さらわれたのよ。ゴシュラムの王女を攫った男たちを、シェルランドの騎き士しが捕とらえてくれたのに、感謝の気持ちもないのかしら」

「ミーナ様、落ち着いて。今こ宵よいは宴うたげも催もよおされて、侍従長もお疲れでしょうから」

　そこでジュリアがミーナの腕を引き、何とか落ち着かせようとしてきた。

「そうね。あんなに盛大な宴の後では、お疲れでしょうね」

　どうして囚とらわれていたのに、宴が盛大だったなんて知っているのだと、ラウルだったらすぐに考えてしまうだろう。そんなことにも気付かず、つい口を滑すべらせてしまうところが、いかにもミーナらしい。

「すまないが侍従長、我々がハッシュウィルに来たのは、この妹を攫われたがゆえだ。助け出せたのは、アレク殿下の尽じん力りよくにもよる。よければこんなに夜も更ふけたが、アレク殿下に目通り願いたい」

　マリスは落ち着いて、むっとしたままの侍従長に頭を下げた。すると皆の背後から、声が響ひびいた。

「どうやら無事に連れ戻したようだな。ハッシュウィルの男と駆け落ちでもしたのかと思ったら、そうでもないみたいだし」

　騒ぎを聞きつけたのか、アレクは自みずから出向いてくれた。そしてゆっくりと近づいてくると、ミーナの手を取り、軽く唇くちびるを押し当てる。

「なるほど、噂うわさに違たがわぬ美しい姫君だ。そして噂どおり、気が強そうだな」

「まぁ、わたしの評価は、この国ではそのようなものなのですか？」

　ここは怒るべきなのだろうが、そんな余よ裕ゆうは今のミーナにはなかった。

「アレク殿下、お話ししたいことがございます。お人払いを……」

　ミーナの緊張した様子を見ているのに、アレクは静かに首を横に振った。

「姫は見つかったんだ。それでもういいじゃないか。首しゆ謀ぼう者しやは、そこに捕らえられた男たちを問い詰めれば吐はくだろう。もう貴殿らの問題は解決したんだ。少し休んで、夜が明けたら国に帰るといい」

「えっ？」

　アレクのあまりにも淡たん々たんとした反応に、ミーナのアレクに対する同情心は吹き飛んだ。そして新たに、怒りがどっと湧わき上がってくる。

　こんな言葉を聞くために、危険を冒おかして敵情を探さぐっていたのではない。この場に神様がいたら、やはり同じように怒りだすだろう。

「大切なお話があります。殿下にも関係することです」

「安心しろ。ゴシュラムの姫君に求きゆう婚こんしようなんて、大それたことは思っていないから」

　そのままアレクは、現れたときと同じように、ふらりと姿を消そうとしていた。

　それをミーナが、黙って見過ごすはずがない。アレクの腕を摑つかみ、執しつ拗ように迫った。

「待ってください！　殿下に話を聞く気がないとおっしゃるなら、陛下に目通りを」

「父は……誰にも会わない」

「そうでしょうか？　身に危険が迫っているんですよ。ただちにお取り次ぎください」

　どうしてこんなときに、神様がいないのだろう。そう思ってしまったミーナは、そこで反省した。

　何もかも神様に頼ってはいけないのではなかったか。自分たちの力で、困難は乗り越えていくべきだ。

　ハッシュウィルの王ラスタも、自国の叛乱に対して、自らどうにかしようと思わないのだろうか。

「簡単には下がらないようだな。いいだろう。会わせるが、ただし逃げ出すな。王は臭くさいから」

「……？」

　臭くても何でもいい。ともかく将軍が叛乱を企くわだてていると、伝えなければいけない。どうしてもそれをしなければと焦あせる気持ちになるのは、きっとこれが神様の残していった使命だからだ。

　アレクが先せん導どうしてくれたのはいいが、そのまま皆は城外に出てしまった。そして辿たどり着いた先は、大きな家か畜ちく小屋だった。

　確かに臭い。こんなところにいる王など、ミーナには想像もつかなかった。

「陛下は土ど壌じようの改良に熱心だと伺うかがいましたが」　

　マリスの質問にアレクはうんざりした様子で答えた。

「ああ、俺が生まれる前から始めて、まだやってるよ。実際にそのおかげで穀こく物もつの生産量は上がったが、だからって国が豊かになったとは思えない」

　それは間違っている。豊かさというものを勘かん違ちがいしているのだと言いかけて、ミーナは口をつぐむ。

　ゴシュラムは豊かな国だ。天候にも恵まれていて、いつでも豊富な食料が手に入る。そんな国の人間が豊かさについて語ったら、傲ごう慢まんに思われるだろう。

　家畜小屋には、たくさんの牛と豚が飼かわれていた。鶏けい舎しやもあって、夜中の突然の訪問者に驚いたのか、様々な鳴き声が響いている。

　正直なラウルは、ハンカチを取り出して堂々と鼻を覆おおう。さすがにマリスも、そんな非礼なことをするなと嗜たしなめることもしない。

「ジュリアスが一緒でなくてよかった」

　ここには来ていない弟のジュリアスのことを、ジュリアは呟つぶやく。

「そういえばジュリアスとクラウドはどうしたの？」

　さりげなく訊たずねたつもりだが、ラウルはにやにやしている。囚われていたミーナが、ここに来ていないクラウドやジュリアスがいることを知っているのも、よく考えればおかしな話なのだ。

「クラウドが毒矢避よけの何かを作るというので、手伝っています。ジュリアスったら、まるで犬みたいに鼻がよくて……ミーナ様が、古着の倉庫から連れ出されたのも、真っ先に気付いたのはジュリアスなんですよ」

「まぁ、そうなの。だったら、ここはちょっと厳きびしいかもしれないわね」

　家畜小屋の一いつ画かくに、机と椅い子す、それに粗そ末まつなベッドが置かれた一室があった。何とそこに、まるで農夫のような髭ひげだらけの大男がいて、蠟ろう燭そくの灯あかりで何か熱心に書き物をしていた。

「父上、ゴシュラムからの客人が、どうしても話したいことがあるそうです」

　アレクが渋しぶ々しぶといった感じで話しかけると、ハッシュウィルの王ラスタはゆっくりと皆を見回す。そしてミーナのところで目を止めて、驚いたような声を出した。

「ウラルの姫君か……」

　どうやら母のシーナと勘かん違ちがいしているらしい。ミーナは慌てて訂てい正せいした。

「ゴシュラムの王女、ミーナです」

「ゴシュラム？」

「はい。母は、ウラル王国出身のシーナですが」

「……ああ、そうか。そうだったな」

　ラスタの居場所には、家畜以外の生き物も多数いた。粗末な籠かごに入っているものもいれば、そのまま好き放題、辺りを歩き回っているものもいる。その中の一匹である猫が、ミーナのイタチに気付いてフーフーと尻しつ尾ぽを逆さか立だてた。

「で、ゴシュラムの姫君が、いったいこんなところまで何しに来たんだ」

　興奮した猫を摘つまみ上げながら、ラスタは訊きいてくる。

「陛下、将軍が国軍を率いて叛乱を企てています。彼らは、先王アタカン様の子であるイアン・ヒョードルを新たな王として、この国を乗っ取ろうとしているんです。わたしは彼ら叛乱者に囚われていましたが、その間にこの話を聞きました」

「何だ、そんなことか……。その話なら、もう耳に入っている」

「えっ……」

　すでにラスタは知っていたというのか。なのに家畜小屋に隠かくれて、何もしないでいる。それがミーナをますます苛立たせた。

「わたしが囚われていたヒョードル伯はく爵しやく邸ていから逃げ出したと知ったら、イライザ……元無敗軍団の兵士で、今はヒョードル伯爵夫人と名乗っている女を中心とした叛乱軍が、じきにここにもやってくるでしょう。陛下、どうか安全な場所にお逃げください」

「安全な場所？　ここより他に、どんな安全な場所があるというんだ？」

「ゴシュラムから援軍がまいります。それまでの間、陛下と殿下を、わたしたちも共に守りますから」

　そうは言ったものの、ミーナにも国軍を敵に回して、ほとんど味方もいないような王と皇太子を守れるか不安だった。

　そこでこれまで黙っていたエバンズが、ミーナを助けるように発言した。

「陛下、ミーナ王女を助け出す前に、イライザは私に毒矢を渡し、ミーナ王女を助けたければこれで陛下を射いるように命じてきました。毒矢は恐らくこれだけではないでしょう。敵は少数とはいえ、このような武器を持っているので危険です」

　エバンズが取り出した毒矢をちらっと一いち瞥べつしたラスタは、力なく微笑ほほえむ。

「あと少し、もう少しなんだ。もう少しで、塩えん害がいにも寒さにも強い穀物を育てる土壌ができあがる。国を治めることなら誰でもできるが、この研究は俺しかできない。このまま放っておいてくれ」

「けれどイライザたちが国を統とう治ちしたら、戦乱となります。我が国シェルランドも、すでにイライザたちの魔まの手に落ちました。陛下、ただちに信頼できる者を呼び集めて、警護を固めてください」

　熱心にエバンズが説明しても、ラスタは態度を変えることはなかった。ただアレクを指差し、王とも思えないことを口にする。

「援軍なんてあてになるものか。俺はどうでもいい。だが、息むす子こだけは今すぐここから連れ出してくれ」

　アレクは困惑しているようだ。ここから父を強引に連れ出すべきか、それとも自分だけでも生き延びたほうがいいのかと、悩んでいるのだろう。

「アレク、宝石や鉄は掘ほり尽つくせば終わりだ。兵力があれば国は安あん泰たいだと思うだろうが、兵を養やしなうにも食料がいる。他国から食料を奪うばうことしかできないなら、盗ぬす人つとと同じだ。それだけわかればいい……」

　もう用はないと思ったのか、ラスタは獣けものを追い払うような仕し草ぐさで皆に出て行けと示した。

「陛下、生き延びれば、研究を続けることもできます。ここで命を落とされては、無む駄だ死じにになります」

　エバンズは必死にラスタを連れ出そうとするが、やはり首を振るばかりだ。

「アレク、おまえの頭じゃ理解は難しいだろうから、俺が死んだら、研究を続けられるような者を見つけ出せ。もしいなかったら……」

　そこでラスタは遠くを見るような顔になり、何かを考えていたようだが、最後はミーナを見つめて言ってきた。

「ゴシュラムの姫君の母親だったら、古い友人を呼べるだろう。友人に少し頭を弄いじってもらうといい。そうすれば……俺のしたかったこともわかる」

「古い友人？　誰のことです？」

　アレクの問いかけに答えず、ラスタは畳たたみかけるように言った。

「のんびりしている余裕はないんだろう？　おまえたちは若いんだ。多少、眠らなくても平気なんだから、今のうちに城を抜け出せ。ゴシュラムの若君たちにアレクは預あずけた。いずれ、何もかも片かた付づいたら、戴たい冠かんさせてやってくれ」

「父上……」

　さすがにアレクも、かなりまずい事じ態たいになっていると理解したようだ。その顔は青ざめている。

「陛下のおっしゃるとおりだ。この人数では、城内でアレク殿下を守るのは難しい。それより援軍が来るのなら、少しでもゴシュラムに近づいたほうがいい」

　マリスの提案に、皆は頷うなずいた。けれどアレクだけはまだ戸惑っている。

「待ってくれ。将軍が俺たちの命を狙うって、どういうことなんだ？」

「道どう中ちゆうで詳しくお話しします。ここは、とりあえず逃げ延びましょう」

　ミーナはアレクの手を取り、そのまま引っ張っていこうとした。けれどアレクは、まだラスタばかりを見ている。

「父上……そんな、逃げるなら一緒に行きましょう」

「こんな年寄りは足手まといになる。俺は、たくさんの人間や獣を殺した。罰ばつを受ける覚かく悟ごはとうにできている。アレク、おまえは清きよいままだ。この国では、人殺しをしたことのない王なんてものが存在したことはない。新しい時代を築きずくといい」

　ラスタの言葉に、ミーナは目め頭がしらが熱くなるのを感じた。

　そして今はこんな良王となっているのに、排はい斥せきしようとする将軍やイライザたちに、怒りがまた増してくる。

「アレク殿下、父上のためにも、ここは生き延びるべきです。さっ、夜明けまでに城を出ましょう」

　ラウルが反対の腕を摑つかみ、引き剝はがすようにその場からアレクを連れ出した。

　しばらく行くと、アレクは怒ったように二人の腕を振り払う。そして何度も目頭をこすり始めた。

「家畜小屋の番人だなんて呼んで、父上のことをバカにしてきた。だから、こんな罰を受けるんだ」

「心ある者がまだ城内にいれば、陛下もきっと守られますわ」

　アレクを励はげましながら、皆は小走りに居きよ室しつとして与えられた部屋に向かった。ところが部屋が近づくにつれ、家畜小屋にも負けないほどの異様な臭いがしてきた。

「ジュリアスは大丈夫かしら？」

　ジュリアは真っ先に、特別鼻のいい弟の心配をしている。

「気を失っているんじゃないか」

　ラウルの心配は当たっていた。部屋に入ると、クラウドが革かわに薄く何かの液体を塗ぬり込めていたが、ジュリアスは部屋の隅すみで、頭に濡ぬれた布を置いて横たわっていた。

「ジュリアス！」

「ああ、姉様。いよいよ、僕も幻まぼろしが見え始めたのかな。ミーナ様が見える」

「本物よ。オーガスト卿が、ミーナ様を救い出してくださったの」

　ミーナはジュリアスの側そばに近づき、そっとその手を握った。

「クラウドの手伝いをしていたの？　こんな臭いの中、よく頑がん張ばったわね」

　横たわったまま、力なく微笑んだジュリアスだったが、とんでもないことをいきなり口にした。

「おかしいなぁ。ミーナ様、宴に来てませんでしたか？　ミーナ様の匂においがしたような気がしてたんだけど」

「えっ？」

「匂いを辿っていくと、決まって銀色の髪をした、綺き麗れいな顔の男の人にぶつかるんです。男なのに、何かふんわりとしたいい匂いのする人だったな」

　まさかあんなに姿が変わっているのに、匂いでばれるなんて思ってもいなかった。きっとジュリアスは、宴の間中、そこにはいないミーナの姿を捜していたのだ。

　そこにまたラウルがやってきて、にやにやと笑ってミーナの腕を突く。

「そろそろ正直に話したらどうだ？　古い友人……ウラル神と一緒にいたんだろ？」

「ええ……いたわ。今、話したことも、みんな神様が調べてくれたことなの。神様は馬に入って、ゴシュラムに向かったわ。だから援軍が来るのは確実よ」

　もう隠してはおけない。そんなことで揉もめているうちに、脱出が遅くなったら大変だ。そう思って真実を告げたが、途と端たんにラウルは目を輝かせていた。

「で、どうなんだ？　神様といるとどんな感じがする？」

「ラウル兄様、詳しいことはゴシュラムに戻ったら、満足するまでじっくり話すわ。だから今は、逃げ出すことを最優先にして」

「それもそうだな。だけど、ジュリアとクラウドはわかっていたんだろ？　そうでなければ、宴の後でいきなりあんなものを作りだすはずがない」

「あんなものって、何を作っているの？」

　ミーナが興味を示すと、忙しそうにしているクラウドに代わって、ジュリアが説明してくれた。

「革に、毒避よけを塗っておくのですって。鎧よろいの継つぎ目とか、手の甲こうに貼りつけて防具を強化するそうです」

　果たしてそんな毒避け程度で、イアンの作った猛もう毒どくに対抗できるのだろうか。不安になっていると、エバンズがクラウドの前に毒矢を差し出していた。

「イライザに渡された毒矢だ。調べてみてくれ」

　クラウドは革に毒避けを塗る手を止めて、毒矢を受け取りじっと目を凝こらす。

「道具も何もないから、どんな毒か調べることができないな。だが、ただの毒ではないようだ。包んでいる革袋が、すっかり変色している」

「そういえば、渡されたときはまだ革袋も新しかったな」

　そこにいた全員が、エバンズの手にした革袋を見て押し黙った。

　そんな猛毒を塗った矢が飛んできたら、かすり傷程度でも致ち命めい傷しようになってしまう。皆が毒に怯おびえているというのに、あえてミーナは願いを口にした。

「ゴシュラムとの国境近くに、イアンの城があるわ。そこに……オーガスト卿の妹君が囚われているの。ゴシュラムに戻る前に、彼女を助けたいのだけれど」

「おい、毒薬使いのいる城に、わざわざ寄り道しろっていうのか？　オーガスト卿の妹は、何年も前に亡なくなったんだろう？　まさか幽ゆう霊れいを助け出すつもりか？」

　ラウルがとんでもない早口でまくしたてている。だがミーナは、ここで下がるわけにはいかなかった。

「イアンに記憶を奪われて、侍じ女じよとして働かされていたのよ。わたしが攫われていた間、ずっと親身になって世話してくれていたの。レディ・エリザは、オーガスト卿と一緒に、元の邸に戻るべきだわ。あのままじゃイアンに殺されてしまうかもしれない」

　必死になるミーナの肩を、そっと叩たたいたのはマリスだった。

「安心していいよ、ミーナ。我々が、オーガスト卿の大切な妹を見捨てるはずがないだろ」

「マリス兄様……」

「オーガスト卿は危険を顧かえりみず、ミーナを救い出しに行ってくれたんだ。その恩にも報むくいたいし、困っている人がいたら助けるのは当然のことだ」

　マリスがそう言ってくれれば、何よりもの助けだ。けれどそこでエバンズが、遠えん慮りよがちに言ってきた。

「いや、私の妹のために、皆を危険に巻き込むことはできない」

　それを聞いて、ミーナはすぐに反論する。

「エバンズ様、わたしたちと一緒に戦うって、約束なさいましたわ。もうお忘れになったの？」

「忘れてはいませんが……」

　エバンズがどう思おうと、もう一人で戦わせるわけにはいかない。ミーナはエバンズに近づき、じっとその顔を見つめる。

「約束、なさったわ。騎士は噓をつかない。そうでしょ？」

「そうです」

　そこでエバンズは苦笑する。苦笑でも笑顔は笑顔だ。ミーナはもっとエバンズの笑顔を見ていたかった。

「ありがとう、エバンズ様。それを聞いて安心したわ。さて、それじゃ、わたしも何か手伝おうかな。クラウド、何をやればいいの？」

　　強きよう烈れつな臭いにもめげず、ミーナが手伝いを申し出ると、それまでこっそりと泣いていたアレクが顔を上げて言ってきた。

「驚いたな。さっきまで敵に攫われていたんだろう？　なのに戻った途端に、もう戦うつもりなのか？」

「ええ、そのつもりですわ」

「だって、あなたはゴシュラムの王女だろ？　姫君っていうのは、何かあると気を失ったり、城の奥深くに隠れているものだ」

　そうなのだろうか。普通はそうなのかもしれない。けれどミーナは、そんなふうには育てられていなかった。

　アレクには言いにくいことだが、かつてゴシュラムの無敗軍団に攻め込まれ、両親を失った母シーナが、たとえ姫といえども、いざとなったら戦えるようにと育ててくれたおかげなのだ。

「ゴシュラムは、男も女も、皆、そんなに強いのか？」

　アレクの質問に、ラウルは笑いだす。けれどすぐに優しい口調になり、アレクを慰なぐさめた。

「僕らは特別強いわけじゃない。だけど信頼できる仲間がいるから、頑張れるんだよ。それだけのことさ」

「だからって、女まで強くなれるものじゃない」

「いや、この二人は、ゴシュラムでも特別なんだ。すべてのゴシュラムのレディが、こんなに気が強いわけじゃないから安心していいよ」

　やっとアレクにも、微かすかながら笑いが戻ってくる。ミーナはほっとしてクラウドの側に近づいた。

「革を、こんな形に切ってください。そして甲かつ冑ちゆうの継ぎ目に、外側から貼りつけるように。こんなものでも、ないよりはましだから」

　短い間に、クラウドは即そつ効こうの毒避けを作ったのだ。その手しゆ腕わんを褒ほめたいところだが、そんな余裕はなさそうだ。

「アレク殿下、こうしている間に、ミーナに甲冑と剣、それに兵士の服を与えてくれないか？　こんな格かつ好こうじゃ、毒矢のいい標ひよう的てきになってしまう」

　ラウルの申し出に、アレクはにこやかに頷いた。

「ああ、そうだな。しかし……先ほどは失礼なことを言ってしまった。ミーナ王女には求婚しないと言ったが、あれは撤てつ回かいする」

「えっ？」

　いきなり何を言いだすのだ。そんなおかしなことを口にするなら、いっそ悲しみに浸っていてくれたほうがいい。

「レディ・ジュリアには、すでに許嫁いいなずけがいるというし。だが、ミーナ王女は正式な婚約など誰ともしていないのだろう？」

　アレクはマリスとラウルに、同意を求めるように視線を向けた。

「ハッシュウィル王おう妃ひには、勇気のある姫が相応ふさわしい。強い王妃が、この国には必要なんだ。そう思わないか？」

　そうは思わないと言って欲しかったのに、マリスもラウルも呆あきれたのか黙っている。ならばエバンズに助けて欲しいと思ったけれど、今の立場ではハッシュウィルの皇太子を押しのけて、自分こそミーナに相応しいなどとは、とても言いだせないだろう。

「ミーナ王女を王妃に迎えたら、父上も喜んでくれるだろう。両国の絆きずなも深まる。いいことばかりじゃないか」

　勝手に盛り上がるアレクを無視して、ミーナはジュリアとともにクラウドを手伝い始める。けれどこのまま黙っていたら、了りよう承しようしたことになってしまうだろうか。

　それはまずい。

「アレク殿下、今はそんな浮かれている場合じゃありません。まずは、ゴシュラムの援軍が来るまで、しっかり自分の身を守らないといけませんわ」

　ちくっと言ってやったつもりだが、アレクはそこで立ち上がり、元気な声で答えた。

「ああ、そうだった。そうやって、いつも的てき確かくな指示を出してくれたら、俺も心強い。こんな王妃を民たみも待ってるだろう」

　そこでジュリアが、ミーナの耳元でそっと囁ささやいてきた。

「何をどう言っても、自分のいいように解かい釈しやくする天才です」

「……困ったわ」

「オーガスト卿に、求婚者になってもらったらいかが？」

　にこっとジュリアは微笑んでいるが、ミーナの顔は引き攣つっていた。エバンズの気持ちもよくわからなくて、ミーナ自身がもやもやしているというのに、そんなこと頼めるわけがない。

「いいわ。すべて解決したら、そこではっきりさせるから」

　ハッシュウィルの王妃になる気はないとは言えるけれど、では他に求婚者がいるのかと訊かれたら答えようがない。いっそジュリアスを求婚者にしようかと思ったが、ハンカチで鼻を押さえてうんうん唸うなっている少年は、とても王女の求婚者には見えなかった。
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　ゴシュラムの王おう妃ひシーナは、毎晩、窓の鎧よろい戸どを閉ざさずに眠っている。いつ、突然の来訪者が窓から飛び込んできてもいいようにだ。

　共に休んでいる夫のゴート王は冷たい夜風が吹き込んできても文句は言わない。何しろここ数日、ほとんど安眠から見放されている状態だ。むしろ熱くなった頭には、涼すずしい夜風が必要だろう。

　もう何日も、こうして朗ろう報ほうを待っている。シーナはウラル神の力を信じているから、ひたすら待ち続けているが、さすがにゴート王はそうはいかなくなってきたようだ。

　今夜も眠れず、ベッドの上で何度も寝返りを打っていたが、この感じでは夜が明けたら、さらに新たなミーナ捜そう索さく隊たいを結成して、自みずからハッシュウィルに乗り込んでしまいそうだ。

　そろそろ夜が明けてくる。地平線がほんのりと明るくなっていくのを、シーナは窓まど辺べに佇たたずんでじっと見つめていた。

「きっとミーナも、どこかでこうやってウラルのことを待っていたはずだわ」

　かつてその体に、ウラル神を宿したことのあるシーナだ。だからこそウラル神がいれば、ミーナの身にそれほどの危険は及およばないと思っている。

「やはり子供たちだけで行かせたのは間違いだ。ハッシュウィルに入った時点で、伝令の兵が戻ってきたが、その後すぐに捜索隊を向かわせるべきだった」

　やっと眠ったかと思ったのに、起きてしまったのかゴート王が呟つぶやいている。

「マリスとラウルでは、無理だったのではないか？」

「もう、いつ戴たい冠かんしてもおかしくない、立派な大人おとなですよ、二人とも。そんな心配はなさらなくても大丈夫です」

「そうかな。ハッシュウィルの内ない情じようは、かなり混こん迷めいしているようだ。他国のことには干かん渉しようしないつもりできたが、もっと早くに内ない偵ていを進めておけばよかったな」

　余計なことをすれば内政干渉になってしまう。近隣諸国の中でもっとも強大なゴシュラムがそれをしてしまったら、各国は今度はゴシュラムが攻めてくるのかと、脅きよう威いに感じるに違いない。

「夜が明けたな。ハッシュウィルに向かうことにする」

　ついにゴート王は起き出してしまった。

　一度こうと決めたら、迷わずに突とつ進しんしてしまうところがゴート王の欠点だ。似なくてもいいのに、そんなところがミーナにもある。

　ここは何とか思い止とどまらせたほうがいいのか、シーナは悩む。

　ウラル神を信頼していたが、まだ神は近くにいるのだろうか。人々の争い事を嫌きらい、また山やま奥おくか深しん海かいに姿を隠かくしてしまったのかもしれない。

　だったらミーナを助け出すために、動きださないといけないだろうか。

　侍じ従じゆうを呼んで、ゴート王の着替えを手伝うべきなのに、シーナの中にまだ迷いがあった。

　するとその迷いを晴らすかのように、城に向かって真まっ直すぐに飛んでくる、黒い鳥の姿が目に入った。

「お待ちになって……あれは、きっとウラル神よ」

　昇り始めた朝あさ陽ひを、漆しつ黒こくの体が反射している。その鳥は忌いみ嫌われる烏からすだったが、シーナには神こう々ごうしい神鳥のように思えた。

「ウラル！」

　シーナは窓から身を乗り出し、大きく手を振る。すると烏は、まるで隼はやぶさのような勢いで室内に飛び込んできた。

　何から話せばいいのだろう。シーナがその腕に烏をのせた途と端たんに、何と横からゴート王が手を伸ばしてきて、烏の背に触ふれた。

「ミーナは無事か？　王子たちはどうしている？」

　あまりの慌あわてぶりに、そこで烏は嘴くちばしを上にあげて笑っていた。

『気が短いのは、いつまで経たっても変わらないな』

　温かいものが伝わってきて、二人は烏を取り囲むようにして撫なで回す。

　こうして触れていれば、ウラル神の考えていることは伝わってくる。そして上う手まくすれば、まるですぐ近くで見ているように、遠くで起こっていたことを見せてももらえるのだ。

『姫ちゃんを借りていて、すまないと思っているよ。だけど、もうシーナの体を借りるわけにはいかないからな』

「私だったら、いつでも使ってよかったのに」

『そんなことしたら、俺がゴート王に殴なぐられる』

　いや、娘のミーナのことだって、同じくらいゴート王は心配しているのだ。それを知ってウラル神は、烏の体でまるで貴き人じんのように頭を下げてみせた。

『すまない。妻にしても、娘にしても、ゴート王にとっては大切な家族だったな。心配させてすまなかった。みんな、無事だから安心してくれ』

　ミーナの姿が心に浮かんだ途端に、ゴート王の口から大きなため息が漏もれた。

「よかった……」

『ああ、だけど、その、あの、何だ。あれだよ』

　言いにくそうにしているウラル神烏を、シーナは突く。

「はっきりおっしゃったら。状況は、楽らつ観かんできない、そうなんでしょ？」

『ああ、そうなんだ。敵には、とんでもない毒薬使いがいる』

　そこでウラル神から、毒薬使いの姿が送られてきた。

「まさか……よく似ているけど」

『ああ、かつて無敗軍団を指揮し、父王まで殺した銀色の悪魔ハイルとは、母違いの兄弟きようだいだ。幸いなことに、ハイルが死んだ後で生まれてきたから、命を取り留めたが』

　そこでゴート王は、烏に触れていた手を離してしまった。そんな危険な相手が敵と知ったら、もうじっとしてはいられないのだろう。

『ハッシュウィルの国軍は、王のラスタを排はい斥せきして、このイアン・ヒョードルを新王に据すえようとしている。恐らくマリスとラウルたちは、ハッシュウィルの皇こう太たい子しを連れて逃げてくるだろう』

「わかったわ。では迎えに行けばいいのね」

『きっとミーナは、ゴシュラムとの国境近くにある、イアンの城に寄よっていくはずだ。そこに、オーガスト公こう爵しやくの妹が囚とらわれているからな』

　そこまで聞いては、さすがにシーナも落ち着いてはいられなくなってきた。

　敵が危険な毒薬使いだというのに、わざわざその城に出向くというのだ。

「ウラル、私、初めてあなたのこと少し恨うらんでいる」

『すまない。大切な子供たちを、危険な目に遭あわせてしまったな。馬と狼おおかみと梟ふくろうと烏を乗り継ついでここまで来たけれど、すぐにまた戻って、彼らを助けるよ』

　ウラル神が絶対的な神ではないことぐらい知っている。そんなウラル神が、人々の平和のために努力してくれているのもわかっていた。

　自分だってウラル神に望まれたら、進んで戦いに加わっただろう。

　なのにミーナが選ばれ、そのために危険な目に遭っていると思うと心が揺ゆれた。

『それとゴート王に、ただちにシェルランドに兵を送って、国王を救い出すように頼んでくれ。毒にやられているが、清せい浄じような水と食物を摂とるようになれば、健康を回復して頭もまともになる』

「そうね……それでは、私も子供たちを迎えに行く支し度たくをするわ」

『相変わらずだね。じっと待っているなんて、苦手なのはわかっているが……。それじゃ俺は、先に行って待ってるよ』

　そのままひらりと烏はシーナの腕から離れ、窓から飛び去ってしまった。

　ゴート王はもう侍従を呼んで、着替えを始めている。その姿が戦いくさ支度だったので、シーナはやはりゴート王は自ら出向くのだと納なつ得とくした。

「あの……私も、同行させていただきますわ」

「……同行するだと？」

　ウラル神だったら、シーナの無茶ぶりを理解してくれる。けれど夫のゴート王は、そこまでの理解は示しめしてくれない。やはり妻であるシーナには、城の奥深く安全な場所に隠れていて欲しいのだ。

「ええ、ご一緒しますわ」

「その身に、ウラル神を隠していくのか？」

「いいえ、ウラルはもう先に行きました」

　ウラル神が入っていれば安全だと、ゴート王も思っただろうが、残念なことにもう飛び去ってしまった後だった。

「わかった。どうせ、止めても無む駄だなんだろう。おかしな変装などして、ついてこられても困るからな」

「あら……」

　案外簡単に許されて、かえって拍ひよう子し抜ぬけしてしまった。けれど次の瞬間、シーナはこれまでずっと封じ込めていた、わくわくした感じというものを取り戻していた。

　決して楽しいことではないとわかっているけれど、気分は戦っていた頃に戻ったかのように高こう揚ようしている。

「連れてはいくが、いいか、決して足手まといにはなるな。目的は、あくまでもミーナを助け出すことだ。しっかりしているように見えても、まだ十五歳だ」

「もう……十五歳ですわ」

「そうか？　あなたが戦いに身を投じたときは、十七歳だったはずだ。この年頃の二年は大きい。しかも、ミーナは大切に守られて育ったから、世間知らずだし」

　夫の言葉にいちいち反論したりはしない。そう決めているけれど、シーナはもうミーナが、以前の世間知らずなわがまま王女ではないと確信している。

　ウラル神を一度でもその体内に宿した者は、気付かないうちに人として成長するのだ。今、困難な局面に立ち向かっていても、ミーナならきっと乗り越えられる。むしろ自分たちの助けなんて、必要ないのかもしれないと、シーナは感じていた。
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　このところ、おかしな夢ばかり見る。すると不安になってきて、ベッドを直していたマリカは、思わず枕の下に隠した本を取り出していた。

「よかった。まだばらばらになっていないわ」

　イアン・ヒョードルの城に来る前のことは、何も覚おぼえていない。唯一の持ち物が、この本だったのだ。

　上質な本だったのだろう。表紙は革で、中に描えがかれた絵には丁てい寧ねいな彩さい色しよくが施ほどこされていた。最初から傷いたんではいたが、さらにこの六年の間、毎日飽あきずに見ていたせいか、もうかなりぼろぼろになってきている。

　この本がなくなったとしても、マリカは困らないだろう。なぜなら一頁ページ一頁、すべての内容も絵もしっかり覚えているからだ。

　内容は四つの恋物語だが、その話の中のどの主人公にも、自分はなれないのだと思うと悲しかった。

　マリカを引き取ってくれたイアンは優しいが、ただそれだけだ。愛されているとはとても思えない。マリカ自身も、イアンに感謝はしているが、愛しているのかと言われると、何か違うといつも感じていた。

　もっともイアンにとっては、マリカなんてただの侍じ女じよ程度にしか思えないのかもしれない。やはりイアンが求めるのは、金色の髪をした美しい娘ではないのか。

　自分のことをゴシュラムの王女だと名乗っていたミーナが、魔法のように消えてしまってから数日が経たつ。最初はマリカも、イライザに奪われないために、イアンがどこかに隠したのかと思っていた。

　けれど隠していたとしても、食べ物や飲み物は必要だろう。それらがこっそりと運ばれていく様子はない。

　だったらミーナはどこに消えたのだろうか。

「銀色の髪の魔術師……」

　カイルと名乗った謎なぞの若者の姿が、ふっと蘇よみがえった。それと同時に、常じよう緑りよく樹じゆで作られた迷路がある、素す晴ばらしい庭てい園えんも脳のう裏りに蘇る。

「どこなのかしら……美しいところ。行ったことがあるのなら、もう一度行ってみたい」

　マリカは窓に近づき、荒こう涼りようとした風景に目を向ける。

　ここでは滅めつ多たに花も咲かない。夏になると、荒あれ地にも僅わずかの雑草が茂しげり、小さな花が少し咲くだけだ。

　日中眠っているイアンには、目にする風景になんて意味はないのだろう。けれどマリカにとっては、やはり心の慰なぐさめになるような美しい花々は憧あこがれだ。

　食料を届けてくれる男に頼んで、花の苗なえを手に入れて植えてみたが、やはりこの地が向かなかったのか、無む惨ざんにもすべて枯かれてしまった。

　いつか自分もあの花のように、力なくしおれて枯れていくのだろうか。そう思うと、生きていることそのものが悲しくなってくる。

　マリカを捜さがしに来てくれる人はいない。つまりマリカには、もう両親はいないのだ。あるいは、マリカは両親にとっていらない娘だったのかもしれないと思うと、ますます気持ちは沈んでくる。

　陽が高く昇り、午後の海は綺き麗れいな青へと色を変えていた。明け方や夕方の真っ黒な海は不ぶ気き味みだが、こんな明るい色の海は好きだ。そう思って眺ながめていたら、海鳥が一羽、こちらに向かって真まっ直すぐに飛んでくる。

「あら珍めずらしい……この城は烏からすにも嫌われているのに」

　イアンが烏避よけを作っているので、城には海鳥はおろか、烏すら寄りつかないのだ。なのにその海鳥は、必死な感じで飛んできて、あろうことか窓から中に飛び込んできた。

　恐怖で叫ぶべきだろうか。マリカは部屋の隅すみに下がったが、叫ぶことはしなかった。

　なぜなら真っ直ぐに飛び込んできたその様子から、マリカには海鳥が特別な意い思しを持っているように感じられたからだ。

　羽を閉じた海鳥は、よたよたとマリカに近づいてくる。そしてその身をすり寄せてきた。

『待たせたな、マリカ。迎えに来たよ』

「えっ……？」

　海鳥から伝わってくる声が、マリカにはカイルの声のように感じられる。

　もしかしたらカイルは本物の魔法使いで、ミーナのことはイタチに姿を変えて逃がしたのかもしれない。

　だったらマリカは、海鳥となってここから出て行くのだろうか。

　だが、マリカはミーナとは違う。帰りたい場所がどこなのか、全くわからないのだ。

『今、思い出させてあげよう』

　海鳥の姿が、カイルになったかのように思った。するとマリカはカイルと手を繋つなぎ、空中に浮き上がっていた。

「空を飛んでるわ」

『飛んでるように見えるだけさ。いいかい、マリカ。君の本当の名前はエリザ。シェルランド王国の、オーガスト公こう爵しやく家の姫君だ』

「そんな人たち……知らない。だって、そんな立派な両親がいたら、私を捜してくれるはずでしょう？」

『捜したくても無理なのさ。君の両親は、すでに亡なくなっている』

　たとえこれが夢物語でもいい。マリカはカイルの言葉で救われたのだ。亡くなってしまったのなら捜せない。いらない娘でなかったことは、マリカにとって何よりもの救いだ。

『今から見せるものは、とても辛つらいものだ。だけど、目を逸そらさずに、事実として受け止めてくれ』

　次の瞬間、あんなに晴れていた空は一気に曇くもり、今にも雪が降りそうな冬空になっていた。そんな中、棺ひつぎに横たわる痩やせこけた少女の姿が目を射いる。緑色のドレスを着た少女の胸には、まだ今より綺き麗れいなあの本が置かれていた。

「あれは……」

『そうだよ。あれは君だ』

　棺は閉ざされ、土中に埋うめられていく。それを悲痛な表情で、食い入るように見つめている黒髪の若者の姿があった。

『彼は君の兄、エバンズ・オーガストだ』

「お兄様……」

　あの若者を追って泣いたことが、急に思い出された。あれは騎士の修行に、エバンズが旅立つ日のことだ。兄が大好きだったエリザは、置いていかれる寂さびしさで、盛せい大だいに泣いて駄だ々だをこねたものだった。

『思い出したみたいだね』

「ええ……」

　けれど次の場面では、恐ろしいものを見なければいけなくなった。

　男たちが墓を掘り起こしている。その手元を照らす松たい明まつを持っているのは、銀色の髪の若者だった。

「あの人は誰だれ？　カイル、あなたじゃないわ」

『ああ、今よりは少し若いけど、イアン・ヒョードルさ』

「伯はく爵しやく様が、どうして？」

『イアンはシェルランド王国の王族を、毒薬で根ね絶だやしにする仕事を頼まれた。そのときにエバンズを知り、猛もう烈れつに嫉しつ妬としたんだ。だから君を奪い、自分が兄の立場となり、信頼されるように操作した』

　他の誰かに言われたら、とても信じられなかっただろう。けれどカイルは本物の魔法使いだから、見せられたものはすべて信じられる。

『そしてイアンは、エバンズを好きになったミーナ王女を攫さらった。いずれエリザのように記憶を奪い、自分を愛するようにし向けるつもりだっただろうが』

「あなたが逃がしてあげたのね」

『そうだよ。エリザ、イアンは君の両親を殺した恐おそろしい男だ。もうここにいてはいけない。すぐにこの城を抜け出せ』

「でも……」

　その先、どこに行ったらいいのかわからない。

　故郷のシェルランドは遠いのだろう。エリザには自分が今いる場所もよくわからないのに、一人で逃げられるのだろうか。

『安心しろ。エバンズとミーナがこちらに向かっている。安全な場所に隠れているといい。俺が、彼らを君の元に導みちびいてくるから』

「カイル……本当に」

『ああ、本当さ。それと俺の本当の名前はウラル。元はウラル王国の神様だったんだが、最近はみんなの神様さ』

　ではあの銀色の髪の魔法使いは、仮の姿なのだろうか。エリザがそう考えた途と端たんに、答えが浮かんだ。

『そうだよ。あれは、どこにもいない、幻まぼろしの若者だ。お嬢ちゃん、言っておくが、俺に惚ほれても無む駄だだよ。君には、もっと相応ふさわしい相手がいる』

　何もかも知られてしまって、エリザは恥ずかしさから顔を赤くした。するとふんわりと抱きしめられたような感じがした。

『よし、もう大丈夫だ。何もかも思い出したね。勇気を持て、エリザ。自由と、そして自分を取り戻すんだ』

「ええ……そうするわ」

　気がつくと、以前の部屋の中にいた。風が吹き抜けて、エリザの髪を乱す。勢いよく窓から風が吹き込んだのは、部屋の扉とびらが開いたせいだと気付いたエリザが振り向くと、そこには昼間だというのにイアンの姿があった。

「あっ……」

　まるで死神のように、棺を掘り起こす様子を見守っていた男。

　オーガスト家の食卓に、遅ち効こう性せいの毒どくを混ぜるように指示した男。

　兄のエバンズのようになりたかったのか。そしてエリザに慕したわれ、ミーナに愛されたかったというのか。

　そのイアンが、なぜかここにいる。

「誰と話していたんだ……」

「えっ、誰とも……」

　呪じゆ縛ばくが解とけた途端に、これまでは親しみを感じていたイアンの姿が、ただ恐ろしいばかりに思えた。

　昼間に幽ゆう霊れいを見たら、こんな気持ちになるだろうか。エリザは思わず手にしていた本をしっかり握にぎりしめ、何とか自分を落ち着かせようとした。

　こんなに陽が昇っているのに、イアンが起きているのはおかしい。いつもならしっかり窓を閉めた部屋の中、眠っている時間だ。

「誰かいたはずだ」

　そこでイアンは、窓の外にいる海鳥に気がついた。

「あれか？」

「え、ええ。話し相手がいなかったので、海鳥と……」

「ただの鳥じゃない。普通の鳥は、ここまで近づかないはずだ」

　イアンはふらふらと歩いてきて、窓に近づこうとしている。その前に立ち塞ふさがるようにしているエリザの体をどけようとして、手を伸ばした。

「触さわらないでっ！」

　思わず叫んでしまい、体をイアンから遠ざけた。するとイアンはそこで立ち止まり、驚いた様子でじっとエリザを見つめてきた。

「今、何て言ったんだ？」

　そのとき、海鳥がギャーギャーと鳴き始めた。イアンは海鳥とエリザを、交互に見ながら呟つぶやく。

「そうか……あれが、そうなのか。ウラルのおかしな魔物」

　そこでイアンは、いつも帯たい刀とうしている短剣を鞘さやから抜き、海鳥に向かっていく。

「やめて、やめてください」

　エリザは勇気を出し、イアンの腕を摑つかんでどうにか攻撃を邪魔しようとした。

「何をしている、マリカ」

　イアンは苛いら立だち、エリザの手を振りほどこうとしてくる。そこで思わずエリザは、言ってはいけないことを言ってしまった。

「私は、マリカなんて名前じゃないわ。エリザよ。エリザ・オーガスト」

「……ああ、そうだったな。確か、そんな名前だったか」

　そこでイアンは笑いだす。エリザはこれまで、こんな恐ろしい笑い顔を見たことがない。笑いを作ろうと必死になっているのに、その下にはとんでもない憤ふん怒ぬが渦うず巻まいていて、イアンの顔を悪魔のように変えていた。

「大切に守ってやったのに……この恩知らずが」

　イアンの攻撃の矛ほこ先さきが、海鳥からエリザへと変わっていた。派は手でに短剣を振りかざすことはないが、確実にエリザを狙ねらって間合いを詰つめてくる。

「恩知らずですって。私の両親を奪ったくせに」

　記憶はまるで渦のようになって、次々とエリザの脳内を回っていく。

　穏おだやかで威い厳げんのある父、優しく美しい母。そして見事な庭園を持つ、オーガスト公爵邸てい。エリザはイアンによってすべてを奪われたのだ。

「そうだよ。だけどエリザ、おまえから奪ったものなんて、微び々びたるものさ。それより、エバンズ・オーガストからは、もっとたくさん奪ってやった。おまえも奪われたことになっている。そう、おまえはもう死んでいるんだよ」

　だからここでもう一度、殺してやるとでも言いたいのだろう。

　けれどエリザは死にたくなかった。生きてもう一度、自分の邸やしきに帰りたい。そして兄のエバンズに会いたかった。

　一歩、また一歩とイアンが近づいてくる。すると海鳥が再び部屋に飛び込んできて、イアンの頭に飛び乗った。

「よせっ、この化ばけ物ものがっ！」

　短剣を振って追い払おうとしているうちに、海鳥はエリザの肩に飛び移ってくる。そうかと思ったら、再び窓から飛び出していってしまい、今度はもう戻ってこなかった。

　神はエリザを見捨てたのだろうか。

　そうじゃない。エリザは自分の中に、これまでなかった強い力を感じている。

　神はエリザの中に入ってくれたのだ。

　そのままエリザは突進していき、短剣を握にぎるイアンの腕をねじ上げて、ついにはその手から短剣を落とさせていた。

『なんてことなのっ！　これ、私がやっているのよね』

『ああ、そうだとも、レディ・エリザ。君は本当は強いんだよ。知らなかったのか？』

『ええ、知らなかったわ』

　続けてエリザは、イアンの体の下に自分の体を潜もぐり込ませ、頭一つ分は背が高いだろうイアンを、軽々と投げ飛ばしていた。

「まぁ、どうしましょう。どうしたらいいの」

　イアンが床に伸びて呻うめいている。たいした力も使っていないのに、どうやったのかエリザにもわからない。

『逃げる。ともかく逃げる。それだけさ』

　もう逃げるしかないだろう。そこで本だけを手にエリザは走りだしたが、自分の体なのにまるで別のもののように軽い。城の階段を一気に駆かけ下りる。

「警けい護ごの男たちがいるけれど、大丈夫？」

『何か訊かれても、泣いているふりして走り抜けろ』

「は、はい」

　以前の記憶を取り戻したが、かといってここに来てからのことを忘れてはいない。迷路のように入り組んだ城の通路を、エリザは迷うことなく走り抜けた。

「ウラルの神様、どこに逃げたらいいのですか？」

『森だ。岩場を過ぎた先に森がある』

　森と聞いて、エリザの足はすくんだ。

「駄目よ。森には狼おおかみがいるわ」

『安心しろ。狼は俺の友達だ』

　どんなにエリザがその場に留とどまろうとしても、足がさっさと先に向かってしまう。確かに急がなければ、イアンはすぐに追っ手を向けるだろう。

　荒れ地の岩場の先には、背の低い木々がちらほらと目につく。それからさらに奧へと進むと、黒々とした森が広がっていた。

「こんなところまで来たのは初めて」

　森に入ってから見上げると、木々の枝葉の間から真まっ青さおな空が見える。いつもと同じ空のはずが、エリザには輝いていて特別なもののように思えた。

『じきに夜になる。一人で心細いだろうが、俺はエバンズたちをここに導いてくるから、それまで一人で隠れていてくれ』

　一人と聞いて、エリザは不安になった。これまで一人になったことがないのだ。

　そこにのっそりと巨大な灰色の狼が現れた。エリザはかろうじて悲鳴を飲み込んだが、全身が細かく震えだす。

『心配いらないって。俺から、狼たちにはよく説明しておくから、彼らがエリザを守ってくれるよ』

「でも……」

　狼だってお腹なかが空すけば、エリザに対してそんなに優しくしてはいられないだろう。食べられてしまったらどうしようとエリザが悩んでいると、ウラルの神様が笑っているのが感じられた。

『エリザを仲間だと覚えたら、彼らはどんな人間より優しく、心強い味方になる。それに今の季節は獲え物ものも豊富だ。わざわざ人間なんて食べる必要はないのさ』

　それを聞いたからといって、すぐに安心できるものではない。

　エリザは大きな倒とう木ぼくの陰かげに座らされた。すると狼はすぐに寄ってきて、フンフンと匂においを嗅かいでいる。恐怖から思わずぎゅっと目を閉じた瞬間、エリザは自分の中が、空からっぽになったような心細さを感じた。

「ウラルの神様？」

『ああ、こっちにいるよ』

　なんと神様は、今度は狼の中に入ってしまった。中に神様がいるのだと思うと、もう狼も怖くない。エリザは思わず狼を抱きしめてしまった。

『そろそろ行くよ。寒くなったら、狼が温めてくれる。城の男たちも、狼の姿を見たら、まさかエリザがその近くにいるとは思わないだろう。安心して隠れているといい』

「ありがとう、ウラルの神様」

　ここで待っていれば、本当に兄のエバンズが迎えに来てくれるのだろうか。やはりエバンズにもう一度会いたい。そう思ったエリザは、神様を信じてここで待つことにした。
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　思ったより出しゆつ立たつに手間取ったミーナは、エリザは無事だろうかと心配になった。

　こんな事態に不慣れなアレクが、いつまでもぐずぐずしていたからだ。だがその気持ちはわからなくもない。

　帰れるかどうかもわからないのに、アレクは自分の育った城を出るのだ。しかも城に残された父王の命の保ほ証しようはなかった。

　城に残り、父とともに戦うべきかと悩んだのだろう。ついに諦あきらめて城を出る気持ちになったのは、アレクにもこの少人数では、将軍率いる国軍に攻め込まれたら、無む駄だ死じにするだけだとわかったからだ。

　甲かつ冑ちゆうに毒どく矢や避よけの革かわを貼りつけたが、ごわごわしていて動きにくい。みんな内心は不満だろうが、口にはせずに馬を急がせた。

「このままでは、イアンの城に辿たどり着くまでに、夜になってしまうな。レディ・エリザの身が心配だが」

　マリスは眉まゆを寄せて、街かい道どうの前後を確認している。

　そろそろイライザたちも、エバンズの裏うら切ぎりに気付いただろう。そしてゴシュラムの一行が、アレクを伴ともなって城を出たことも知ったはずだ。

　追っ手が追いつく前に、できることならエリザを連れてゴシュラムに戻りたい。けれど長い刻とき、馬で旅した経験のないアレクには、馬を急がせる強行な旅は難しい。

　マリスは何度も背後を振り返っているが、その不安な気持ちが自然と皆にも伝わっていく。

「エリザは私が連れ出します。殿下たちは、先をお急ぎください」

　エバンズが申し出ると、ラウルが即そく座ざに却きやつ下かした。

「オーガスト卿きようが抜けたら、ミーナも追いかけていくに決まってる。少ない人数で戦わないといけないんだから、分かれたら不利になるだけだよ」

「ですが、このままでは追いつかれてしまうでしょう」

「援軍が来るよ。僕らの父上は特別熱い人だから、いつまでも戻らない僕らを、待ちきれずに迎えに来るだろう。だからオーガスト卿、僕らがしなければいけないのは、決して命を無駄にしないことさ」

　ラウルの言葉に被かぶせるように、すぐにまたマリスも口を挟んだ。

「多少の怪け我がなら、治ち療りよう師しのクラウドがいるから心配ない。問題は毒矢だけだ。イアンの城にどれだけの兵がいるのか知らないが、それさえ警けい戒かいすれば、私たちなら恐おそれることはない」

「エバンズ様、神様もいます。今頃は、援軍を要よう請せいして、こちらに戻ってきているはずですわ」

　ミーナもエバンズが思い止とどまるように言ったが、そこでついに恐れていたことが起こった。

「後方から、多数の馬の足音がする」

　誰だれよりも耳のいいクラウドが、真っ先に気がついて報告してきた。ついに追っ手が追いついてしまったようだ。

「あちらの森に身を隠そう」

　マリスの提案に、ここは従うしかない。

「もう少しで、イアンの城に着くのに」

　悔くやしさでミーナは歯がみする。

　王族はどんな困難に巡り合うかわからない。そうなったときに狼狽うろたえないように、普ふ段だんから武術の鍛たん錬れんをしておくべきだと、母が女によ官かんたちの反対を押し切ってまで、ミーナに修行をさせたことを、今は感謝している。

　ラスタは民たみには良王だったかもしれないが、息むす子このアレクを甘やかしすぎたようだ。それとも自分が経験した殺さつ戮りくの日々を、アレクには決して味わわせたくないと思ったのだろうか。

　立派な体たい軀くをしているのに、まだ少年のジュリアスより軟なん弱じやくだ。こんなふうになってしまう前に、アレクが自覚すればよかったのにと今更思っても遅かった。

　けれどこれもまたいい経験だ。平和というものが、いかに危あやういものかこれで学んだだろう。アレクが王になったら、自分の子供には厳しく武術を教えるようになるはずだ。

「神様……どうしているのかしら」

　ゴシュラムに行った後、こちらに戻ってきたはずだが、そう考えた瞬間、ジュリアスの小さな悲ひ鳴めいが聞こえた。

「お、お、狼」

　すぐにジュリアは剣を抜き、弟を守ろうとする。その前に、ミーナは勢いよく立ちはだかった。

「待って。狼は神様の友達なの。もしかしたら……」

　狼は盛せい大だいに尻しつ尾ぽを振って、ミーナに駆かけ寄ってくる。

「神様！」

　ミーナも急いで駆け寄り、しっかりとそのもふもふした体を抱きしめた。

「よかった。戻ってきてくれたのね」

『思ったよりも早かったな』

「これで？」

　神様には、アレクに対する不満が筒つつ抜ぬけだろう。だが神様は、同調してアレクを非ひ難なんすることはしなかった。

『許してやれよ。あいつには、姫ちゃんのように大勢の信頼できる仲間なんてものはいなかったんだから』

「そうね……」

『だが、姫ちゃんに求きゆう婚こんするのは、無む謀ぼうだとわからせたほうがいい。それとも、エバンズに対していい刺激になるから、ほっとくか？』

　二人の会話は、他の誰にもわからないので、いきなりミーナが顔を赤くした意味を悟さとられることはなかった。

「神様、イライザたちに追いつかれたわ」

『援軍が来る。エリザはもう城から連れ出して、狼軍団に守らせているから、とりあえずは大丈夫だ。イライザたちをやり過ごしたら、気付かれないように、イアンの城近くの森に向かおう。俺が案内するから』

「よかった」

　まず真っ先にエバンズにそのことを伝えたかった。そこでミーナは、狼とともにエバンズに走り寄り、笑顔で伝えた。

「神様がレディ・エリザをイアンの城から助け出したそうです。城近くの森にいるので、そこまで神様が案内してくれますから」

「本当ですか？　神に感謝します」

　エバンズはそこで跪ひざまずき、恭うやうやしく狼の前脚を取る。

　ミーナやエバンズ、それにジュリアとクラウドは神様のことを知っているから、狼の言葉を信じて何の違和感もなく接しているが、マリスとラウル、それにアレクとジュリアスはそうはいかなかった。

「ミーナ、何で狼と話しているんだ？」

　ラウルは興味津しん々しんな様子で狼を見ているが、マリスは厳しい顔つきでミーナを見ている。

「この中に、ウラルの神様が入っているの。今は詳しく説明している暇ひまはないわ」

「説明して欲しいな。ゴシュラムでは狼が神なのか？」

　アレクも不思議そうに狼を見ながら、説明を求めてきた。

　そこでクラウドが、静かにするように合図を送ってくる。すると狼は、あろうことか馬の間を走り回って、余計な嘶いななきなどさせないように落ち着かせていた。

　地面近くに身を潜ひそめ、ミーナはこれまで進んできた街かい道どうを行く、騎馬軍団に目を凝こらす。先頭を行くのは銀色の髪からして、間違いなくイライザだった。

　エバンズの裏切りは、イライザにとっては想定内だっただろう。けれどカイルの裏切りまでは、考えていなかったようだ。

『イライザは手持ちの駒こまをみんな失って、かなり焦あせってる。近寄らないほうが賢明だ。街道を通らず、森の中を進もう』

　神様はミーナに身をすり寄せて、思っていることを伝えてくる。確かにあの様子では、かなり焦っているだろう。

「ここでイライザを討うったほうがいいのでは？」

　エバンズは答えを求めるように、狼を見ながら言ってきた。

「イライザに渡された、三本の毒矢があります。急所を狙ねらわずとも、当てるだけで効果があるのなら、上う手まくやれるでしょう」

『駄目だ、エバンズ。敵の自由を奪うことは認めるが、命まで奪ってはいけない』

　前脚をエバンズの腕にのせ、ミーナに体をもたせかけたままで神様は説得した。

　やはり神様は、どうあっても人の命を奪いたくないと思っているのだ。たとえその相手が邪じや悪あくな心を持った悪人でも、殺すべきではないと訴うつたえてくる。

「エバンズ様、お気持ちはわかりますが……ここで弓を引いたら、きっと後こう悔かいなさいます」

「後悔ですか？」

「ええ、もう十分、愚おろかなことはなさったでしょ。だからこれ以上、余計なことをしてはいけないんです。それよりレディ・エリザを助けることを、一番に考えましょう」

　イライザ殺しなどで、エバンズに一生悩んで欲しくない。生き真ま面じ目めな男だから、もしイライザを射いたら、一生そのことを考え続けそうだ。

「そうですね。あなたの言うとおりだ。どうやら私は、憎にくしみの感情というものを上手く制せい御ぎよできないみたいです。あれだけ騎士として修行したのに、恥ずかしいことですね」

「騎士になろうとする人たちは、崇すう高こうな心根を持つ人ばかりですもの。そんな中にいたのに、いきなりあんなにねじ曲がった人たちの中に入ったら、おかしさも伝でん染せんします」

　ミーナの言葉に、エバンズは笑っている。イライザを射ようかと思っていた怒りは、どうやら収まったらしい。

「あなたが側にいてくれると、私は落ち着ける」

　じっとミーナを見つめて、エバンズは呟つぶやく。

「こんな危険な日々なのに、あなたがいてくれることで救われている。あなたに出会えた運命に、私は感謝しています」

　ミーナは顔を真まっ赤かにしてしまったが、それを見て狼は笑っていた。

『エバンズが、戦いになったら命を懸けて姫ちゃんを守るつもりなのはよくわかるが、どうしてこうも悲ひ壮そう感かんたっぷりになっちまうのかな。まったく、騎士ってやつは、何かこう考え方に柔じゆう軟なん性がないんだよね』

「そ、そんな、エバンズ様に失礼よ」

『精一杯、自分の気持ちを伝えているつもりなんだろうが、言い方が堅かた苦くるしくて下へ手ただよな。エバンズ、女の子にはだな。もっと気軽に、本ほん音ねで語ったほうがいいぞ』

　イライザたちの騎馬軍団が通り過ぎたばかりなのに、神様はやたら呑のん気きなことばかり言っている。だがそれが、エバンズの苛いら立だちを鎮しずめる効果になっていた。

「思ったままでも堅苦しい場合は、どうしたらいいでしょう？」

『まいったな。冗じよう談だんの一つも言えないような男は、レディに嫌われるぞ。これまで読んだことはないだろうが、恋物語の中からでも、粋いきな台詞せりふってやつを学ぶといい』

　エバンズには苛立ち、アレクには不安と恐怖、それぞれにここで克こく服ふくしなければいけないものがある。神様は巧たくみに、まずはエバンズから落ち着かせているのだ。

　そんな中、この兄はいったい何を考えているのだろうと、ミーナは狼の尻尾を摑つかんでいるラウルを見て思った。

「ラウル兄様、何をしているの？」

「ずるいよ。ミーナとオーガスト卿ばかり神様と話して、僕らには何を話しているのか、教えてもくれないんだから。こうやって触ったら、聞こえるのかと思ったら、そうでもないんだな」

　そこにジュリアスまでやってきて、恐おそる恐る狼を撫なで始めた。

「狼って、触ったことないんです。ふわふわしていて、気持ちいい毛ですね。あんまり獣けもの臭くないのは、どうしてなのかな」

　けれど神様は、ラウルやジュリアスには返事をしない。どうやら話す相手は限定することにしたらしい。

　そうしなければ、好奇心に溢あふれたラウルとジュリアスが、狼の側から離れなくなってしまうからだろう。

「神様、ねぇ、神様、教えてくださいよ。ミーナや母上の中に入るのは、やっぱり若い女のほうがいいから？　男は嫌いなの？　一度、僕の中に入ってみませんか？　ミーナを男にできたんなら、僕を女にすることだって、できるんだよね？」

　ラウルはとんでもないことを口走る。

『やれやれだな。せっかくエバンズに、恋愛指し南なんをしてやろうと思ったのに』

　ミーナにだけは、神様のぼやきが聞こえてくる。そこで心から笑えればいいけれど、今はまだ笑えない。

「夜になる前に、レディ・エリザを助けに向かいましょう。今は、それが最優先よ」

　エリザが戻ったら、エバンズも心から笑えるはずだ。それまではミーナも笑いを封じ込めておきたくなった。

「一人も失いたくないが、援軍はどれぐらいしたらくるんだろう」

　マリスは真剣に悩んでいる。そんなところは生真面目なエバンズとそっくりだ。

『そうだな。数では明らかに不利だ。幸い、薄うす暗ぐらくなってきた。闇やみに紛まぎれて移動しよう』

　神様の言葉をミーナがマリスに伝えると、マリスは大きくため息をつく。

「毒矢さえなければ、あれぐらいの数、敵ではないのに」

　すると狼はミーナと共にマリスに近づき、その身をすり寄せて警告する。

『実戦の経験もたいしてないくせに、自分の腕を過か信しんするな』

「えっ？」

　マリスの狼狽えた様子を見て、ラウルは狼にではなくミーナに訴うつたえてきた。

「なんでマリスには話しかけるんだ？　僕は無視？　気に障さわるようなこと言ったか？」

「こんな大変なときだから、ラウル兄様みたいにすぐ浮かれる人は、敬遠されているのよ」

「……そうか」

　やっとラウルも納なつ得とくし、反省したらしい。その顔は真剣そのものになっている。

『かつての無敗軍団が、どうしてあれだけ強く、皆から恐れられていたかわかるか？』

　神様の問いかけに、マリスはすぐに答えない。いや、答えられなかったのだ。

「わかりません……」

『殺すことを迷わなかったからさ。だが、そんな強さを身につけたいか？』

「いいえ」

『本当の強さってのは、戦わず、誰も傷つけず、けれど負けないってやつさ』

　そんなことは不可能に近いと、ラウルだったら思う。けれどエバンズ同様に生真面目なマリスは、この後もずっと神様に言われた言葉を考え続けるのだろう。
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　嫌いやな夢ばかり見ていた理由が、ここにきてイアンにもよくわかってきた。

　夢でいつも海中に潜もぐっていた。すると目の前で揺ゆれる銀色の髪を、嫌でも目にすることになる。それが誰だれのものなのか、知っているようでよく知らない。とうに死んでいるのだろうその男から発せられる忠告は、いつでも同じだ。

『魔物に心を盗まれるな……』

　魔物の意味がよくわからなかった。けれど今ならわかる。あれは人に取り憑つき、特別のものに変えてしまう魔力を持っているのだと。

　逃げてしまったマリカは、未いまだに見つかっていない。従者たちに追わせたが、見つけることはできなかった。

　森まで行ったけれど、いつもより狼おおかみの数が多くて、それ以上奥深くに進めなかった。もしかしたらすでにマリカは、狼に食われてしまったかもしれないというのが、従者たちからの報告だ。

　果はたしてそうだろうか。

　わざわざマリカを盗みに来たのに、あの魔物がそう易やす々やすとマリカの命を狼に与えるとは思えない。

　こうなったら自みずから捜さがしに行こうかと思ったけれど、イアンはそこで躊躇ためらった。

　何のために捜す必要があるのだろう。

　殺すためだろうか。

　もうあれは純真な心を持つマリカではない。両親を殺した相手としてイアンを憎にくみ、エバンズを兄と慕したうエリザ・オーガストだ。

　イアンが守っていたマリカは、魔物によって消されてしまった。

　姿形だけマリカでも、あれはイアンにとってもう必要のないものだ。だからそのままほうっておいてもいいはずだが、このままではきっとエバンズの元に戻ってしまうだろう。

「エバンズ、エバンズ、エバンズ、ああ、そうだ。そんな存在すら知らなければ、こんな思いを抱いだかずに済んだのに……」

　魔物のような魔力などないくせに、イライザはイアンに魔法をかけた。

『同じ年頃の男なのに……どうして、あの男は何もかも持っているんだろうね。立派な爵しやく位いや屈くつ強きような体だけじゃない。騎士としての修行を積める、強さまで持ってる』

　耳元で囁ささやかれるエバンズの話を聞くたびに、イアンの中には憎しみが育っていった。

　そして会ったこともない頃から、イアンは何の恨うらみもないはずのエバンズに、復ふく讐しゆうしようと思い始めたのだ。

「おかしい。何もかも上う手まくいっていたじゃないか。エリザを奪い、ミーナ王女も奪った。爵位も邸やしきもなくして、エバンズは不幸のどん底だったはずなのに……」

　ゴート王を討うって、その場で殺されるはずだった。なのにそれも上手く回かい避ひしている。

「魔物のせいだ」

　ここに心ある者がいたら、そうではないとイアンに教え諭さとしただろう。

　すべての元げん凶きようはイライザだ。そしてイライザに、執しつ拗ような復讐心を植えつけた、銀色の髪の男なのだと、ここに神がいたら教えた。












「伯はく爵しやく様、イライザ様が、大勢の兵を連れていらっしゃいました。まさか、戦いくさでも起こるんでしょうか？」

　侍じ従じゆうが慌あわてた様子で、部屋に飛び込んでくる。彼らにしてみれば、マリカはいなくなるし、イライザがやってくるしで、何があったのだと落ち着かないようだ。

「そうか……心配することはない」

　いよいよイライザは、王に対して反はん旗きを翻ひるがえしたのだろうか。

　まさかマリカが逃げたことを、イライザが知ったとは思えないから、他に理由が思いつかない。

　イアンは眠りの足りない体でふらつきながらも、自室を出て広間に向かった。

　イライザは甲かつ冑ちゆうを纏まとって戦支じ度たくだ。その顔にほとんど表情がないのは、逆に怒りが深い証拠だった。

「黒い髪の娘と、金の髪の王女をすぐに連れてこい」

　イアンの顔を見た途端に、イライザは命じる。

　けれどイアンには、どうすることもできない。森に行って、狼の腹の中からでも引きずり出してくれと言うべきだろうか。

「どうした。さっさと連れてこい！」

　居い丈たけ高だかに命じられても、為なす術すべはなかった。

「二人とも逃げた」

「噓うそをつくな」

「噓じゃない。噓だと思うなら、城中を捜してみればいい。マリカは……従者に捜させていたが、森の狼たちが食べてしまったかもしれないと言っていた」

　イライザは近づいてきて、乱暴にイアンの服の胸元を摑つかんで揺ゆすった。

「どういうことだい。この役立たずが、女を二人も逃がしたっていうのか？」

「知らないのか？　魔物だよ。やつらは魔物を味方に引き入れたんだ」　

「そんなもの、いるはずがない……」

　けれどイライザの言葉からは、力が失われている。やはりイライザも、魔物の存在を感じていたのだ。

「魔物はマリカの中に入ったんだ。そうしたらいきなり強くなって、この私を楽々投げ飛ばして逃げ出した」

「おまえの言うことは、あてにならない。どこまでが夢で、どこまでが現実か、わかってないんだろうから」

　イアンから聞き出すことは諦あきらめたのか、イライザは自分が連れてきた兵たちに向かって命じた。

「城中を捜せ。それで見つからなければ、森も捜すんだ」

　兵たちは急いで外に飛び出していく。すでに夕ゆう闇やみが忍び寄ってきていて、辺りは暗くなっている。松たい明まつだけで捜すとなると、かなり難しいことになるだろう。

「ところで……私の偽にせ物ものはどうしたんだ？　いないようだけど」

　イアンの一言で、イライザは押し黙だまる。その様子を見て、ああ、そうだったのかと、やっとイアンにもすべての謎なぞが解とけた。

「イライザともあろう者が、どうやら騙だまされたみたいだね。あの男は、魔物が取り憑いたミーナ王女だ」

「まさか、そんなことはあり得ない」

「ハッシュウィル王となり、世界を支配するはずだったハイル殿下は教えてくれなかったのか？　魔物は、人の心を繰あやつるだけじゃない。その姿も変えられるんだ」

「……」

　ついにイライザも、自分がした大きな間違いに気がついたようだ。さらに続きを求めるように、イアンをじっと見つめてくる。

「あの若者が来た日に、ミーナ王女が消えた。隠したと疑われていたようだが、本当に忽こつ然ぜんと消えたんだ」

「あれはどう見ても男だったぞ」

「ああ、そう見えるように、魔物は何か仕掛けをするんだろう。しかもよく我々の事情をわかっているから、私の偽物になれるようにあんな外見にしたんだ」

　まだ蠟ろう燭そくのすべてが灯ともされていないせいで、室内は薄暗い。風が入ってきて炎ほのおが揺れるたびに、二人の影が不ぶ気き味みに踊おどっていた。その様子は、二人の心の中にいる魔物が、姿を現したかのようだ。

　けれど二人とも、自分たちこそ魔物なのだとは微み塵じんも思っていない。

「それじゃ、このあたしが魔物に易やす々やすと騙されたってことかい？」

「そうだよ。魔物は人の心を読む。だから、あんたのもっとも望むものになって、近づいてきたんだ」

　エバンズのために戦って、魔物にいったいどれだけの益えきがあるのだろう。無事に生き延びたら、エバンズは魔物のために祭さい壇だんでも作る契約をしたのだろうか。

　もし魔物がエバンズの中に入ったままとなったら、最強の王となってしまう。それだけはどうしても避けたい。

「偽物がいなくなったが、どうするつもりなんだ？」

「ふん、どうせ誰も顔なんて覚えちゃいないさ。おまえがそのままの姿で、出て行けばいいだけだ」

　これで少しは、イライザに対して優位に立てただろうか。イアンは僅わずかに口元を吊つり上げて、笑いらしい表情を浮かべる。

「オーガストなんて、真っ先に始末するべきだったんだ」

　イアンの呟つぶやきに、イライザは苛いら立だった様子で答えた。

「魔物が味方にならなければ、今頃、ゴシュラムの王かハッシュウィルの王は、オーガスト卿きようの手にかかって死んでいたさ。愚ぐ直ちよくな騎き士しでしかない男に、おかしな入れ知恵しやがって」

　初めの計画は失敗したが、成功の後に自分の居場所がないことを、イアンはもう気付いていた。

　いずれイアンの息むす子こと名乗る、銀色の髪の子供がどこかから連れられてくるのだろう。その子が次期傀かい儡らい王おうとなり、イアンはそこで消されるのだ。

「今から、決起する。すぐに矢に塗る毒を、大量に用意しろ」

「そんな急に作れるものじゃない」

「だったら、作り方を紙に書け。他の者たちに手伝わせる」

「いや、無理だ。熟成させたりしなければいけないから」

　半分は本当で、半分は噓だ。

　イアンは内心、この叛はん乱らんが成功しないことを願っている。

　毒が必要なうちは生かされているが、成功して何もかも終わったら、イアンはまたいらない存在になってしまう。

　そんなに長く生きていたいわけではないし、生きられるとも思っていないが、いらないとなってすぐに消されるのは嫌いやだった。

「用意しておけと言ってあったはずだ。少しはあるんだろう？」

　イライザは疑っている。そこでイアンは惚とぼけた。

「温度管理が悪くて、失敗したんだ。最初に渡した、あの量だけだよ」

「噓をつくなっ！」

　激げつ昂こうしたイライザは、イアンの頰ほおを思い切り平手打ちしてきた。

　痛みはあまり感じない。それより叩たたかれることの屈くつ辱じよくのほうが、イアンにとっては苦手だった。

「いいかい。あれほど強力な毒でなくてもいいから、夜明けまでに用意しておけ」

「他に武器はないのか？　火薬とかあるんだろう？」

「あんなにあった火薬は、バカな王が岩を崩くずすのにみんな使っちまったよ。おかげで道はできたが、ハッシュウィル軍得意の火矢攻撃もできやしない」

　ほら、もういろいろなところが綻ほころび始めている。そのことにイライザたちも気がつくべきだ。それとも気付いてはいるが、気付かないふりをしているのだろうか。

「火薬もない。兵も足りない。資金も底を突いてきた。なのに止められないのはどうしてなんだ？」

「兵はいるさ。シェルランドはもう手中に収めた」

　果はたしてそうだろうか。これまで平和に暮らしてきたシェルランドの人間が、全軍一致となって戦に向かうとは思えない。

　病弱な王の命令に、命を賭として従う兵がどれだけいるのか。

「ゴシュラムの王は怒っているだろうな。あの王が宣戦布告すれば、ウラルもザルツも、あるいは西の大国、ザルセンすら味方につくかもしれない」

「そんなことはわかっている。なのに……おまえが毒を撒まかなかったんだろう？　金の姫が欲しくなったせいでな」

　それが失敗の一因であることは、イアンも認めた。

　けれどどうしても金の姫が欲しかったのだ。なぜならあのエバンズに、恋している乙女おとめだったから。

「イライザ、もう無理なんだよ。諦あきらめたら？」

　何のための戦いなのか、ここにきてイアンは虚むなしさを強く感じた。

「海にいる、銀色の髪をした亡ぼう霊れいのために戦ってきたんだろう？　私がエバンズを憎むように、イライザはずっとゴシュラム王とその后きさきを憎んできたんだ。だけど、彼はもう死んだんだ。ゴシュラム王の首を捧ささげたって、生き返りはしないんだよ」

「わかったようなことを言うんじゃないよ。そんなことをしている間に、さっさと毒薬を作ったらどうだ」

　ここに来て、イアンまで刃向かうとはイライザも思っていなかっただろう。苛立ちは最さい高こう潮ちように達したようだ。

　激昂すると、すぐにイライザはイアンを叩く。けれど子供の頃は、叩かれることすら嬉うれしかったんだと言ったら、イライザはわかってくれるだろうか。

　怒りでもいいのだ。それが自分に向けられる感情だったら、イアンは何でも受け入れた。

　エリザからの尊敬、ミーナからの愛、そしてイライザからほんの少しだけでも認めてもらえたら、イアンは今より少し幸せになれただろう。

　けれどすべて終わった。

　エリザはエバンズの元に帰り、ミーナはもしかしたらいずれはエバンズと婚こん姻いんするかもしれない。

　そしてイライザは捕らえられ、断だん頭とう台だいで処刑され、醜みにくい遺い体たいを衆しゆう目もくに晒さらすのだ。

　こうしている間にも、ゴシュラムの強力な軍がこちらに向かっている。あの武術大会の日に、井戸に毒を入れていれば、ゴシュラムは大混乱に陥おちいり、兵を送り出す余力などなくなっていたはずだ。

　金色の姫を手に入れるために、イアンは愚おろかなことをしたのだ。

「オーガスト卿の妹、本当に狼に食われたのか？　人質がいれば、あの男もこちらに刃やいばを向けることはないんだが」

　イライザに言われて、イアンは自分を罵ののしったエリザではなく、優しかったマリカのことを思い出していた。

「狼がいるから、決して一人では森に行くなと言っていたのに……」

　そこで新たな疑ぎ惑わくが浮かんできた。

　あの魔物が取り憑ついたミーナに、イタチが懐なついていた。野生のイタチが人に懐くなんて、そうあることではない。

「イタチを懐かせるように、狼も懐かせたのかもしれない」

　そこでふらふらとイアンは、部屋を出るために歩きだした。

「どこに行くんだい？」

「マリカを、連れ戻す」

「狼の群れの中からか？　若い娘なんて、すぐにやつらの餌え食じきになっちまうさ」

　イライザは呆あきれたように言うが、イアンは魔物が匿かくまっていると確信していた。

「狼は魔物の仲間だ。絶対にまだ生きてる。狼退治の薬を作るが、それは人間にも効きくはずだ」

「そうか、やっとその気になったか」

　イライザを満足させるために毒薬を作るのではない。マリカを取り戻すためだ。

　金の姫なんて欲しがらなければよかったのだ。そうすればマリカはまだここにいて、静かな日々が続いていただろう。

　ここ数年の穏やかな日々が、これまでで一番幸せだったことに、今更のようにイアンは気がついたのだ。

　再び、平和で幸福な日々を取り戻すには、狼を蹴け散ちらしてマリカを連れ戻さないといけない。そのためにイアンができることといったら、まず狼を倒すための毒を作り出すことだった。

「また記憶を奪えばいいんだ。そうすれば、もうマリカはどこにも行かない」

　あれはエリザなんて名前の娘じゃない。マリカという、過去のない娘だ。そしてイアンが、唯一安心して側に置ける人間だった。








◆◆◆






　皆の疲労は極限に近づいている。ジュリアスは馬上で居眠りし、アレクは何度注意されても遅れていた。

「皆はここで休ませたほうがいいでしょう。エリザの迎えには、私だけが行きますから」

　エバンズの申し出を、そこでマリスは拒否した。

「いや、私が行こう。その先にまで行って、ゴシュラムの援軍を迎える。オーガスト卿きようも同行して欲しいところだが、それではこちらが手薄になってしまう」

　マリスとエバンズがいなくなってしまったら、確かに戦力としては心こころ許もとない。ラウルとクラウドだけで、屈くつ強きようなハッシュウィル兵の攻撃を受けた場合、アレクを守れるか不安だ。

「ゴシュラム軍も、出迎えが私なら安心するだろう。申し訳ないが、オーガスト卿だけでは、父は信用しないと思える」

　エバンズだけで行かせては、もしゴシュラム軍と出会ったときに、誤解を招く恐おそれがあるというのは、皆にもよくわかったようだ。

「火を熾おこしてもいいが、あまり盛せい大だいに燃やすな。それと神様は、案内のためにも私と一緒に行っていただく」

　マリスの一言で、ミーナが不安そうにしているのはわかったが、夜が深まったのに、一人でよく知らない森を抜けていく自信はなかった。

「援軍を連れて戻るまで、あまり動き回らないでくれ。疲れているだろうから、ゆっくり休むといい」

　マリスが行こうとすると、いつものようにラウルがその背中に一言浴あびせた。

「神様と一緒だからって、一人で無理はするな」

「ああ、わかっている。アレク殿下と、ミーナを皆で守ってくれ」

　わたしは守ってくれなくても大丈夫とミーナは言いたいだろうが、マリスはそう思わない。やはりマリスにとってミーナは、危なっかしい妹のままなのだ。

　なのに自分では、強くなった気でいるのがいけない。このまま自じ重ちようしなければ、いずれもっと危ない目に遭あうだろう。

『そうだな。だが、今回のことで懲こりたから、少しは大人おとなしくなるさ』

　いきなり声が聞こえてきたので、マリスは慌あわてて狼おおかみの姿を探す。ところが狼は、もうさっさと先に行ってしまった。

「えっ？　あれ？」

『安心しろ。馬に乗り換えたんだ』

　狼を追うかのように、勢いよく馬は走りだす。マリスの愛馬であり、乗り慣れている馬なのだが、いつもよりずっと軽かろやかに走っているように感じられた。

「便利だな。簡単に生き物を乗り換えられるんですね」

『そうでもないさ。やはり、あんまり小さいものには入りにくいし、死んだものには入れないからな。人間くらいの大きさが一番いいんだが、人間には魂たましいがあるからね』

「魂が見えるんですか？」

『見るっていうより、感じるのさ。マリス、君は清くて強い、いい魂を持っているよ』

　褒ほめられてマリスは嬉うれしくなる。いつも褒められてはいるが、皆、自分が王子だから褒めているのだと、疑ってかかることもあるのだ。それが今は素す直なおに褒め言葉を受け止められた。

「いろいろな動物に入るだけじゃなく、いろんな人間の中にも入ったんでしょうね」

　入られた人間を少し羨うらやましいと思ったと同時に、マリスの脳のう裏りに気になることが浮かんだ。それをすぐに神様は読み取り、答えてくれる。

『エバンズがミーナの求きゆう婚こん者しやとして相応ふさわしいかどうか知りたいのか？』

「はい、神様だったら、よく彼のことを知っていると思うのですが」

『そうだな。だったら教えてやろう。鏡に映したかのように、マリス、君とよく似ているよ』

「そうですか？　そうは思えないけれど」

　似ていると言われても、あまり愉ゆ快かいではない。ミーナがマリスに似た男を好きになったということは、兄としては面めん目もく躍やく如じよだが、どうにも何かが引っかかる。

『マリス、君は滅めつ多たに人に嫉しつ妬とすることがない。なぜって、何もかも持っているからな』

　神様は誰だれにでもわかるように話してくれているのだろうが、マリスにその言葉の意味はよくわからなかった。

『嫉妬する相手は、いつだってラウルだ。ラウルに負けたら悔くやしいと思うから、いつも努力している。それが突然、ラウル以上の力を持っているかもしれない男が出てきて、マリス、君はエバンズに嫉妬しているんだ』

「……」

『ミーナが君やラウルよりも、エバンズといたいと思うようになったのも、快こころよくは思えないんだろ？　それもまた、嫉妬ってやつさ』

　あんな身勝手な妹なんて、さっさとどこかに嫁とついでしまえとも思うが、いざ、そういった相手が現れたときに、自分がその男より劣おとっているのは嫌だった。かといって、自分よりもかなり劣る男でも困る。兄としては、そこが複雑だ。

『エバンズは優すぐれた男だ。だが、欠点もある。感情、特に怒りを抑えるのが上う手まくない』

「それは、誰でもそうだと思いますが。特にオーガスト卿は、あんな辛つらい目に遭っているんだから、冷静なままではいられないでしょう」

『うん、エバンズが完かん璧ぺきでないと知って、君は安心したようだな』

「……はい」

　こうして話しているだけで、心が軽くなる。マリスはずっと神様と一緒にいたミーナに対して、羨うらやましいと思ったと同時に、これが嫉妬という感情なんだと改めて認めた。

『マリス、ときには負けてもいいんだよ。素直に、相手の優れたところを認めるんだ。君の父上は、傲ごう慢まんでもあるが、人の長所を素直に認められる。王一人で国を治めるのではない。大勢の人間が守っているから、王は王でいられるんだ』

「はい、よくわかりました。神様、こうして話していると、心が洗われるようです。きっと同じことを父から言われても、こんなに素直には聞けなかったでしょう」

　このままずっとゴシュラムで、自分たちを見守ってくださいとマリスは願う。けれどその願いに、神様は答えない。

　その代わりにマリスは、まるで夢を見るようにこの世界の様々な場所を、脳内で散策していた。それはきっと、これまで神様が見てきたものなのだろう。

　世界は広く、命は多彩だ。だから神様は、ほんの一部の人間にだけ力を貸すのは、よいことではないと思っているのだ。

　森がざわついているような気がした。風が強くなってきたのは、海岸に近づいているせいだろう。微かすかに潮しおの香りがするが、それに混じって肉が焼ける匂いがした。

『イライザの手下たちが、鹿しかを狩かって野や営えいを始めたようだな』

「イアンの城は、近いのですか？」

『ああ、海に突き出た岩場にあるよ』

　馬は迷まようことなく、森を進んでいく。するといつの間にか狼が数頭、並んで走っていた。そして森の中で、いきなり馬は足を止めた。

『どれ、馬を休ませよう』

　途端にその耳から緑色の煙のようなものが出てきて、今度は狼の中に入っていく。馬を下りたマリスを、狼は先導するように歩きだした。

「あっ……」

　最初にそれを見つけたとき、マリスは狼が若い娘を食べているのかと思った。

　狼は人をも襲おそう野や獣じゆうだから、誰でもそう思うだろう。けれど事実は違っていて、たくさんの狼が娘の周りに横たわり、その体を温めながら眠らせていたのだ。

　娘は両手で何かを、しっかり胸に押しつけている。微かな月明かりでは、それが何かはっきりしない。黒ずんでいるから、マリスには娘が胸から流れる血を、手で押さえているのかと思えたのだ。

「生きているんだろうか……」

　神様が入った狼に対して、狼たちは臣下のように従順で、すぐにわらわらとその場から身を退しりぞけて、マリスのために道を開けた。

　マリスが近づいていくと、娘は閉じていた目を開き、驚いて身を起こした。けれど警けい戒かいする様子はなく、笑顔で言ってきた。

「お兄様？　お兄様なの？」

「えっ、いや、違います。だけど安心して、私はオーガスト卿とも、ウラルの神様とも知り合いの、ゴシュラムの王子です」

「……まぁ……」

　エバンズではなくて、がっかりしただろうか。やはり最初はエバンズに会いたかっただろうと、マリスは狼狽うろたえ、安心させるように言葉をかけた。

「オーガスト卿はすぐ近くに来ています。ゴシュラムからの援軍を迎えに行くので、私が先に来たのですが、狼たちに囲まれてましたね。怪け我がはしませんでしたか？」

　エリザは小さく首を振ると、そこでこれまでの緊張感が切れたのか、両手で顔を覆おおって泣きだしてしまった。

　マリスは慌あわてて側に寄ると、エリザの手から落ちたものを拾う。そしてそれが、もう何年も前に、自分がエリザに贈おくった本だと気がついた。

「これは、ずっと前にあなたに贈ったものですね？　大切にしてくれていたんだ」

「はい、記憶を奪われている間、その本だけが、私の心の支ささえでした」

「もう大丈夫ですよ、レディ・エリザ。落ち着いたら、オーガスト卿とシェルランドに戻れますから。あの美しい庭園のある邸やしきに帰れますよ」

「ええ……帰りたい」

　エリザが失ったものを思うと、マリスの眦まなじりにもうっすらと涙が浮かんだ。それと同時に、何があってもこの姫君を、無事に連れ帰ろうという強い気持ちが生まれた。

「馬をもう少し休ませたら、ゴシュラムの国境に向かいましょう。陽ひが昇る頃には、オーガスト卿たちも追いつくかもしれません」

　狼たちが遠ざかったので、温めてくれるもののなくなったエリザは、寒そうにしている。マリスは急いで自分のマントを脱ぎ、エリザに着せかけてやった。

「ありがとうございます。マリス殿下は……初めてお会いした頃と変わらずに、お優しいのですね」

「いや、当然のことをしているだけです。それより、お体はもういいのですか？　病やまいで亡なくなられたと知らされたときには、とても胸が痛みました」

　マリスの脳裏に、エリザから送られてきた手紙の文面が蘇よみがえる。とても綺き麗れいな文字で綴つづられた内容は、少女にしてはとてもしっかりしたもので、読み手を楽しませるのに十分だった。

「あなたからの手紙を楽しみにしていましたからね」

「それは……私もですわ」

　おかしなものだ。暗い闇やみが満ちた森の中で、二人は同時にもう何年も前の、幼おさない頃の交流を思い出している。

「狼と眠っているあなたを見て、本当に人間なのかなって、一瞬思ってしまいました」

「私、今も、自分がこの本の中の登場人物になったような気持ちなんです。狼と森で眠ったり……目覚めたら、まさかこの本をくださったマリス殿下がいらっしゃるなんて……」

　そこでエリザは、頰ほおを染めたのかもしれない。けれど暗くて、そんな表情の変化まで見られなかった。

　あのままエリザが健康に育っていたら、あるいはマリスの后きさき候補の一人になったかもしれないのだ。エリザの中にも、そんな期待が少しはあっただろう。

　そんなことまで考えてしまったマリスは、落ち着きをなくしてきた。

　　祝しゆく宴えんでレディたちとダンスを踊おどっても、こんな気持ちになったことはない。きっと今は、エリザの不ふ遇ぐうに同情しているだけだ。これは特別な気持ちとは別のものだと思おうとしても、何だか落ち着かない。

「マリス殿下もお疲れでしょう？　馬を休ませている間、少しお休みになられたら？　狼たちが、守ってくれますから、安心して眠れますわ」

「い、いや」

　ふわふわの狼に包まれて眠るのは、確かに素す晴ばらしいだろうが、そこまで甘えるつもりはなかった。

　できることなら、ゴシュラムとの国境を越えてしまいたい。国境となる橋は、そう遠くないはずだった。

「ゆっくりでも先に進みましょう。馬には乗れますか？」

「いいえ……乗ったことがないんです」

「乗るととても高いから、最初は怖く感じるかもしれないけれど、じっとしていれば振り落とされる心配はありませんから」

「はい……頑がん張ばって、乗ってみます」

　マリスがエリザの手を取り、立たせた瞬間、狼たちがいっせいに騒ぎだした。見るとゆらゆらと揺ゆれる松たい明まつの灯あかりが近づいてきている。

　松明の動きが止まった瞬間、神様が入っていた目の前の狼が飛び上がっていた。

　着地した狼の口には、矢が咥くわえられている。

「イライザか？」

　マリスはすぐに、自分の背はい後ごにエリザを隠した。

　こんな静かな森の中で、普通に話していたのがいけなかったようだ。人声は風に乗って、彼らの耳にも届いてしまったのだろう。

「狼だけかと思ったら、何だ、オーガスト卿、もう来ていたのか？」

　再び松明が近づいてきた。灯りに照らされる銀色の髪を見て、エリザは小さな悲ひ鳴めいを上げる。それでマリスは、これが毒薬使いのイアンなのだと悟さとった。

「狼に入っている魔物、この矢には毒が塗ぬってある。仲間の狼を殺されたくなかったら、近づかないことだな」

　イアンが手にしているのは、マリスたちがよく使う弓とは違う短いもので、遠くのものは射いることができない。近づかなければ、どうにか逃げられるだろうかとマリスは思ったが、エリザはマリスが貸したマントを纏まとっているだけだ。

　もし矢が掠かすったら、それだけでも致ち命めい傷しようになってしまうだろう。

「伯はく爵しやく様、やめてください。この方や狼を傷つけないで」

　エリザは震ふるえる声で懇こん願がんする。するとイアンは、掠れた声で笑った。

「んっ？　オーガスト卿じゃないな」

　さらに近づいてきたイアンは、やっとそこにいるのがエバンズではないと気がついたようだ。松明をかざして、さらによく見ようとしている。

「ああ、見覚えがあるぞ。ゴシュラムの双子の片割れだ。こんなところで何をしている。まさか正義の騎士を気取って、助けに来たのか？」

　嫌いやな口調だ。こんな話し方をする人間は、マリスの知っている中にはいない。この男の側にずっといなければいけなかったエリザのことが、ますます気の毒に思われてくる。

「正義の騎士を傷つけられたくなかったら、マリカ、すぐに城に戻れ」

「この人はマリカなんて名前じゃない。レディ・エリザ、戻る必要はありません。あの程度の弓なら、心配ありませんから」

　マリスは剣を抜いた。

　松明の光だけで、飛んでくる矢をどこまで跳はね返せるだろう。神様も毒の威い力りよくを知っているから、それ以上近づけずにいたので、ここは何としてもマリスがエリザを守らないといけない。

「マリカ、今すぐに戻れば、罰ばつしたりはしない。それができないなら、皆殺しだ」

　そんな脅おどしに易やす々やすと乗ってはいけない。そう思っていたのに、何とエリザはマリスの背後から出て、前に進もうとしていた。

「レディ・エリザ、行ってはいけない」

「いいんです、マリス殿下。私は、もう死んでいる人間なんですもの。そんな私のために、誰かが命を落とすなんて……」

　薄闇の中に浮かぶエリザの表情はとても穏おだやかで、恐きよう怖ふに震えているようには見えなかった。

「これで死んでも、後こう悔かいは何もありません。マリス殿下、あの本を贈ってくださってありがとう。お会いできて嬉しかったです」

「行かせない。何があっても行かせない」

　そこでマリスはエリザの手を取り、しっかりと握にぎった。

「あなたは、これから失った刻ときを取り戻して、幸せにならなければいけないんだ。何があっても、私が守るから」

　そこでマリスは、エリザと共に走りだす。森は木があるから、簡単に二人の姿は木の陰になってしまうだろう。イアンだってそう簡単には狙ねらえないはずだ。

　ところが間の悪いことに、夜が明け始めてきた。辺りが薄ぼんやりと明るくなってきて、もう松明の光を頼らなくても、二人を狙うことができてしまう。

　クラウドが作ってくれた毒避けを信じて、ここは戦いに行くべきだろうか。そう思ったマリスが、再び剣を構かまえてイアンを迎え撃とうとしたとき、イアンは急に追ってくる足を止めて苦しそうに呻うめき、地面に蹲うずくまってしまった。

「あれは……黒くろ騎き士し……まさか」

　漆しつ黒こくの馬に乗り、真っ黒な甲かつ冑ちゆうを纏った騎士が、木々の枝を払いながら、駆かけ寄ってくる。その手には弓が握にぎられていた。

「オーガスト卿、もう追いついたのか？」

　いや、あの甲冑姿は、エバンズとは少し違うような気がする。そしてマリスは、最強の騎士の名を思い出した。

「レディ騎士……そうか、もう援軍がやってきたのか」

　恐おそらくレディ騎士が、一番早く到着したのだろう。

「マリス殿下、お迎えにまいりました」

　馬上からの声は、紛まぎれもなくレディ騎士のものだ。マリスはほっとすると同時に、叫んでいた。

「ジョージア、敵は強力な毒矢を使う。油断するな」

「承知」

　そこでレディ騎士は馬を下り、剣を手にして一気にイアンに向かって走り寄る。

　すると今度は森の中から、新たな矢が飛んできた。見ると先頭に、銀色の髪が見えた。イライザたちも、ここにエリザがいることに気付いたのだ。

　イライザも剣を抜き、走り寄ってきてレディ騎士の前に立つ。

　ここはレディ騎士に加勢するべきだろうか。それともこのままエリザを守っているべきなのかと、マリスは判断に迷いながら、神様の入った狼を探した。

　狼たちは、何を思ったのか派は手でに遠とお吠ぼえを開始する。ここにいると、ゴシュラム軍を呼んでいるのかもしれない。

「レディ騎士が来たなら、じきに援軍がやってくる。レディ・エリザ、もう少しです。もう少しで助かるのだから、決してイアンの元に戻ってはいけません」

「はい……」

　あまりにも強く、その手を握っていたことに気付いて、マリスは少しだけ力を緩ゆるめた。するとエリザは、その手にもう一方の自分の手を重かさねてくる。

「マリス殿下、何もかもが夢のようですけれど、私、希望を持っていいのですね」

「そうです。ほら、森のざわめきが聞こえてきたでしょう？　ゴシュラム軍が近づいてきている証拠です」

　ラウルには負けたくない。武術大会では、何がなんでも優勝しなければ。そんなことを考えていた自分を、マリスは恥ずかしく思う。

　命を守るというこの重みを、握ったエリザの手から学んだ。それは決して、城の中にいたら学ぶことのできなかったものだった。
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　誰だれかに呼ばれたような気がして、ミーナはふっと顔を上げた。

　小さな焚たき火を囲んで、みんな仮眠をとっている。そんな中、エバンズとクラウドは起きていて、周囲に目を凝こらしていた。

「ジュリア、起きて……」

　ミーナはまずジュリアを揺ゆらす。するとジュリアは勢いよく身を起こして、すぐに剣を手にした。敵の来らい襲しゆうだと思ったようだ。

「安心していいわ。敵は近くにいないから。それより、何か聞こえなかった？　わたし、呼ばれたような気がしたの。きっとゴシュラム軍がすぐ近くまで来ているんだわ」

「そうかもしれませんね。だったら、すぐに国境に向かいましょう」

「みんなを起こしても平気かしら」

「仮眠を取ったから、もう大丈夫でしょう」

　ジュリアやラウルは問題ないが、アレクとジュリアスはどうだろう。まずラウルを起こし、アレクを起こしてもらおうとしたら、横たわったままのアレクから、不ふ機き嫌げんそうな声が聞こえてきた。

「こんな地面でなんて、眠れるわけがないだろう。よく、みんな寝られるな」

「戦うって、こういうものなんですよ。だから僕らは、平和なときでも訓練を欠かさないんです。眠っていなくても、大丈夫ですか？」

　ラウルが問いかけると、アレクは不機嫌そうに答えた。

「ああ、大丈夫だ。寝なくたって、どうってことはない。シェルランドの騎き士しも、ゴシュラムの治ち療りよう師しも眠ってなかっただろう？　俺だって、寝ずに番くらいできる」

　おかしなところで対抗心を燃やされてもとミーナは思ったが、男同士の意地の張り合いなんて、こんなものなのかもしれない。アレクとしては、少しでもミーナやジュリアにいいところを見せたいのだろう。

「追おっ手てが戻ってこないってことは……マリスが捕つかまったのかな」

　ラウルは心配そうに、静かな森の奧に目を凝らした。

「いや、国境まで行って戻ってくるには、もう少しかかるだろう」

　クラウドが焚き火から松たい明まつに火を移しながら、ぼそっと呟つぶやく。

「もうじき、夜が明ける。その間に、少しでも先に進んだほうがいい」

「そうだな。だけど神様がいなくなったから、街かい道どうを行くしかないか」

　そこでラウルが、新たに提案した。マリスがいない今、ラウルが皆を統とう率そつしないといけない。判断力の優すぐれたマリスのように、失しつ態たいなく国境まで皆を連れていけるのかと、ラウルなりに緊張しているようだ。

　先頭をラウルとエバンズ。後方をクラウドとジュリアが守る形で、再び一行はゴシュラムに向かい始める。

　本当はマリスではなく、自分が先に行きたかっただろうにと、エバンズの背中を見ながらミーナは思う。けれどそんな不満をエバンズは決して口にしないし、態たい度どでも示さない。

　ひたすらエバンズは、耐たえているのだ。それもじき終わる、そう言って励はげましたいけれど、急ぎ旅では話す余よ裕ゆうもなかった。

　しばらく走ってから、ラウルは馬を止めてじっと前方を見み据すえる。

「おかしいな。追っ手はそろそろ行きすぎたと気付いただろうに」

「我々を追ってきたのではなかったのかもしれません。別の目的があったのでは？」

　エバンズの言葉を受けて、ミーナは思いついたことを口にした。

「そうだわ。ゴシュラムから援えん軍ぐんが来るのはわかっているから、イライザはイアンに毒どくを用意させに行ったのよ。わたしたちを追ってきたんじゃなかったんだわ」

　するとジュリアスが遠えん慮りよがちに口を挟はさむ。

「お肉を焼いた匂いがします。野や営えいしているんじゃないですか？」

　そんな匂いはどこからもしない。ミーナは顔を上げて周囲の様子を窺うかがったが、微かすかに風が吹いているのを感じるだけだった。

「その匂いはどっちからする？」

　ラウルに聞かれて、ジュリアスは正確に一つの方向を示す。そこでミーナは、ようやく周囲の風景に見覚えがあることに気付いた。

「あっちにはイアンの城があるはずよ。そうだわ。追っ手なら、のんびり野営なんてしないはず。イアンに毒矢を作らせに行ったのよ」

「だったら、街道を一気に駆かけ抜けたほうがいいな。行こう」

　いきなり皆が馬を飛ばし始める。イアンの城は街道から少し入ったところにあるから、気付かれずに通り過ぎることもできるだろう。

　そうして馬を進めていくうちに、ミーナは遠くに狼おおかみの遠とお吠ぼえを聞いた。

「待って、ラウル兄様」

　馬を抑おさえて、ミーナは耳を澄すます。

「クラウド、あなたにも狼の遠吠えが聞こえない？」

　耳のいいクラウドなら聞こえるはずだ。そう思ったとおりで、クラウドはすぐに頷うなずいた。

「ああ、聞こえる。あれは……狼がここにいると知らせる遠吠えだ」

「マリス兄様と、レディ・エリザがあそこにいるんだわ」

　ミーナたちが近づいてきたのを知って、神様がここにいると合図を送ってくれたのだろう。急いで遠吠えが聞こえる森を目指す一行の前に、横合いからいきなり漆しつ黒こくの馬が飛び出してきた。

「えっ？」

　一瞬、ミーナはエバンズかと思った。けれどエバンズは、ミーナを守るようにして側そばにいる。

　では、あれは誰だれなのだ。そう思った瞬間、ジュリアスが叫んでいた。

「母上だ」

「レディ騎士？」

　ではすぐ近くに、父もいるのだろう。そう思った途と端たんに、ミーナの体から力が抜けた。

　長い間、苦しい旅をしてきたような気がする。けれど実際は、そんなに何日も過ぎてはいなかったのだ。間にカイルとしての別の人生があったから、余よ計けいに長く感じられたのだろう。

　皆がレディ騎士を追おうとしたが、そこでエバンズが叫んでいた。

「待て、誰か来る」

「ゴシュラムの援軍よ」

　父のゴート王が来たのだと思って、馬を進めようとしたが、エバンズに手た綱づなを摑つかまれてしまった。

　どうやらエバンズの勘かんが正しかったらしい。薄うす闇やみの中でもはっきりとわかる、銀色の髪をしたイライザが、レディ騎士が目指した方向に走っていくのが見えた。

　彼らは誰もミーナたち一行に注意を払わない。イライザはレディ騎士を見てエバンズだと思い、何とかエリザを奪うばおうと焦あせっているのだろう。

　イライザの後を、数人の屈くつ強きような男たちが従っていったが、その数は思っていたよりも多くはなかった。

「あの数なら、楽に戦える。マリスとレディ・エリザを助けるんだ。いいか、毒どく矢やにだけは気をつけろ」

　ラウルの掛け声で、全員が馬の腹はらを蹴けっていた。

「た、戦うのか？」

　アレクの不安そうな声が聞こえる。

「こんなことになるんだったら、もう少し剣けん術じゆつの稽けい古こをしておくんだった」

「戦うのが無理なら、殿下、あたしの後ろに隠かくれていてもよろしいですよ」

　ジュリアが苦笑しながら冗じよう談だんのように言ったが、アレクは本当にそうしそうだ。

　森がざわめいている。枝葉が揺れているのは、風のせいだけじゃない。大勢の人間が、いつもは入ることもない森の奧に入り込み、獣けものとは違う動きをしているせいだ。

　ついに夜が明け始めた。ミーナは空を見上げ、どんなに闇やみが続くと思えても、こうして夜は必ず明けるのだと実感する。エバンズの苦く難なんも、夜明けとともに終わるのだ。

　狼たちが吠えている。馬を下りて、全員でそちらに向かって走った。すると目の前では、レディ騎士がイライザと激はげしく剣を交まじえていた。

　イアンはどこにいるのだろう。用心しながらミーナが歩いていくと、ついに木の根元に横たわり、矢に射い貫ぬかれた腕を押さえて、苦しげに呻うめいているイアンを見つけた。

「イアン・ヒョードル……」

　イアンの手には、まだ小さな弓が握にぎられている。矢立には、数本の矢が残っていた。利きき手を射られても、あの小さな弓なら扱あつかえそうで、さすがにミーナも近づけない。

　そうしているうちに、イライザの手下たちとの乱らん闘とうが始まってしまった。

「エリザ、どこだ、エリザ！」

　エバンズが叫びながら、マリスとエリザを捜さがしている。その姿が近づくと、イアンは震ふるえる手で弓に矢を番つがえた。

「やめなさい、イアン」

　ミーナはすぐに自分も弓を取り出し、矢を番えてイアンを狙ねらった。

「わたし、今、とても疲れているの。あなたの腕を正確に狙えるか自信がないわ」

　もし手元が逸それて、イアンの胸を射貫いてしまったらどうなるだろう。そんな心配が、ついこんなことを言わせた。

　それを聞いて、イアンは力なく笑う。

「オーガスト卿きようは後だ。まずはおまえから……狙ってやる」

　弓の照しよう準じゆんが自分に向けられた。あれには毒どくが塗ぬってある。どこに刺さっても、致ち命めい傷しようになってしまうはずだ。

　けれどミーナは下がれなかった。

「わたしがそんなものを恐おそれると思うの？　どんな毒薬よりも人を痛めつけるのは、恐きよう怖ふ心や猜さい疑ぎ心よ。わたしが恐れるのは、そういった気持ちに自分が取り憑つかれることだけ」

「強気だな、金の姫君……」

　イアンはうっとりとした様子で、ミーナを見つめている。その視線はまるでミーナに恋しているかのようだった。

「持つ者には、持たざる者の苦しみなんてわからない。わからせるには、同じように持たない苦しみを味わわせるだけさ」

　よろよろと立ち上がり、イアンは弓を構かまえた。するとミーナの前に、エバンズが現れて立ち塞ふさがった。

「イアン・ヒョードル。おまえの目的は私だろう。射るなら、私を狙うがいい」

「ああ、そうするよ。だが、その前に、金の姫とマリカ、いや、エリザだ。死ぬより辛つらい苦しみってやつを味わうがいい」

「もう十分に味わった。だが、私はそんなに簡単に絶ぜつ望ぼうしたりはしない。ミーナ王女たちから、希望をもらったからな」

「何でそんなに単純に、希望なんてものに酔よえるんだ。愚おろか者ものが……」

　イアンはエバンズを狙っている。エバンズは剣を構え、射られた矢を弾はじき返す用意をして真剣な表情で待っていた。

　そのとき、悲ひ鳴めいが聞こえた。

　誰の悲鳴かわからないが、どうやら男の声だ。アレクが敵に追われているのだろうか。そう思ってミーナが視線をずらすと、イライザの右腕がレディ騎士によって切り落とされていた。

　それを見てアレクが、自分が斬きられたわけでもないのに悲鳴を上げたのだ。

　つられてイアンも、ミーナの視線の先に目を向ける。

　屈強な戦士であるイライザは、右腕を失ってもまだ左手に剣を持って戦っていた。けれど甲かつ冑ちゆうで完全に武装したレディ騎士相手では、明あきらかに不ふ利りだ。もう勝しよう機きからは、完全に見み放はなされている。

「あっ……」

　イアンはその様子を見て、自分を見失った。もうエバンズにもミーナにも視線を向けず、イライザだけをひたすら見つめている。

　そして次の瞬間、イアンはあろうことか、敵対しているレディ騎士ではなく、イライザに向けて矢を放っていた。

　ふらついていたのに、イアンの放った矢は正確にイライザの胸に突つき刺ささった。

　イライザは大きく目を見開き、イアンのほうを見る。そして口元に微かな笑みを浮かべると、そのまま背後に勢いよく倒れた。

「イアン！　何てことをするのっ！」

　ミーナが叫んだと同時に、エバンズはイアンに飛びかかる。次の矢を番える間を与えずに、その体を押さえ込んでいた。

　けれどエバンズは、そんなに力を必要としなかっただろう。イアンはすでに放ほう心しん状態で、自分が何をしたのかわからなくなっている。そしてただぼんやりと、エバンズにされるままになっていた。

「イライザを射るなんて……」

　レディ騎士が、イライザの死を確認している様子を見つめながら、ミーナは唇くちびるを震わせていた。

　嫌いやな女ではあったが、イアンにとっては母親代わりだろう。そのイライザを、イアンが毒矢で射た気持ちも少しはわかる。

　このまま生き延のびても、右腕を失い、敵国の虜りよ囚しゆうとなって生き延びねばならないイライザの苦しみを思って、咄とつ嗟さにイアンは救すくいとなる死を与えたのだ。

「私は、何も持っていないんだ」

　エバンズに弓矢を取り上げられ、イアンは力なく囁ささやく。

「家族もいない……愛する者も、愛される者もいない。自分の肉体すら……簡単に私を裏うら切ぎる。憎にくしみの対象すら、今、失った」

　果たしてイライザへの思いは、憎しみだけだっただろうか。あんな優やさしい死を与えるなんて、憎みながらも、イアンはイライザを愛していたとしか思えない。

　今はまだ悲しむことも、憎むこともできないようだ。イアンの顔は、晴はれ晴ばれとした表情になっている。　

「エバンズ・オーガスト。君が羨うらやましかったんだ」

「だからといって、おまえのしたことは許されるものではない」

「そうだな。許されたいなんて思っていないさ」

　寂さびしげに笑うと、イアンは首から下げていた小さな銀色の筒つつを手にする。そしてあっという間に、その中身を口中に放り込んでしまった。

　すると狼が駆け寄ってきて、激しくイアンの体にぶつかる。どうにか出させようとしていたが、間に合わなかったようだ。

　その筒の中にあったものは毒だったのか、イアンは地面に突っ伏ぷし、全身をひくひくと痙けい攣れんさせはじめた。

　そのまま狼はイアンの上に覆おおい被かぶさり、背中をかりかりと引っ掻かいていたが、諦あきらめたのかしばらくすると何事もなかったかのように去っていった。

「神様？　ウラルの神様、戻っていらして」

　ミーナが呼びかけても、もう振り向きもしない。仲間たちとともに、そのまま狼は朝あさ霧ぎりが立ちこめ始めた森の奧へと姿を消してしまう。

「あれは、もう神様じゃない。ただの狼だわ……」

　では神様は、どこに行ったのだ。ミーナは恐おそる恐る、痙攣しているイアンの体に手を添そえる。

「神様、そこにいるの？　お願い、返事をして？」

　けれどいつものように、神様の陽気な声が響ひびいてくることはなかった。

「まさか……神様、駄だ目めよ。命のないものの中には、いられないんでしょ。お願い、すぐにわたしのところに移ってきて」

　返事はない。どうやら神様は、本気でイアンを助けるつもりらしい。

「ミーナ王女、まだ敵はいます。危ないですから、離れて」

　頭のイライザを失い、自や棄けになって攻撃してくる男たちから、エバンズはミーナを守りながら声をかけてくる。

「いいえ、エバンズ様、離れるわけにはいきません。至し急きゆう、クラウドを呼んでください」

　こうなったらクラウドの力を借りるしかない。毒を吐はかせたら、少しは楽になるだろうか。それとも毒の力で、神様までもやられてしまうのか。

　以前、イアンの体は毒に侵されているから、入りたくないと神様は言っていた。やはり神様にも、苦手なものはあるのだ。

　すぐにクラウドがやってくる。そしてイアンに無理やり水を飲ませて、胃に入ったものを吐かせ始めた。

「神様……無理ならすぐに出てきて。わたしでも、クラウドでもいいから、移ってきて」

　ミーナは必死に訴うつたえながら、何度もイアンの体に触ふれた。けれどイアンからは、何も伝わってこない。

「もうここにはいなかったのかしら。いいえ、そんなはずない。あの狼は、イアンが毒を飲み込むのを止めようとしていたもの」

　イアンなど見み捨すてて、早く出てきて欲しいとミーナは願ったが、どうしてか神様がイアンから出てくる様子はなかった。

　そうしているうちに、また馬の嘶いななきが聞こえてきた。ゴシュラムの騎士団が、やっとレディ騎士に追いついたようだ。

　剣を打ち合う音や、怒ど声せいはいつか少なくなって、戦いが終わったことをミーナも知った。

「ミーナ様……どうしたんです」

　少し青ざめた顔をしたジュリアがやってきた。ミーナはジュリアに抱だきつき、振ふり絞しぼるようにして叫んでいた。

「神様が、戻ってこないの。あのままでは、神様が死んでしまうわ」

「まさか、そんなことはありませんよ。だって神様ですもの」

　神と名乗っているけれど、万ばん能のうの神じゃない。本当は姿の違う、別の世界の生き物なのだ。だから本物の神のように、不ふ死しというわけではなかった。

　寄き生せいした生き物の体から、精せい気きをもらって生きているのだ。寄生したものが病やんでいると、それを治すのにさらに大量の精気を消しよう費ひしてしまう。

　すべての力を使い切ったら、どうなるのだろう。神様を生かすには、イアンが栄養のあるものを摂とるしかないが、この状態では不可能だった。　　

　そこにエバンズが、エリザを伴ともなってやってくる。そのすぐ背後には、マリスとラウル、それにジュリアスもいた。

　皆がじっとイアンの様子を見守っていた。そして気がつけば、さらに人の数は増えていた。ゴシュラムの騎士団が、馬を下り、兜かぶとを外して、静かに事の成なり行ゆきを見守っていた。

「ああ、神様。お願い、戻ってきて」

　ミーナは祈いのる。ひたすら祈る。その祈りに応こたえはなく、ただ清すが々すがしい朝陽が、木々の間から差し込み、皆の姿を明るく照らしていた。

　どれほどそうして祈っていただろう。

　イアンの体の痙攣は治おさまった。死んではいない証しよう拠こに、横たわる体は呼吸に合わせて上下にゆっくり動いている。

　なのに神様からの応おう答とうは何もないままだ。

「神様……死んでしまったの？　そんなはずない。ないわ」

　イアンの手を握にぎり、ミーナが語りかけたそのとき、ついにイアンは目を開けた。

「神様？」

「あなたは……誰？　僕は、どうしたの？」

　聞こえてきたイアンの声は、とてもあの冷れい徹てつな毒どく薬やく王子とは思えない、幼おさない少年のような声だった。

「イアン、神様はどうしているの？　教えて、イアン？」

「……イアンって誰。神様って……」

「えっ？　何も、覚えていないの？」

「……綺き麗れいな髪だね」

　イアンは無む邪じや気きな様子で、ミーナの髪かみに触れて笑った。その顔は、まるで幼よう児じのようにあどけない。

「神様……イアンの記き憶おくを、消したのね」

　そのために神様は、どれだけの力を使ったのだろう。もしかしたら自分の命をかけて、イアンを治したのだろうか。

「ゴシュラムの治ちり療よう院いんに連れていきましょう。もし、まだ神様がいるなら、彼が回復すれば戻られるかもしれません」

　クラウドの言葉に、ミーナは力なく頷くしかなかった。

　そこについにゴシュラム軍がやってきた。正式に武装した、騎き馬ば兵と歩兵数百人の隊列は、街道の進軍を停止した。その様子が、木々の間からも見える。

　先頭を行く馬から下り立ったのは、ミーナの両親、ゴート王とシーナ妃ひだった。

　二人は王と王妃の威い厳げんなど忘れて、急ぎ足で駆け寄ってくる。

「ミーナ、無事だったのね」

「お父様……お母様」

　大きく手を広げたシーナの腕うでの中に、ミーナは飛び込んでいく。

　そして、ついに声を上げて泣いた。

「神様が、神様がいないの。わたしたちを助けてくれたのに……消えてしまった。どんなに呼びかけても、戻ってこないの」

「ウラルが消えた？」

「話しかけても、何も答えてくれない。まるで、もういないみたいに……」

　泣き続けるミーナを抱だきしめながら、シーナは優しく言った。

「大丈夫よ。ウラルのことですもの、そのうちまた戻ってきて、やぁ、お嬢じよう.ちゃん、元気だったかいって、話しかけてくれるわ」

「何だ、やっと会えたというのに、喜よろこびの抱ほう擁ようもなしか」

　ゴート王は不満そうに言いながら、手持ちぶさたな様子で、ミーナが自分の腕の中に飛び込んでくるのを待っている。

「お父様……助けに来てくださって、感かん謝しやしています」

　今度はゴート王の腕に抱かれながら、ミーナは悲しみに浸ひたってばかりではいられないことに気がつく。

「ハッシュウィルでは、内乱が始まりそうなんです」

「ああ、わかっている。だからこその、この兵団になった。今より、我々はハッシュウィルの城を目指し、王を奪だつ還かんすることを約束する。ミーナは、母上とともにゴシュラムに帰りなさい」

「はい……」

　ゴシュラムに帰ろう。そしてイアンの体を、健康にすることが最さい優ゆう先せんだ。

　もし、まだ神様がその体の中にいるなら、クラウドの言うとおり、治療院で養よう生じようすれば戻ってくるかもしれない。

「オーガスト卿、シェルランドにはサビル大将率ひきいる大隊が、王の保ほ護ごと治安回復のために援軍として向かった。貴き殿でんはただちに帰国し、自国の平定のために尽じん力りよくするがいい」

　ゴート王の言葉に、エバンズは地面に跪ひざまずき、頭を下げた。その横にはエリザが、同じように跪き手を合わせている。

「ゴート王とゴシュラム軍の尽力に感謝いたします。ここにいるのは、死んだと思っていた私の妹です。ウラル神によって、救われました。今は、ただちに国に戻りますが、ウラル神が帰られることを、私も妹も、心より願っております」

「そうだな。だが神に感謝するなら、するべきことはただ一つだ。争いのない、人々が安心して暮らせる幸せな王国を築きずくことが、もっとも神の望むものだろう」

　ゴート王の言うとおりだ。神様は人間がとても好きなのだ。だから人間同士が争うことには耐えられなくて、ついお節せつ介かいをしてしまう。

　その結果、自分を犠ぎ牲せいにすることになっても、神様は人間を助けようとする。そうした神様の思いに応えるには、人間たちが努力していくしかなかった。
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　ゴシュラムの治ち療りよう院いんに、イアンが来てから二ふた月つきが過ぎた。その間、イアンはみるみる健康を取り戻していったが、未いまだに神様からの声は聞こえてこない。

　ミーナはジュリアとともに治療院を訪おとずれ、クラウドの手伝いをしているイアンの様子を見守った。

「おかしいですよね。あんな体をしているのに、心は五歳なんですって。なのにどんな難しい本も簡単に読めて、言われたことはすぐにやれるそうです」

　ミーナよりまめに治療院に来ているジュリアが、それとなく報ほう告こくしてくれる。

「その……あたしやミーナ様が、イアンの手を握にぎると、いろいろと誤ご解かいされるでしょ。だからクラウドに頼んでいるけど、やっぱり神様からの返事はないみたいです」

「そう……残念だわ」

　あれからすぐに、エバンズはエリザを伴ともなってシェルランドに戻ってしまった。ジュリアの父のサビル大将が率ひきいる大軍は、イライザたちに唆そそのかされていたバイロン公こう爵しやくを追つい放ほうし、エバンズを仮の宰さい相しようとして立てて、シェルランド王家を守った。

　そしてゴート王率いるゴシュラム軍は、たいした抵抗を受けることもなくハッシュウィルを平へい定ていし、良王ラスタも救い出された。叛はん乱らんの首しゆ謀ぼう者しやである将軍は自じ決けつし、同調した数人の貴族や軍人は投とう獄ごくされた。

　すべてが終わったのに、なぜかアレクはそのままついてきて、未だにゴシュラムにいる。連日のように、マリスとラウルによって、剣術や組み手、乗じよう馬ばの特とつ訓くんを受けていた。どうやら学ぶべきことがたくさんあると気がついたようだ。

「ミーナ様、どうするんです。このままずっとアレク殿下が居い続つづけて、もう少し強くなったら、本気で求きゆう婚こんしてきそうですよ」

「……ジュリアにだって求婚したわ」

「いえ、求婚まではされてません」

「されても、ジュリアには許いいな嫁ずけがいるから、それを理由に断れるものね」

　ミーナはにやにや笑いながら、イアンに手伝わせて、骨折した農夫の治療をしているクラウドを見つめた。

「治療院で働くのも、いいかもしれないって、この頃、思うようになりました」

　突然ジュリアは、顔を真まっ赤かにして俯うつむく。

「あら……いいじゃない。じゃわたしの第一騎士は、ジュリアじゃなくなるのね」

　少し意い地じ悪わるく言うと、ジュリアは顔を上げて笑った。

「あの最後の戦いのとき、イライザに立ち向かっていく母を見て、どう頑がん張ばっても、あたしは母のようにはなれないと思ったんです」

「そうね。無理、あんなに強くなるのは無理よ」

「伝説の黒くろ騎き士し……あれは母だったんじゃないかって思います。あたしたちにとっては母だけど……いざとなったら、冷れい酷こくにもなれる、本物の騎士だから」

　敵を仕し留とめるために、平然とイライザの腕を切り落としたレディ騎士を見て、ジュリアは自分の甘さや弱さを思い知らされたのだ。

「クラウドは強いけれど、その力を人を傷つけるためには使わない。あくまでも人を助けるためだけに、強くいようとしているんです。そういうところ、尊そん敬けいしているから」

　ミーナは黙だまってジュリアの手を握る。クラウドと婚こん姻いんすると言ったら、ジュリアの父、サビル大将は反対するかもしれない。何しろクラウドは爵しやく位いもない治療師だからだ。

　けれどレディ騎士は、決して反対したりはしない。むしろジュリアがレディ騎士の背中を追うことをやめてくれたことで、ほっとするはずだが。

「ミーナ様は、どうされるのですか？」

　ジュリアは友として、ミーナとエバンズのことを心配してくれているのだろう。

「シェルランドに招しよう待たいされているの。シェルランド王の快かい気き祝いわいで、祝しゆく宴えんが催もよおされるんですって。マリス兄様が名みよう代だいで出るから、わたしも一いつ緒しよに行こうかなって……思ってるけど」

　マリスはすっかり乗り気になっている。何しろレディ・エリザと、何年ぶりかの手紙のやりとりを再開したものだから、ぜひまた会いたいと思っているようだ。

「このままじゃマリス殿下に先を越こされますよ」

「えっ？」

「これまでレディになんて、全然興きよう味みがなかったのに、レディ・エリザに対しては積せつ極きよく的てきですもの」

「苦労されたから、同情しているのよ」

　果たして同情だけだろうか。マリスとしてみれば、自分が贈おくった本を心の支ささえとしてくれていたエリザに、それ以上の気持ちを抱いだくこともあるだろう。

　エリザには幸せになってもらいたい。そのためにマリスが必要だと言うなら、ぜひ役立てて欲しいと思う。

　ミーナも後から見せられたが、ぼろぼろの本にはどこかカイルに似た魔ま術じゆつ師しの絵があった。その姿を思い出すと、まだ胸が痛む。

「わたしは……まだとてもそんな気持ちになれないの」

　神様が完全に消えてしまったなんて信じたくない。だからミーナは、毎日、どんなに風が吹いていても、自室の窓を開いたままにしている。

　窓から鳥の姿が見えると、神様ではないかと思って、思わず手を振ったりしている。けれど鳥が、ミーナの窓まど辺べに寄ってくることはなかった。

「イアンはもう二度と、以前のことを思い出さないのかしら」

　もし何もかも思い出して、また毒を作ったりしないだろうか。ミーナは心配してしまうが、ジュリアはそう思っていないようだった。

「もし思い出しても、きっと違ちがう人間になりますよ。だって今は、クラウドの母上のレディ・サナが、自分の本当の子供みたいに、親しん身みになって面倒をみてくれていますもの」

　その名前が出た途と端たんに、レディ・サナがルウド卿きようとともに治療院に姿を現した。質しつ素そなドレス姿は相変わらずだが、変わらずにレディ・サナは美しい。

　レディ・サナが来ると、イアンは子供のように全身で喜びを示しめして駆かけ寄っていった。

　するとレディ・サナとルウド卿は、優しげにイアンに何か話しかけている。

　偽にせ物ものとはいえ、イアンは本当に欲しかった愛してくれる両親を手に入れたのだ。でも、ずるいとミーナは思う。エバンズの両親はもう戻らないのだから。

『そんなことはないさ、姫ちゃん。だってエバンズには、新しい家族を持てるって未来があるじゃないか』

　神様だったら、きっとこんなふうに言って、ミーナを諫いましめてくれるだろう。

　そしてエバンズを幸せにしてあげたかったら、逃げてはいけないと言ってくれるだろうか。

「アレク殿でん下かが強くなる前に、オーガスト卿、いえ、オーガスト公爵が頑張ってくれるといいですね」

「大丈夫よ。アレク殿下は……そんなに強くはなれないと思うの」

「そうですか？　殿方って、いきなり変わりますよ。何しろ、求婚のためには必死になる人ですもの」

　今度はジュリアがにやにや笑って、ミーナの肘ひじを突く。つられてミーナも、ついに声を出して笑ってしまった。








◆◆◆






　シェルランド王の快かい気き祝いわいのために、ミーナはエバンズの城を訪おとずれた。

　一度も来たことがないはずなのに、なぜか懐なつかしい想いにとらわれたのは、きっと神様がミーナの中にもこの庭園の風景を残しておいてくれたからだろう。

　近隣諸国一の名めい庭ていだといわれるのも頷うなずける。迷路のように植えられた常じよう緑りよく樹じゆや、宝石のような石が埋め込まれた噴ふん水すい、遊歩道に沿そわせて咲く花々など、どれ一つ取っても素す晴ばらしい。

　数日滞たい在ざいすることになるが、出迎えてくれたエバンズは、以前より少し痩やせたように思えた。きっと慣れない政せい務むの毎日で、神経をすり減らしているのだ。慰なぐさめてあげたいと思うけれど、どんな言葉をかけてあげればいいのかわからない。

　そういえば母のシーナは、ゴート王が国こく策さくで悩んでいるときには、いつもの何倍も夫に優しくなっていた。あんなふうに、笑顔や優しい言葉だけで癒いやされるなら、いくらでも笑っているのにとミーナは思ってしまう。

「この庭園ができてから、私が五代目の領りよう主しゆとなります」

　ミーナの手を引いて、庭園を案内しながらエバンズは説明してくれた。

「最初は何もない荒あれ地ちでした。そこに城があるだけで、殺さつ風ぷう景けいだったようです。それが変わったのは、シェルランドで花を育てる造園業が盛さかんになってきたからなんですよ」

「そういえばジュリアの母上の生せい家かは、花から香こう料りようを作つくっていますわ」

「温おん暖だんな気候なので、一年中、どこかで花が咲いています。その花を、もっと暮くらしに生かそうとしているのですね。主要な産業に乏とぼしい我が国では、花は大切な財ざい政せい源げんです」

　二カ月会わないうちに、エバンズはすっかり落ち着いて、いかにも宰さい相しようらしくなっている。その話しぶりも穏おだやかで、ミーナはその声をもっと聞いていたいと思った。












「東に位置する大国ザルセンは、過去にはかなりの脅きよう威いでした。けれど今の王は、我々の国まで侵しん略りやくする気はないらしく、友好的な関係が続いています」

　大国ザルセンは、あまりに国土が広いので、三つの領地に分ぶん割かつして統とう治ちされている。シェルランドに隣りん接せつするのは西ザルセンで、ゴシュラムとも友好的な国だった。

「平和を好む国民性なのか、一番の問題は国軍の脆ぜい弱じやくさです。ゴシュラム軍がやってきたときに、その統とう率そつ力りよくの違いに、皆、驚いていました」

「あら……そうなんですか」

　久しぶりとはいえ、どうしてエバンズはこんな堅かた苦くるしい話ばかりしているのだろう。シェルランドの国情を、そんなにミーナに知ってもらいたいのだろうか。

　ミーナだって、エバンズと楽しい会話をするのは難しいとわかっているつもりだ。何しろ冗じよう談だんはあまり通じない。何か問題提起をしたら、真剣にすぐ解決しようとしてしまいそうだった。

「こんな話ばかりでは、退たい屈くつでしょうね」

　ミーナの心を読んだかのように、エバンズは言ってくる。

「ですが、あなたに、よりシェルランドという国を知ってもらいたいのです。この国はゴシュラムのように豊かではない。王族といえども、贅ぜい沢たくはできないような国です」

「わたしたちも、普ふ段だんは質素にしておりますわ」

「それを聞いて安心しました。あなたが不満に思うような生活はさせたくない。そう思っていても、現状は厳きびしくて」

　二人は庭園の中ほどに位置する、東あずま屋やに辿たどり着いた。そこから先には大きな池があり、鴨かもたちがのんびりと泳いでいるのが見える。

　エバンズが足を止めたので、ここで休きゆう憩けいするつもりなのかと思ったが、そこでいきなりエバンズは、ミーナの前に跪ひざまずいた。

　この体勢は、求きゆう婚こんするときのものだ。ではついに、エバンズは求婚する気になったのだろう。シェルランドに戻り、宰相として働き、自分に対する自信を取り戻したから、その気になったようだ。

「ミーナ王女……不ふ思し議ぎな出会いでしたが、あんなことがあったおかげで、お互たがいを理解する早道になったと思います」

　そのとおりだ。あんなことがなかったら、ミーナはきっとエバンズのことを、隣国の独身貴族の一人としか認にん識しきしなかった。

「このように貧まずしい国ですが、私は、民が誇ほこりを持って暮らせるようにしたい。そして私自身も、ここでの暮らしを誇れるようになりたいのです。どうか……ミーナ王女、私とこの邸やしきで、生しよう涯がいを共にしてはいただけないでしょうか」

　エバンズはミーナの手を取り、軽く唇くちびるを押し当ててきた。

　乙おと女めだったら、誰もが待っている素晴らしい瞬間だ。

　ええ、喜んでと返事をすればいいだけなのに、ミーナは素す直なおに頷うなずけなかった。

「エバンズ様、お気持ちはとても嬉うれしいのですけれど……」

　驚いたようにエバンズは顔を上げる。

「もしかして、すでにアレク殿下からの求婚をお受けになったのですか？」

　真っ先にエバンズが思いついたのは、そのことだったのだろう。それがおかしくて、ミーナは思わず笑ってしまった。

「いいえ、そうではありません」

「では……私が急ぎすぎたでしょうか」

　そこでミーナは小さく頷く。

　エバンズが急ぎすぎたわけではないが、もう少し待っていて欲しかったのだ。

「神様がまだ戻っていません。わたし……神様にもう一度会えるまで、とても婚こん姻いんなど考えられそうにないんです」

　もしあのとき、ミーナたちが追っ手に怯おびえることなく、先を急いでいたらどうだっただろう。もしかしたら神様を犠ぎ牲せいにすることなく、イアンもイライザも救えたのではないかと、時折後こう悔かいしてしまうのだ。

「もし……神様が戻られなかったら、どうなさるおつもりですか？」

「そうですね。どうしようかしら……」

　ミーナが悲しげに微ほほ笑えむと、エバンズは応こたえるように優しく微笑んだ。

「では、約束しましょう。私も、神様が戻っていらっしゃるのを、ミーナ王女とともに待ちます。それが何年、何十年になろうとも」

「エバンズ様……本当にそれでよろしいのですか？」

　エバンズは頷くと立ち上がり、目の前に広がる庭園を改めてミーナに示した。

「こうしてこの庭を眺ながめていられるのも、神様のおかげですから。どうせなら、あなたとの婚姻は神様に祝しゆく福ふくしていただきたい。そのためにも、待ちましょう」

「ありがとう、エバンズ様」

　ミーナの頰ほおを、予期せぬ涙が滴したたった。神様に対する特別な想いを、エバンズが理解してくれたことがとても嬉うれしい。

「けれど、あなたに会えないというのも辛いので、手紙を送ることと、たまにこうしてお互いに行き来することはお許しください」

「ええ……大丈夫ですわ。もしかしたら、これから頻ひん繁ぱんにこちらにお伺うかがいすることになりそうですもの」

　ミーナは見つけてしまった。

　何とあの堅かた物ぶつのマリスが、レディ・エリザの手を引いて、木の迷路の中から出てくるところを。

　エバンズも同じだろう。見てしまったようだが、やはり手放しで喜ぶというわけにはいかないらしい。

「イアン・ヒョードルは、本当に記き憶おくをなくしたままなのですか？」

　もしエリザがゴシュラムに嫁とついだら、いずれどこかでイアンとまた出会ってしまうかもしれない。それが、エバンズにとっては一番心配なことだろう。

「ええ、何も思い出せないまま、今は治ちり療よう院いんでクラウドとともに働いています」

「エリザがイアンを見て、怯えるようなことがなければいいのですが」

　イアンのことを考えるとき、エバンズの眉み間けんには皺しわが寄る。やはりまだ、イアンに対する怒いかりは捨てきれていないようだ。

「神様がいてくれたら、こんな不安を取り除のぞいてくれるのだろうな。そうそう個人的なことで頼ってはいけないとわかっていますが……」

「そうなんです。つい、神様だったらどう思うんだろう。どんなふうに叱しかってくれるんだろうって、考えてしまいますよね」

　けれど神様はいない。この先何年も、下へ手たをしたら一生、会えないままなのだろうか。

「希望という言葉を、あなたと神様からいただきました。だから、私は希望を捨てることはありません。ミーナ王女、待っていれば、いつか必ず望みは叶かないますよ」

「ええ……そうですわね」

　庭園には、無数のトンボが飛んでいた。その動きを目で追いながら、ミーナはふと神様が、小さな昆虫の中に身を潜ひそめているのではないかと思ってしまう。

　小さな昆虫の中で力を蓄たくわえ、次は小鳥の中に引っ越す。それからネズミに入り、さらにはイタチくらいの大きさの獣けものに引っ越すのだ。

　ミーナはゴシュラムの森に放してやった、仲なか良よしだったイタチのことを思い出す。

　あのイタチが生きているうちに、もしかしたら神様が戻ってきて、その身に入るかもしれない。

　今は待つしかないのだ。けれど一人で待つのではない。エバンズとともに、神様から祝福される日を待つことにしようと思い、ミーナは自みずからエバンズの手をそっと握る。

　神が不在でも、午後の庭園は平和そのもので、優しい風が二人を包んでいた。
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　あとがき




　いつもご愛あい読どくありがとうございます。

　あら、終わってしまった。ついにこのシリーズが？　いやいや、何がどうなるか、まだまだわかりません。と、言いつつ、すいません連続刊行のはずが、体調を崩くずしてしまい、発刊が遅れてしまいました。

　何しろ、家うちには神様がいないから、病気になっても、ちゃちゃっと治なおしてもらうってわけには、いかないんですよね。そこが辛つらいところであります。

　待っていてくださった皆様や、編集様にご迷めい惑わくかけて、本当に申もうし訳わけなかったです。

　謝あやまりながらも、懲こりずにあとがきＳＳショートストーリー。すいません、書きたかったんだけど、本文ではあれだから。







　いつも冷れい静せい沈ちん着ちやくなレディ騎き士しだったが、この日は内心かなり狼狽うろたえていた。敵が毒どく薬やく使いだと知らされたからだ。娘のジュリアも息むす子このジュリアスも、通常の戦闘なら持ちこたえると信頼していたが、毒となったらまた別だ。

　まず先に、ゴシュラムの騎士団が出発したが、気がつけばレディ騎士が一人、先頭を疾しつ走そうしていた。

　そしてついに辿たどり着ついたハッシュウィルの森では、何と宿敵のイライザが待ち構かまえていた。思い起こせば二十数年前、ハッシュウィルの無む敗はい軍団との戦闘のときに、レディ騎士はイライザをハイルだと思って、深ふか追おいした苦にがい経験がある。

　まさかハイルが影かげ武む者しやを持っていて、しかもそれが女だったなど、当時は思いもよらなかったのだ。

　剣を交まじえた瞬間、レディ騎士は悟さとった。悔くやしいことに、イライザの剣の実力はちっとも落ちていない。むしろ以前より強くなったくらいだ。

「でか乳ちちの女騎士、もういい加か減げんに引退したらどうだい」

　嘲あざ笑わらうように言われて、レディ騎士はむっとする。確か同じことを、以前に剣を交えた時にも言われたからだ。

　何か言い返したいが、そんな低てい次じ元げんの戦いにしたくない。レディ騎士としては、ここは戦い続けたイライザに、敬けい意いを表したいところだった。

　以前は一本だった剣を、今のイライザは両手に持って巧たくみに繰あやつる。その速さは尋じん常じようではなかった。

「腕を上げたな、影武者」

　思わず言葉が漏もれ出る。するとイライザは、にやっと不敵に笑った。

「ああそうさ。毎日が、戦いの連続だからね。城の中で、安あん穏のんと暮らしているおまえたちとは違うんだよ」

　そうだ、確かにここ数年、のんびりと暮くらしてきた。けれど日々を平へい穏おんに暮らすというのも、それはそれで戦いなのだ。攻せめるだけが戦いではない。守ることも、また戦いなのだ。それを思い出させてくれたイライザに、レディ騎士はあろうことか感謝していた。




　おおっと、おばさんたちの戦いにこんなに行数を……。




　イラストお願いしました佐さ倉くら汐しお様、いつもいつも、ご迷めい惑わくのかけどおしなのに、素す晴ばらしいイラストをありがとうございます。

　担当様、いい子になろうとしてはや何年。すみません……。

　そして読者様、楽しんでいただけましたでしょうか。えっ、神様ですか。それはその、ま、よければ続ぞく編へんリクエストなど、編集部宛あてにいただければ幸いです。
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